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温暖な気候 と肥沃な大地、そして豊かな水に恵まれた宮崎市は国際観光リゾー ト都市 として

の一面と日向神話に代表される神話 と伝承に包まれた日本のふるさとという、相反する2つ の顔

をもってお ります。このことは私たちに文化財に対する関心や重要性の認識 という良い面を与

えて くれたのではないでしょうか。

宮崎市教育委員会では発掘調査により、徐々にではあ りますが、わたしたちの郷上の長い歴

史を解明していこうと、努力をいたしている次第であ ります。

本書は平成 8年度に発掘調査を行いました大町遺跡の埋蔵文化財調査報告書であ ります。今回

の調査では、60軒 あまりにのぼる古墳時代後期の竪穴住居跡、弥生時代後期の周溝状遺構など、

貴重な遺構が数多 く検出され、また、多量の土器等が出上 し、大きな成果をあげることができ

ました。これらは当地域の歴史の解明の貴重な資料 となるものであると考えます。

本書が学術研究はもとより皆様の埋蔵文化財への理解 と認識を深める一助 となり、また、社

会教育の面にも広 く活用されれば幸いに存 じます。

最後になりましたが、発掘調査にあたつて、ご理解 とご協力をいただきました皆様をはじめ、

ご指導、ご助言をいただいた先生方、ならびに発掘調査に従事された作業員の皆様方に心から

お礼を申し上げます。

平成 10年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 稲  倉  宗  知

出
Ｖ
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暑百

1.本書は民間宅地造成工事
-1こ

かかる、大町遺跡の発掘調査1報告
―
書である。

2・ 発掘調査は宮崎市教
―
育委員会が平成 8年 4月 8日 から1.0月 2日 までの期間実施した。

3.秦編調査により出上した遺―物
―
及び、調査における図面、写真等は宮崎市教育委員会で保管

している。

4.調査1組織
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5,本書の執筆は鳥枝が行った。

6.掲載した図面の実測・製図 ,図版の作成は中山・鳥枝 .時任・ 椎・松
―
永・小川が分担 して

行 った。

7_現場 における写真撮影は申山■ 鳥枝・時任が、遺物写真撮影は中山が行った。

3.本書の編集は鳥枝 ,久 富が行った。

9.本書で使用 した空申写真は株式会社スカイサ‐ベイによるものである。
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第 I 立早 は じめに

第 1節  調査に至る経緯

平成 6年 11月 15日 に事業主体者 より、宮崎市吉村町大町甲 1961-1外 27筆 に

ついての文化財の有無照会が提出された。それを受けて市教育委員会は当該箇所が埋蔵文化財

所在の可能性が高い との判断に基づ き、平成 7年 の 1月 17・ 18日 に試掘調査 を実施 した。

トレンチによる試掘調査の結果、竪穴住居状の落ち込み、溝、土坑が検出され、それに伴い

古墳時代後期に属する須恵器、土師器が出土 し、遺跡の所在が確認 された。その後、平成 7年度

に2回 の試掘調査 を行い、調査範囲を確定 し、同時 との協議 を重ね、平成 8年 3月 に調

査区東側部分の表土剥 ぎを行い、4月 より本調査 を実施することとなった。

発掘調査 は平成 8年 4月 8日 より10月 2日 にかけて行われた。

第 2節  遺跡の立地 と歴史的環境

大町遺跡は大淀川左岸の標高約 5mの微高地上に立地する。南方 1.6kmで大淀川、東に 1,8km

で一 ッ葉入 り江、2.2kmで 太平洋に至る。

遺跡の周辺は、現在、家屋が密集 しているが、微高地は更に遺跡の東、西、北の三方向に広

が り、南側は約 lmほ ど低い。このことか ら、当遺跡は微高地の南端に位置する集落で、南方は

水田地帯 もしくは大淀川の氾濫原であつた と推測 される。

大町遺跡の周辺 には数多 くの遺跡が確認 されてお り、そのうちの幾つかは発掘調査が実施 さ

れている。

遺跡の西方 300mに は平成 8年 に調査 された宮脇遺跡が所在する。宮脇遺跡か らは溝状遺構 8

条が検出され、そのうちの 1条 から、布痕土器が 1点 出土 している。

宮脇遺跡の西方 300mの 微高地上には昭和 52～ 54年 と、平成 4年 の4次 にわたって調査が行

われた浄土江遺跡が所在する。調査の結果、33軒の住居跡 と、数十条の溝状遺跡が検出され、古

墳時代後期か ら奈良時代 にかけての土師器、須恵器等が数多 く出土 している。 (註 1・ 2)

更に西方の日豊本線を挟んだ`」 R宮 崎駅周辺か ら県庁付近にかけて、広島古墳群が拡がる。古

墳その ものは現在確認で きないが、内行花文鏡・画文帯神獣鏡・直刀・杏葉等の出土品が宮崎

県総合博物館 に所蔵 されている。 (註 3)

また、大町遺跡の周辺には、西側の吉村八幡神社周辺に曽師遺跡、北側か ら東側 にかけては

庵 ノ山遺跡、引土遺跡、上無田堤遺跡、憶小学校遺跡、上西中遺跡、南側 に中原遺跡 といった

散布地が所在 している。 (註 4)

(註 1)F浄土江遺跡』宮崎市文化財調査報告書第 6集 宮崎市教育委員会 1981

(註 2)F浄土江遺跡 Ⅱ」宮崎市文化財調査報告書 宮崎市教育委員会 1998
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(註 3)「広島古墳群」『宮崎県史』資料編考古 2

(註 4)『 宮崎市遺跡等詳細分布調査報告書』Ⅱ 〔

会  1990

第 3節  調 査 の概 要

宮崎県 1998

リゾー ト地区を中心 として〕 宮崎市教育委員

調査区が広大なこと、廃土置場等の問題から、便宜的に東側の A区 、中央部の B区 、北西隅

の C区 、南西隅のD区 の 4区 に分けた。調査区内には調査以前に 5軒 の家屋が建ってお り、また、

部分的に苗園、林 になっていた関係上、撹乱 している箇所が多かった。また、現地表 より、遺

構検出面 まで、約 30～ 50cmと 浅 く、遺構間の切 りあいが激 しいことも遺構の検出を困難にし

た。 しか し、半年にわたる調査の結果、当初の予想 をはるかに上回る竪穴住居群が検出され、ま

た、一部 を除いて残存状況 も極めて良好であった。ただ、期間の関係上、一部、調査が不十分

な箇所がでて しまったことは遺憾である。

本遺跡検出の竪穴住居のほとんどは古墳時代後期 に属するものであるが、 10、 56号住居は弥

生時代後期の ものである。

その他に、周溝状遺構が 3基、土坑 13基 、近世墓 3基、井戸 2基、110条 あまりにのぼる溝

状遺構等が検出された。溝状遺構はCl号 が古墳時代中期 に、A3、 26～ 29、 32、 34、 36、 45、

49号 、B5、 14、 23号 、C2、 4、 10号 、D2、 3号溝状遺構が古墳時代後期 に、A41号 溝状遺

構が奈良時代 に、A15号溝状遺構が 14世紀代 に比定 される他は近世以降の ものと推定 される。

また、調査区内からは200基 を超えるピットが検出されたが、掘立柱建物が 3棟、柵列が 1条

確認 されたほかは、規則性 をもたなかった。

本遺跡の基本層序は表土、褐色土層、黒褐色土層、黄褐色土層、黄色土層、灰色砂層 となっ

てお り、各遺構は黄褐色土層上面で検出 した。

-4-
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第 Ⅱ章 A区の調査

第 1節  竪穴住居の調査

l号竪穴住居 (第 5図 )

北東壁長 5。 4m、 東南壁長 6.Om、 南西壁長 4.5mの 南北 にやや長い台形のプランを呈 し、壁

高 70cmを 測る。住居跡の中央に埋甕炉 をもち、北東、南東、北西の 3面 に壁帯溝が巡る。埋甕

炉は径 32cm、 深 さ23cmの 掘 り込み内に甕 を安置 している。壁溝は幅 15cm、 深 さ8cmを 測

り、南西側では検出することができなかった。

住居跡床面 には貼床が施 してあ り、部分的に焼土、災化物が確認 された。床面か らはピッ ト

が数多 く検出されたが、Pl、 3、 4を 主柱穴 とみなした。各柱穴間を結んだ線は不整方形を呈す

るもの と思われる。

遺物は床面のほぼ全面から出上 しているが、特 に集中 している箇所はない。 また、北西壁側

から、多量の上器が住居跡壁際上面か ら床面にかけて、斜めに流れ込んだような状態で出土 し

た。住居廃絶後の土器の投棄が考えられる。

8市

A17

A18・

Al

〔出土遺物〕 (第 6図 )

土師器の甕、壷、甑、高杯、椀、須恵器の杯蓋、杯身等が出上 している。 1は 埋甕炉に使用 さ

れていた奏で、口縁 を欠 き、外面に煤の付着がみられる。 10、 Hは 椀で、半球状の体部で、口    A19;

縁部は短 く外反する。 15、 16は須恵器の杯身で、立ち上が りが短 く内傾する。

3、 5、 7、 8、 13、 14、 16は 北西側の流れ込みか らの出上である。

2号 竪穴住居 (第 5図 )

南北長 5.Om、 南壁長 6.lm以 上の長方形プランを呈 し、壁高 50cmを 測る。住居跡東側はA19

号溝状遺構 に切 られてお り、東壁は残存 しない。床面は貼床 を施 してあ り、ほぼ中央か ら埋甕

炉が検出された。埋甕炉は径 35cm、 深 さ20cmの掘 り込みに甕を安置 してお り、遺存状態はよ

くない。

床面 より、ピッ トが 8基検出された。主柱穴は4本で、柱穴間を結んだ線は住居跡 と同 じく長

方形を呈する。各柱穴の床面からの深さはPlが 67cm、 P2が 56cm、 P3が 37cm、 P4が 57cm

を測る。

遺物の出土量はそれほど多 くはないが、西側床面上か ら集中 して出上 している。

〔出土遺物〕 (第 7図 )

土師器の奏、鉢、椀、須恵器の杯蓋等が出上 している。17は埋奏炉に使用されていた甕で、底

部のみ完存 していた。18は 長胴の甕である。 19、 20は鉢で、20は突出 した底部をもつ。22は

須恵器の杯蓋で、口縁端部が短 く外反する。重の蓋に用いられたものであろうか。

21、 22を 除いて、床面か ら出土 した。

1   12c彎
ォ
測
―――Ｉ
Ⅶ
ＩＩＩ
＝
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3号 竪穴住居 (第 8図 )

北東壁長 5,7m、 南東壁長 5。 9mの ややいびつな方形プランを呈 してお り、壁高 55cmを 測る

南東側が 4号竪穴住居 に切 られている。

床面には貼床 を施 してお り、中央やや西寄 りに埋奏炉が検出された。埋甕炉は径 38cm、 深 さ

22cmの 掘 り込み内に甕が埋め込 まれてお り、主柱穴は 4本 で、柱穴間を結んだ線はやや台形 を呈

する。各柱穴の床面からの深 さはPlが 21cm、 P2が 56cm、 P3が 42cm、 P4が 26cmを 測る。

床面か ら出上 した遺物は僅かである。

〔出土遺物〕 (第 7図 )

土師器の甕等が出土 している。23は 埋甕炉に使用 されていた甕で、突出 した平底の底部をも

ち、外面に大 きめの刷毛 目を施 している。胴下半部から底部にかけて完存 している。24も 床面

より出土 した。

4号竪穴住居 (第 8図 )

北壁長 5。 9m、 西壁長 6.5mの 長方形プランを呈 し、壁高 80cmを 測る。北西側で 3号竪穴住

居 を切 り、南側は 57号 竪穴住居 に切 られている。

住居跡床面は貼床が施 してあ り、中央やや南寄 りに焼土面及び、浅いピットが検出された。埋

甕炉の痕跡であると推定 される。主柱穴は 4本 で、柱穴間を結んだ線は住居跡 と同 じ長方形を呈

する。各柱穴の床面からの深 さは Pと が 61cm、 P2が 48cm、 P3が 40cm、 P4が 37cmを 淑1る 。

遺物は少ないが、住居跡南側 に小 さなまとまりをもって出上 している。

〔出土遺物〕 (第 9図 )

土師器の奏、高杯、椀、郭蓋、須恵器のネ蓋、提瓶等が出土 した。

25は 木葉底の甕である。26は 高杯で、口縁部 と受部の境 に稜 をもつ。29～ 32は 須恵器の杯

蓋で、29、 30は 回径が ともに 14.5cmを 越 える大型のものである。32は 径が小 さく、口縁部

内面に段 をもつ。

31、 32は 埋土中か らの出土である。

57号 竪穴住居 (第 8図 )

東西長 3.6m、 壁高 15cmを 測る。胴張 りの強い隅九方形のプランが想定 されるが、4号竪穴

住居 を切 り、A17号 溝状遺構 に切 られ、また南側は撹乱の為、判然 としない。

住居跡南東隅付近 より、焼土面、粘土鬼、軽石等が検出され、竃が存在 したものと思われる。

なお、焚国の方向、竃の形態は明確 にすることがで きなかった。

床面か らピッ トは検出されなかったが、遺物は竃周辺 にまとまりをもって出上 した。

〔出土遺物〕 (第 72図 )

土師器の甕、重が出上 している。446、 447は いずれも口縁部が短 く外反する甕で、446は 口

縁部に、447は 胴中央部に最大径 をもつ。450は 壼で、日縁部は短 く外反 し、胴下半部が大 き

く張る。

‖●

L
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第 7図  2・ 3号竪穴住居出土遺物 (1/3)
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遺物 はいず れ も床面 か らの出上 であ る。

5号 竪穴住居  (第 11図 )

東西 5。 3m以 上、南北 5.5mの 方形 プランを呈 し、壁高 60cmを 測 る。東壁は A19号溝状遺構

に切 られていて、残存 しない。床面 には貼床 を施 してお り、住居跡 ほぼ中央 か ら埋甕炉が検 出

された。埋甕炉 は径 23cm、 深 さ 18cmの 掘 り込 み をもち、このなかに甕 を安置 し、埋 め込 んで

いる。

主柱穴は 4本 で、柱穴間を結 んだ線 は住居跡主軸 よ りやや東 に振れるが、ほぼ正方形 を呈す る。

各柱 穴 の深 さは Plが 62cm、 P2が 60cm、 P3が 46cm、 P4が 69cmを 測 る。

床面、埋土 中 ともに遺物 の出土 は少量 であ る。

また、住居跡北壁側 には床面 よ り掘 り込 んだ地下式横穴状の施設が東西 に 3基並 んで検出 され

た。埋上の状況か ら、住居跡 との時期差 は考 え られず、住居跡 に付随す る貯蔵施設 もしくは、住

居廃絶後 に、その落 ちこみ と壁 を利用 して構築 された小型 の地下式横 穴墓 の可能性 が考 え られ

る。 しか し、規模 、構造、遺物 、軽石 の出土状況等 の点か ら、その どち らかであ るか を断定 し

かね る為 、 ここで は、一応 、地下式横 穴状遺構 として取 り扱 う。 なお、各部 の呼称 は地下式横

穴墓 にな らうが、「玄室」 について は「奥室」、「羨道」 については「接合部」 と表現 す る。

〔出土遺物〕 (第 9図 )

土師器の甕、高郭、須恵器の杯身等が出上 している。33は 埋甕炉に使用 された奏である。34

は高 lTxの 杯部で、口縁部 と受部の境 に稜 をもつ。35、 36は 高不の脚部で、35は 裾部が広が り、

36は 広が らずに収束する。

36は 埋土中か ら、それ以外 は床面上 より出上 した。

5-1号 地下式横穴状遺構 (第 12図 )

住居跡北東隅に位置 し、主軸方向は N-65° 一 Eで ある。平面プランは平入 り型で、奥室は

楕円形 を呈する。

竪坑前面はA19号 溝状遺構 に切 られてお り、各部の計測値は竪坑上幅東西 75cm以 上、南北

52cm、 深 さ58cmを 測 り、接合部幅 50cm、 長さ35cm、 奥室長 58cm、 幅 90cm、 最大高40cm

を測る。

奥室に向かって床面はゆるやかに高 くなってお り、奥室内か ら握 りこぶ し大の軽石が多量 に

検出された。奥室中央 より、土師器椀及び、須恵器杯身が出土 した。

〔出土遺物〕 (第 10図 )

37は 土師器の椀で、小型のものである。38は 須恵器の杯身で、径が小 さく、立ち上が りも短

く、内傾する。底部はヘラ切 り未調整である。

5-2号地下式横穴状遺構 (第 12図 )

住居跡北壁中央やや東寄 りに位置 し、主軸方向は、ほぼ南北である。平面 プランは平入 り型

Ｉ
Ｌ
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で、奥室は楕円形 を呈する。

竪坑上幅は東西 85cm、 南北 115cm、 深 さ68cmを 測 り、接合部幅 58cm、 長 さ 52cm、 奥

室長 80cm、 幅 115cm、 推定最大高 52cmを 測る。床面は竪坑か ら奥壁 まで、ほぼ平坦である。

奥室中央やや西か ら須恵器ネ蓋、土師器椀が出上 した。

〔出土遺物〕 (第 10図 )

39は 土師器の椀で、体部から口縁都にかけて、大 きく内彎する。底部は木葉底である。40は

須恵器のネ蓋で、宝珠様つ まみを有 し、内面のかえ りは回縁端部より下方 にのびている。

5-3号地下式横穴状遺構 (第 12図 )

住居跡北壁中央やや西寄 りに位置 し、主軸方向は、ほぼ南北である。平面 プランは平入 り型

で、奥室は楕円形 を呈する。

竪坑上幅東西 117cm、 南北 150cm、 深 さ52cm、 接合部長 さ30cm、 幅 66cm、 高さ58cm、

奥室長 80cm、 幅 146cm、 最大高 55cm、 奥壁高 9cmを 測 る。

遺構内には、黒褐色上が詰 まってお り、径 5～ 30cmの 軽石が多量に検出された。また、竪坑

都 と接合部 との境 には、石 と軽石を用いて、閉塞石 を意識 したつ くりをしている。

床面は接合部で約 10cmの段がつ き、 1段 下が り、奥室内で 1段 上がる。

竪坑上部 より上師器の高杯、須恵器の郭身が、奥室床面上 より須恵器の杯蓋、郭身がセ ツト

で出土 した。

〔出土遺物〕 (第 10図 )

41は 、須恵器のネ蓋で、天丼部はヘラ切 り未調整である。42は 郭身で、立ち上が りはごく短

く内傾する。41、 42は セツトにな り、蓋が身に 3分 の 2ほ ど、被さった状態で出上 した。43は

奥室内埋土中か ら出土 した。

6号 竪穴住居 (第 11図 )

南壁長 5.3m、 西壁長 5.3mの 正方形プランで壁高 70cmを 測る。床面は貼床が施されてお り、

中央やや南寄 りに径 30～ 35cm、 深 さ 15cmの 楕円形のピッ トが検出された。 ピット内か らは

土器片が数点出上 しただけであつたが、埋甕炉の痕跡 と推定 される。また、住居跡南西隅の床

面上か ら焼上が検出された。

主柱穴は 4本 で、柱穴間を線で結ぶと南北にやや長い長方形た なる。柱穴の床面からの深 さは

それぞれ、Pl、 P2が 30cm、 P3が 34cm、 P4が 43cmを 測 る。

遺物は住居跡北東側の床面か ら集中 して出土 している。また、この箇所は東壁上か ら床面に

かけて、流れ込んだような状態で多量の土器が出土 した。住居廃絶後の上器投棄が考えられる。

〔出土遺物〕 (第 13、 14図 )

土師器の甕、甑、高郭、椀、不蓋、須恵器の杯蓋、杯身、土製支脚等が出土 した。

甕は 44、 45に み られるような口縁都が短 く外反 し、長胴の ものが多数を占める。46は 平底

であるが、胴は張 り、長胴の甕に移行する過渡的な段階のものである。47は 九底で、胴部はや

ド

Ｖ

1呻 ●

-18-

打一



鴻

へ
訳
ヽ
　
＼

いヽ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
拌

へ
く
＼　
　
、添
＼
翠

一代

く

＼

、

〃
50

/4)
0              10cm

第13図  6号竪穴住居出土遺物 1(1

-19-



∠9



¬

や張 って、頸部 はほ とん ど括 れず 口縁部 にいたる。 口縁部 はご く僅 か に、外 反す る。 51～ 53、

56は甑 で、 51、 52は 口縁部 に、 53、 56は 胴上部 に最大径 を もつ。 また、511ま 底部が突 出 し

ている。65は 小型 の高杯 で、口縁部 と受都 との境 に明瞭 な稜 を もつ。 また、内外 面 とも丁寧 に

ヘ ラ ミガキが施 されている。 66、 67は 土師器の杯蓋で、天丼都 と口縁部 の境 の稜が明瞭である。

68は須恵器の杯蓋で、全体的 に九味 を帯 びている。 69は 須恵器の杯身で、立 ち上が りは短 く内

傾 してい る。

50、 56、 59、 64、 67が埋土上層 の黒色土か ら、45、 51、 54、 60、 61、 63、 68、 69が埋

土最下層 の責褐色土 か らの出上 で、その外 は床面 出上 であ る。

7号竪穴住居 (第 15図 )

北壁長 5,3m、 東壁長 5.6mの 長方形プランで壁高 60cmを 測る。北東、北西隅は九 くなって

いる。床面は貼床が施 されてお り、北壁中央部に竃が付設 されている。

主柱穴は4本で、柱穴間を線で結ぶと長方形を呈する。各柱穴の床面からの深さはPlが 38cm、

P2が 54cm、 P3が 44cm、 P4が 45cmを 測る。

竃周辺及び、住居跡中央付近の床面 より上器が まとまって出上 してお り、また埋土中か ら多

量の上器片が出土 した。住居廃絶後の上器投棄、流れ込みが考えられる。

竃 (第 15図 )

住居跡北壁中央に付設 されている。焚回は南に向き、焚口幅 25cm、 奥行 き85cm、 右袖の高

さ12cmを 測る。袖部は黄褐色土 を盛って構築 される。竃内は広い範囲にわたって、よく焼けて

お り、火床部中央か ら、多角柱 に加工 された軽石製支脚が立った状態で検出された。 また、土

器は支脚の周囲にかたまって出上 している。

〔出土遺物〕 (第 16、 18図 )

土師器の甕、高杯、椀、杯蓋、杯身、須恵器の杯蓋、杯身、高杯、土製支脚が出上 した。70

は胴のやや張る長胴の奏で、底部は平底 を呈 し、木葉痕がみられる。71、 72は 九底の甕で、71

は胴が九 く張 り、72は 顎部が、あまり締 まらず、口縁部は短 く外反する。85は土師器の杯蓋で、

天丼部 と口縁部の境は、明瞭な稜 をもつ。

上器の出土量は多いが、その大半は埋土中からの出上である。70、 72が床面、74～ 77、 82、

83、 86は 埋上下層か ら出土 した。

8号 竪穴住居 (第 17図 )

北壁長 7.2m、 東壁長 7.Omの ほぼ正方形のプランを呈 し、壁高 55cmを 測 る。床面は貼床 を

施 してお り、中央やや南 に埋甕炉が検出された。埋甕炉は径 30～ 40cm、 深 さ 18cmの 掘 り込

み内に安置 され、埋め込 まれている。住居跡床面か らは多数のピット及び、住居跡内土坑が検

出された。主柱穴は 6本 で、柱穴間を線で結ぶ とほぼ正方形 を呈する。各々の柱穴の径は 35～

50cm、 深 さイよ36～ 48cmを 測る。

遺物は住居跡の規模 に比 して少な く 床面、埋土中ともにまとまりをもたない。

-21-
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〔出土遺物〕 (第 18図 )

土師器の甕、鉢、台付鉢、高杯、須恵器の郭蓋、杯身、高杯、提瓶等が出上 した。92は 埋甕

炉に使用 されていた甕である。95は 脚台付 きの鉢である。97は 須恵器の杯蓋で、天丼部中心付

近か ら口縁部に向けて 4本 の線刻が見 られる。 99、 100は 須恵器の郭身で、立ち上が りは短 く

内傾する。101は 須恵器の高杯で長方形の透か し孔が三方向に開けてある。 93、 94、 98、 100

は埋土上層か らの出上である。

9号 竪穴住居 (第 17図 )

北壁長 4.lm以上、東壁長 5。 5m、 壁高 45cmを 測る。住居跡西側が調査区外にかか り、全体

の形は不明であるが、南東隅角が、やや鈍角に開 き、北壁が外側に膨 らむことか ら、不整方形

のプランが想定 される。

中央やや南束寄 りに埋甕炉、南東隅付近の東壁に竃が付設 されている。埋甕炉は径 30cm、 深

さ15cmの 掘 り込みを有 し、その中に甕を埋め込んでいる。床面からピットが検出されたが、主

柱穴は確定 しえない。

遺物は床面、埋土中ともに少ない。

竃 (第 17図 )

住居跡東壁南東隅付近に付設 されている。焚口は西に向き、焚口幅 32cm、 奥行 き70cmを 測

る。袖部は黄褐色土 を盛 って構築 している。竃内か らは軽石製支脚、土器片が出土 した。

〔出土遺物〕 (第 18図 )

土師器の甕、須恵器の高郭、杯蓋、提瓶等が出上 している。102は 埋甕炉 に使用 されていた

甕である。 105は 須恵器の高郭で 3方 向に円形の穿孔があ り、裾端部は面 を作 っている。

10号 竪穴住居 (第 19図 )

東壁長 4.5m以 上、南壁長 2.7m以 上、壁高 60cmを 測る。H号 竪穴住居 と重複するが、前後

関係は明確 にで きなかった。床面か らピッ トは検出されず、土器片が数点出上 したのみであっ

た。住居跡埋土 より弥生土器 (106～ 108)が 出土 している。

11号 竪穴住居 (第 19図 )

南壁長 3.2m以上、壁高 55cmを 測る。10号 竪穴住居 と重複するが、前後関係 は明確 にで き

なかった。床面か らピットは検出されなかった。床面出上の上器は僅かで、埋土中より宝珠様

つまみをもつ須恵器郭蓋 (109)が出土 した。

12号 竪穴住居 (第 19図 )

東壁長 5。 6m、 南壁長 6.2mの 方形を呈 し、壁高 70cmを 測る。床面は貼床が施 されている。主

柱穴は 4本 と推定 されるが、3本 しか検出で きなかった。柱穴間を線で結ぶと東西に長い長方形

になると想定 される。各柱穴の深 さはPlが 34cm、 P2が 64cm、 P3が 35cmを 測る。住居跡内

01o
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からは埋甕炉、竃 ともに検出されなかった。

遺物は住居跡西側の床面上か らまとまって出土 した。 また、住居跡西壁側上面か ら中央部床

面にかけて、流れ込んだような状態で、多量の上器が出上 している。住居廃絶後 に土器の投棄

が行われたことが想定 される。

〔出土遺物〕 (第 20、 22図 )

土師器の甕、壺、甑、高杯、杯蓋、杯身、須恵器の杯蓋、杯身が出土 している。

HO～ 122は 甕である。 HO、 111は 胴のやや張る甕で、Hoは 最大径 を口縁部にもつ。112

は口縁部がやや立ち気味で長 く外傾する。113～ H8は 口縁部が短 く外反する長胴の甕である。

123は 壺で、九 く張った胴部から直線的に立ち上が り、端部で外反する口縁部をもつ。 129～ 131

は土師器の杯蓋で、129、 131は 天丼部 と口縁部の境に明瞭な稜 をもつ。132は土師器の郭身で、

立ち上が り部は中ほどで屈曲 して、長 く上方にのびている。

135～ 137は 須恵器の郭蓋で、135は 天丼部 と口縁部の境に沈線を廻 らし、日縁部内面に段 を

有 している。また、天丼部にはヘラ記号が見 られる。137は 口縁部に細かな刻 目を施 している。

138は 須恵器の杯身で、立ち上が りは段 をもって内傾 している。

110、 111、 119、  121、 125、 128、  130、 135は 床面か ら、l13、 114、 116、  120、 123、

124、 129、 133、 134は 床面 よりやや浮いて、 122、 126、 139は 埋土上層 より出上 し、それ

以外 は南西隅及び西側か らの流れ込んだ状態での出土である。

13号 竪穴住居 (第 21図 )

東壁長 6.7m、 北壁長 5。 3mの 長方形プランを呈 し、壁高 85cmを 測る。住居跡南東側で 1号

周溝状遺構 を切 り、西側は 14号竪穴住居に切 られている。床面は貼床 を施 してお り、中央に埋

甕炉が 2基並んで検出された。埋甕炉同士の切 りあいは明確にすることができなかったが、西側

の埋甕のほうが破損の度合が小 さい。

主柱穴は4本で、柱穴間を線で結ぶと南北に長い長方形 となる。各柱穴の床面からの深 さはPl

が 42cm、 P2が 60cm、 P3が 48cm、 P4が 44cmを 測る。

遺物は埋奏炉周辺及び、北西隅、南西隅付近の床面上か ら害Jと まとまって出上 している。ま

た、住居跡上面か らも、多量の上器が出土 した。

〔出土遺物〕 (第 22図 )

土師器の甕、杯蓋、須恵器の杯蓋、杯身、麺等が出上 している。 140、 141は 埋甕炉に用いら

れていた甕である。144は 上面か らの出土である。

14号竪穴住居 (第 21図 )

南北 4.7m、 東西 4.5mの ほぼ正方形のプランを呈 し、壁高 50cmを 測る。東側で 13号竪穴住

居、 1号周溝状遺構 を切る。竃が北壁中央 に付設 され、床面か らは深 さ 20～ 25cmの ピッ トが

2基検出されたが、位置的に主柱穴 とすることは難 しい。

遺物は少な く、まとまって出土 した ものは竃東側の甑 ぐらいである。 また、住居跡のほぼ中
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央か ら径 25cm程の軽石が出上 した。

竃 (第 21図 )

住居跡北壁中央に付設 され、竃の構造は不整円形に浅 く掘 り込んだもので、長さ85cmの 煙道

が屋外 に伸びている。煙道は トンネル状 に掘 り込 まれてお り、底面はほぼ水平である。煙出 し

部は径 50cmの 円形 を呈する。

竃内か らは土器小片、こぶ し程の軽石が出上 したのみである。

〔出土遺物〕 (第 22図 )

土師器の甕、甑、椀、須恵器の杯身、高杯等が出上 している。145は 牛角把手を有する甑で、

底部付近に径 6 mmの 穿孔が施 してある。148は 上面からの出土である。

15号竪穴住居 (第 25図 )    .
北東―南西 6.4m、 北西―南東 5。 9mの 方形 を呈 し、壁高 45cmを 測る。住居跡は複数の溝状

遺構及び、撹乱坑 により切 られ、床面の遺存状況はよくないが、南東側か ら検出されたピッ ト

(深 さ25cm)は 主柱穴 4本 のうちの 1本 と考えられる。

住居跡中央部か ら東側 にかけて、多量の上器が床面及び床面 よりやや浮いた位置で出上 して

いる。

〔出土遺物〕 (第 23、 24図 )

土師器の甕、壷、甑、高杯、椀、杯蓋、杯身、須恵器の杯蓋、杯身等が出上 した。

149、 151、 152は 口縁部が外上方に立ち上が り、 150、 153、 154、 156は 口縁部が外反す

る。155は 口縁部 と胴部の境が不明瞭である。165は小型の甕で、口縁部は上方にのびる。156

は最大径 を口縁部にもつ。168は 土師器の杯蓋で、天丼都 と口縁部の境に明瞭な稜 をもつ。170、

171は 須恵器の杯蓋で、170は 口縁部に刻 目が施されてお り、天丼部にはヘラ記号が見 られる。

172～ 176は 須恵器の杯身で、いずれも立ち上が りが短 く内傾 し、なかで も175は 短い。 172、

175は 底部にヘラ記号が見 られる。

151～ 153、 158、 165、 167は 埋土上層か ら、それ以外は床面ない し床面か らやや浮いての

出土である。

16号 竪穴住居 (第 26図 )

東壁長 5.2m、 南壁長 5。 lm、 西壁長 5,Omの ほぼ正方形のプランで、壁高 45cmを 測る。A29

～32号溝状遺構 に切 られている。

住居跡中央 に埋甕炉、南東隅より竃が検出され、南西隅付近の床面か らは白色粘土が検出さ

れた。埋甕炉は掘 り込みをもたず、貼床 を施す際に、同時に埋め込 まれたもの と思われる。

主柱穴は 6本 で、柱穴間を線で結ぶ と、住居跡主軸から、やや西に振れる東西に長い長方形 と

なる。各柱穴の床面からの深 さはPlが 65cm、 P2が 22cm、 P3が 33cm、 P4が 34cm、 P5が

37cm、 P6が 42cmを 沢Jる 。

遺物は竃西側の床面か ら、まとまって出上 している。
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竃 (第 26図 )

16号住居南東隅に付設されてお り、焚回は北を向 く。焚口幅 20cm、 奥行 き55cmを 測 り、袖

部は黄褐色土を盛って構築されている。床面から高郭の脚部が、右袖都西側から甕が 2個体出土

した。

〔出土遺物〕 (第 27図 )

土師器の甕、高杯、鉢等が出土 した。

177～ 179は 甕で、いずれも長胴である。 177、 178は ともに口縁部が短 く外反する。179は

埋甕炉 に用い られた甕である。183は 大型の鉢で、突出 した底部で、体部 と口縁部の境 に不明

瞭な稜 をもつ。184、 185は 高杯で、184は 口縁部 と受部の境に明瞭な稜をもち、脚部は裾が広

が らず収束する。

遺物はすべて床面からの出土である。185は 竃前面、184を 除 く他の土器は、竃の西側から出土

した。

17号竪穴住居 (第 26図 )

南壁長4.7m、 西壁長 4.7mの 正方形プランで壁高 30cmを 測る。16号竪穴住居西狽1に 位置 し、

A15、 17、 34、 47号溝状遺構、60号 竪穴住居 に切 られている。住居跡中央やや東寄 りから埋

甕炉が検出された。埋甕炉は径 40cm、 深さ24cmの 2段 になった掘 り込み内に甕を安置 していた。

床面か らピットが多数検出されたが、主柱穴は Pl～ 4の 4本 と見なした。柱穴間を線で結ぶ

と台形を呈する。各柱穴の深 さはPlが 74cm、 P2が 51cm、 P3が 38cm、 P4が 60cmを 測る。

遺物は床面及び埋土中ともに少量出土 しただけであった。

〔出土遺物〕 (第 27図 )

土師器の甕が出上 した。186は 埋甕に使用 された長胴の甕である。 187、 188も 甕で、南壁際

の床面 より出上 している。

60号 竪穴住居 (第 26図 )

東西 2,7m、 南北 4.Omの 長方形プランを呈 し、壁高 45cmを 測る。17号竪穴住居 と重複 して

お り、床面か らピットが 3基検出されたが、主柱穴 といえるものではない。

遺物は東壁際 (南 寄 り)か ら、まとまりをもって出土 しているが、全体 としては少量である。

〔出土遺物〕 (第 42図 )

土師器の甕、椀が出上 している。454、 455は 椀で、454は 九底 を呈 し、半球状である。455

は平底 を呈 し、体部は直立気味 に立ち上が り、口縁部は短 く外反する。

18号 竪穴住居 (第 28図 )

東西 6.3m、 南北 5.2m以 上、壁高 45cmを 測る。南側が 19号 竪穴住居 に切 られる。北壁やや

東寄 りに竃 を付設 してお り、住居跡床面ほぼ中央か ら埋甕炉が検出された。

床面には厚 さ 15cm程 の貼床が施 してあ り、貼床面を掘 り下げたところ、ピットが検出され、

0
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土器片 も出土 した。

主柱穴は4本 で、うち3本 を検出 した。柱穴間を線で結ぶ と、ほぼ正方形を呈するものと思わ

れる。各柱穴の床面か らの深 さは Plが 30cm、 P2が 35cm、 P4が 44cmを 測る。

遺物は竃西側か ら、まとまって出上 している。貼床上か ら出上 した土器が多い。

竃 (第 31図 )

住居跡北壁やや東寄 りに付設 し、焚回は南 を向 く。煙道をもつ タイプの竃で、焚口幅 30cm、

奥行 き84cm、 左袖の高さ 14cmを 測る。煙道は トンネル式で、竃床面 より15cmの 段差 をもっ

て、住居壁に掘 り込 まれてお り、長 さ1.2m、 煙出 しは径 20cmの 円形を呈する。煙道の底面は

煙出 しに向けて、わずかに登 り、中ほどか ら、徐 々に下降 している。

竃内か らは土器が中央にまとまって出土 している。

〔出土遺物〕 (第 29図 )

土師器の甕、甑、高杯、鉢、椀等が出土 した。

189は 埋甕炉に用いられていた長胴の甕である。193は 牛角把手付 きの甑である。195は 鉢

で竃 より出土 した。 191、 192、 196が埋土中から出上 した以外は、床面からの出上である。

19号 竪穴住居  (第 28図 )

南壁長 4.8m以上 、西壁長 3.2m以上、壁高 40cmを 測 り、北側 で 18号 竪穴住居 を切 つてい る。

柱穴 は検 出 されなか った。遺物 は床面 、埋土 中 ともに土師器 の小片が少量 出上 したのみであ る。

〔出土遺物〕 (第 29図 )

土師器の甕、杯等が出土した。197、 198は 杯で、ともに南壁際の床面より出土している。

20号 竪穴住居 (第 30図 )

南壁長 5.5m、 西壁長 5。 4mの ほぼ正方形のプランを呈 し、壁高 40cmを 測る。住居跡北壁中

央に竃 を付設 し、床面中央南寄 りか ら埋甕炉が検出された。埋甕の遺存状態はよくない。

床面か らはピットが幾つか検出されたが、柱配列は判然 としない。床面出上の上器はごく少

量で、大半は若千床面 より浮いた状態で出土 した。

竃 (第 31図 )

住居跡北壁中央に付設され、焚口を南に向ける。焚口幅 30cm、 奥行 き83cm、 左袖の高さ20cm

を測る。袖部は黄褐色土を盛って、構築されてお り、竃内に 2基 、竃前面に 1基掘 り込みが検出

された。

竃内か らは割 とまとまって土器が出上 してお り、火床部中央左右か らは高 lTxが 並んで出上 し

た。支脚への転用か、竃廃棄による祭祀跡 と考えられる。なお、竃前面のピッ トか らは軽石が

検出されている。

〔出土遺物〕 (第 32図 )

土師器の甕、壺、高杯、杯、椀等が出土 した。

199、 200は 埋甕炉に用いられた甕である。202は 壷で、口縁部はほぼ直立する。203、 204

む 10

-38-



, 
 1
9号

竪
穴
住
居

▼ ）
螂

上

― ― ∞ Φ Ｉ Ｉ

◎

◎

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2m

第
28
図
 1
8・

19
号

竪
穴
住

居
実

測
図

(1
/6
0)



190

号竪穴住居出上遺物 (1/3)

-40-

0                   10cm

一一葦

9雷 29層コ  1 8 ・ 1 9





は高杯の脚部で、203は 204に 比べ、裾がのびている。205は椀で、底部は平底 を呈 し、木葉

底である。207は 杯で、口縁部 と底部の境 に稜 をもっている。

203、 204は 竃か ら、201、 202、 206は 埋土中か らの出土で、それ以外 は床面出土である。

21号 竪穴住居 (第 30図 )

西壁長 3.lm、 南壁長 2.Om以 上、壁高 25cm

面か ら柱穴は検出されなかった。遺物は少な く

〔出土遺物〕 (第 32図 )

土師器の甕、椀、須恵器の甕、壷などが出土 した。209は 床面からの出上で、210、 2111ま 床

面より、やや浮いて出上 した。

o 22号竪穴住居 (第 33図 )

北壁長 4.5m以 上、東壁長 4.Om以上の方形プランで、壁高 35cmを 測る。北側中央やや東寄

りに、竃を付設 してお り、住居跡のほぼ中央から埋甕炉が検出された。埋甕炉は径 48× 58cm、

深 さ20cmの 掘 り込み内に甕 を安置 している。

主柱穴は4本だが、3本 しか検出できなかった。柱穴間を線で結ぶ と、ほぼ正方形になるもの

と思われる。各柱穴の床面か らの深 さは Plが 50cm、 P2が 48cm、 P4が 75cmを 測る。

遺物は竃の周囲及び、P4周 辺 より、まとまって出上 している。

竃 (第 33図 )

北壁中央やや東寄 りに付設 してお り、焚回は南 を向 く。焚口幅 55cm、 奥行 き80cm、 右袖の

高さ 15cmを 測る。袖部は責褐色上を盛って、構築されてお り、竃内部の左袖側から高杯、甕の

底部が出上 した。

〔出土遺物〕 (第 34図 )

0  土師器の甕、壺、高杯、杯、須恵器の短顎壷等が出土 した。

212は埋甕炉に用いられていた甕で、213、 214は 長胴で、口縁部が短 く外反する甕である。

216は 壺で、胴部は九 く張ってお り、口縁部は立ち気味で、端部が外反する。217、 218は 高杯

で、217は 口縁部 と受部の境 に明瞭な稜 をもつ。220は 須恵器の短顎壺で、口縁都は短 く直立

し、肩が張っている。

214、 218が竃内より、219が埋土中か らの出上で、他は床面からの出上である。217は 竃内

及び、竃前面か ら、215、 220は 竃の西側か ら出土 した。

23号 竪穴住居 (第 33図 )

東壁長 5。 3m以 上、北壁長 4.4m以 上、壁高 35cmを 測る。床面 よリピットが多数検出された

が、柱配列は判然 としない。遺物は床面及び埋土内より上師器片が少量出上 しているが、いず

れも細片で図示 に耐えない。

を沢1る 。東側で 20号竪穴住居 を切つている。

、大半は床面 より浮いた状態で出上 した。

床
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24号 竪穴住居 (第 30図 )

西壁長 6.3m、 南壁長 3.lm以 上、壁高 55cmを 測る。住居跡の東側半分は調査区外にかか り、

西側で 25号 竪穴住居 と重複する。床面は貼床 を施 してお り、ピッ トは検出されたが、主柱穴 と

は言えない。南壁側のみ幅約 10cmの 壁溝が検出された。住居跡北西隅及び南西側床面及び埋土

中か ら、ややまとまって土器が出土 した。

〔出土遺物〕 (第 35図 )

土師器の甕、重、椀、須恵器の杯蓋が出土 している。

221～ 223は 長胴の甕で、粘上の継 目を顕者に残 している。225は 壼で、頸部に絡縄突帯 を廻

らしている。

いずれ も床面ない し、床面か ら僅かに浮いての出上である。

25号 竪穴住居 (第 30図 )

東西 4.6m以 上、壁高 30cmを 測る。東側で 24号竪穴住居、西側で 26号竪穴住居 と重複する。

切 りあい関係はともに明 らかにできなかった。床面からはピッ トが 3基検出されたが、主柱穴 と

は言い難い。住居跡のかな り南東に寄っていると思われる位置 より、埋甕炉が検出された。

〔出土遺物〕 (第 35図 )

土師器の甕、壷等が出上 した。228は 埋甕炉 に用い られた甕である。

26号 竪穴住居 (第 30図 )

南北 6。 5m以上、東西 7.9mの 長方形プランを呈 し、壁高 35cmを 測る。北壁は大35号溝状遺

構 に切 られ、東側で 25号 竪穴住居、北西側で 27号 竪穴住居 と重複 している。前後関係は 27号

住居 に先行 し、25号住居 との関係は明確 にで きなかった。

住居跡中央やや南寄 りから埋甕炉が、それより約 1.5m北東に焼土面がみられる。また、床面

からはピットが多数検出されてお り、柱穴は3本 しか検出できなかったが、主柱穴 4本 の住居で

ある。柱穴間を線で結ぶ と東西 に長い長方形になると思われる。各柱穴の床面か らの深 さは Pl

が 42cm、 P2が 72cm、 P3が 51cmを 浪↓る。

床面出上の遺物は少量であるが、住居跡埋土中か らはまとまった量の土器が出上 した。

〔出土遺物〕 (第 35図 )

土師器の甕、高杯、杯蓋、須恵器の杯蓋、lTh身 等が出土 した。

231は 埋甕炉 に用いられた甕である。232は 口縁都 と胴部の境が不明瞭な甕で、ごく浅い沈

線が 1条廻つている。234は 土師器の杯蓋で、天丼部 と口縁部の境に明瞭な稜 をもつ。236は 須

恵器の杯身で、立ち上が りの高 さは 0,6cmし かな く、短 く内傾 している。底部にヘラ記号が見

られる。

232、 235、 236は 埋土中か らの出上で、その他は床面出土である。

27号 竪穴住居 (第 30図 )

0
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北壁長 4。 2m以上、東壁長 2.Om以 上、壁高 35cmを 測る。東側で 26号竪穴住居、西側で 19、

20号 竪穴住居 と重複する。切 りあい関係は、26号 竪穴住居 より後出するが、 19、 20号 竪穴住

居 との前後関係は明確 1こ で きなかった。

住居跡ほぼ中央か ら埋甕炉が、北壁中央から竃が検出された。主柱穴は 4本が想定 されるが、

2本 しか検出で きなかった。各柱穴の床面か らの深 さは Plが 56cm、 P4が 51cmを 測る。

遺物は少量であったが、竃周辺か らは、ややまとまって出土 した。

竃 (第 31図 )

住居跡北壁中央に付設 してお り、焚口は南 を向 く。奥行 き76cm、 右袖の高 さ 19cmを 測 り、

袖部は責掲色土 を盛 っている。奥壁側は溝状遺構 に切 られ、残存 しない。天丼部は残ってない

が、 トンネル式の煙道が取 り付 く。煙道は竃床面から18cm上 の奥壁 を掘 り込み、長さ80cmを

測る。煙出 しは径 22cmの 円形を呈 し、煙道底面は煙出 しに向けて、僅かに登っている。

竃中央 より、土器片が積み重なって出土 している。

〔出土遺物〕 (第 36図 )

土師器の甕、高杯、椀、須恵器の杯蓋が出土 している。

237は 埋甕炉に用いられた奏である。239、 240は 高不で、239は 口縁部に段 をもたず、直線

的に外傾する。

239が竃内か ら、238が埋土中か らの出上で、その他は床面出上である。

28号 竪穴住居 (第 37図 )

南北 5。 6m、 東西 4.8m以上、壁高 45cmを 測る。 1、 2号 周溝状遺構 と切 りあい、A17、 19

号溝状遺構 に切 られる。北東側で、62号 竪穴住居 と重複するが、前後関係は明確 にすることが

で きなかった。北壁やや東 に寄って、甕が付設 されている。

主柱穴は4本 と推定 され、そのうち、北側の 2本 を検出 した。床面からの深さはPlが 26cm、

P4が 52cmを 測る。

遺物は土器が少量出土 したのみであるが、南壁際中央にややまとまって出土 した。

竃 (第 31図 )

住居跡北壁やや東寄 りに付設 してお り、焚口は南に向 く。奥行 き95cm、 左袖の高 さ 12cmを

測 り、袖部は黄褐色土 を盛って、構築される。奥壁側に長さ18cmと 15cmの 多角柱 に加工 され

た軽石製支脚が横倒 しになった状態で出土 した。竃内か らは支脚のほかに土器片が数点出土 し

ている。

〔出土遺物〕 (第 36図 )

土師器の甕、壺、鉢等が出土 している。244は 大型の鉢である。242、 244は 床面か ら、243

は住居跡埋土中より出土 した。

62号 竪穴住居 (第 37図 )

東西 3.2m、 南北 2.9mの 方形プランを呈 し、壁高 35cmを 測る。南西側は28号 竪穴住居 と重

一- 50-
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複する。切 りあい関係は明確 にすることができなかったが、本住居跡が先行するものと思われる。

住居跡中央やや東寄 りから、径 28cmの 掘 り込みを有する埋甕炉が検出された。遺物は住居跡

北西側か ら、土師器片がややまとまって出上 しているが、全体的に量は少ない。

床面か ら柱穴は検出されてお らず、当初 より掘 られていない ものと思われる。

〔出土遺物〕 (第 36図 )

土師器の甕が出土 している。245は 埋甕炉 に用いられた甕である。

29号 竪穴住居 (第 38図 )

東壁長 4.lm、 北壁長 3.Omの 隅九長方形プランを呈 し、壁高 50cmを 測る。30号 竪穴住居 と

ほぼ重複 してお り、切 りあい関係 より、30号住居 に後出する。

住居 に伴 う柱穴は検出されず、床面出上の上器 も少量であった。

30号 竪穴住居 (第 38図 )

東西 5。 2m以上、南北 5.8m、 壁高 65cmを 測る。北西側が 29号竪穴住居に切 られ、東側は32

号竪穴住居 と切 りあい、更に東は調査区外 にかかる。

主柱穴は4本で、柱穴間を線で結ぶ と南北にやや長い長方形を呈する。各柱穴の深 さはPlが

52cm、 P2が 64cm、 P3が 66cm、 P4が 62cmを 測る。

遺物は住居跡南西部 を中心に、かな りの量の上器が密集 して出土 している。遺物の大半は床

面 より、やや浮いた状態で出上 してお り、出土 レベルもほぼ一定である。また、破片化が甚だ

しく、住居廃絶後、それほど時をおかず して、土器が一括投棄 されたもの と思われる。

〔出土遺物〕 (第 39、 40図 )

土 師器 の甕、壺 、甑 、鉢、椀 、高郭、杯蓋 、須恵器 の甕、郭蓋、杯 身等が出上 している。

247～ 252は 奏で、いずれ も長胴気味で、日縁部 は外反す る。 なかで も247、 251は 口縁 の外

反度が強い。260～ 262は 壺で、立 ち気味の口縁部 をもち、胴の張 りは大 きい。261は 頸部 に絡

縄突帯 を廻 らしてお り、刻 目は縦位 に刻 まれている。263～ 266は 甑 で、263は 最大径 を回縁部

に もつが、その他 は胴上半分 に もつ。267は 突 出 した底部か ら大 きく開 く口縁部 を もつ鉢 であ

る。272は 土師器のイ蓋で、天丼部 と口縁部の境 に明瞭な稜 をもつ。274は 須恵器の杯 身で、立

ち上が りは短 く内傾す る。

遺物 は大半 は、床面か ら 10～ 25cm浮 いて出土 している。256、 258、 260、 26と 、270は そ

れ らよ り、やや高 い位置 か ら出上 した。

31号竪穴住居  (第 38図 )

北壁 1,2m以 上、西壁 3.5m、 壁高 50cmを 測 り、住居跡東側 は調査 区外 にかか る。柱 穴 は未

検 出で、中央やや南西 に寄 って、埋甕炉が検 出 された。埋甕炉 は径 32cm、 深 さ 16cmの 掘 り込

み をもつ。埋甕 は底部が欠損 してお り、底部 は埋甕炉の西約 50cmの 床面か ら、やや浮いた位置

よ り出上 した。 また、埋甕炉 内か らは別個体 の甕 の底部 (277)が出土 してい る。
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遺物は少量 しか出上 しなかったが、住居跡南西隅付近の床面から若干、浮いた状態で径 30cm

と20cmの 軽石が検出されている。

〔出土遺物〕 (第 40図 )

土師器の甕等が出上 した。275は 埋甕炉に用いられていた奏である。長胴で、口縁部は短 く

外反する。

32号 竪穴住居 (第 38図 )

西壁長 4.6m以 上、南壁長 0.7m以上、壁高 75cmを 測る。西側で 30号 竪穴住居 と重複する

が、切 りあい関係は明確 にすることがで きなかった。

南西隅か ら不整方形の掘 り込みが検出されたが、確実に住居 に伴 うもの とは言えない。遺物

はご く僅か出上 したのみである。埋土中より、須恵器の郭蓋 (278)が出土 している。

58号 竪穴住居 (第 41図 )

北壁長 2.3m、 東壁長 3.Omの 長方形プランで、壁高 15cmを 測る。住居跡中央南側に径 40cm

ほどの焼土面が検出され、その周辺か ら土師器、軽石が集中して出上 している。

柱穴は検出されなかった。当初 より存在 しなかった可能性 もある。

59号 竪穴住居 (第 41図 )

長軸長 4.2m、 短軸長 2.4mの 長方形プランを呈 し、

坑が 1基ずつ検出された。また、中央北寄 りのピット

検出されてお り、埋甕炉の痕跡の可能性がある。

遺物は中央西寄 りから、まばらに出上 しているが、いずれも小片で、床面 より、やや浮いた

状態での出土である。本住居跡 も柱穴は存在 しなかったものと思われる。

() 〔出土遺物〕 (第 42図 )

土師器の甕、須恵器の郭身が出土 している。452は 須恵器の杯身で、やや扁平である。

61号 竪穴住居 (第 41図 )

北壁長 3.8m以上、西壁長 3,Om、 東壁長 2.lmの 台形プランを呈 し、壁高 20cmを 測る。住

居跡は側溝及び、撹乱坑に切 られ、北側で 1号土坑 と重複する。前後関係は、切 りあい状況から、

土坑の方が先行する。

床面から、径 25～ 30cm、 深 さ20～ 10cmの ピッ トが 2基検出されたが、その位置 より、主

柱穴 とするには難 しい。遺物は床面 より浮いた状態で、土師器の小片が、僅かに出土 したのみ

である。

第 2節  竪穴の調査

壁高 30cmを 測る。 ピット及び、浅い土

(深 さ25cm)か らは焼土及び、土器片が
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1号竪穴 (第 4図 )

A区 より検出され、東側は調査区外 にかかる。西壁長 2.lm、 南壁長 0.8m以 上、壁高 15cmを

測る。遺物は土器片が僅かに出上 したのみである。

第 3節  土坑の調査

l号土坑 (第 41図 )

A区 西側で検出され、61号 竪穴住居 と重複する。西側 を側溝で切 られてお り、全体形ははっ

きりしないが、長軸 1.lm以 上、短軸 1.2mの 楕円形を呈する ものと思われる。深 さ45cmを 測

り、底面は中心 に向かって、徐々に深 くなる。

土坑内からは土器片がまとまって出上 した。土器は底面 より、やや浮いているものが多い。貯

蔵穴 と思われる。

〔出土遺物〕 (第 42図 )

土師器の甕、高杯が出土 している。

2号土坑 (第 4図 )

A区東側で検出され、径 1.3m、 深 さ90cmを 測る。遺物は埋土中より上師器小片が数点出土

したのみである。

3号土坑 (第 4図 )

A区東側、5号竪穴住居の東 4mに 位置 してお り、径 1,2mの 円形 を呈 し、深 さ 1,lmを 測る。

遺物は埋土中から土師器小片が僅かに出上 したに過ぎない。東隣の4号土坑 と幅 40cm、 深さ25cm
の小溝で上部が連結 している。

4号土坑 (第 4図 )

3号土坑の東側に80cmの 間隔をあけて並ぶ。径 95cmの 円形を呈 し、深 さ90cmを 測る。遺

物は埋土中より上師器小片が数点出上 したのみである。

5号土坑 (第 4図 )

A区南西隅で検出され、南北径 1.6m以上、深さ60cmを 測る。土坑内からは土師器の甕 (465)、

須恵器の甕、蓋杯片が出土 している。

第 4節  周溝状遺構の調査

1号周溝状遺構 (第 4図 )

A区 中央部 より検出|れ、 13、 28号 竪穴住居 に切 られ、2号 周溝状遺構 と重複する。周溝外

|
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径 は 6.Om、 内径 は 4.Omの 円形 プランを呈 し、周溝幅 は 90～ HOcm、 検 出面か らの深 さ 40～

65cmを 測 る。

床面 よ り、やや浮いた位置 よ り壷 の底部 (468)が 出土 してい る。

2号周溝状遺構 (第 48図 )

1号周溝状遺構の南東側で検出され、28号竪穴住居 と切 りあつている。周溝外径は南北 5.8m、

東西 5.4m(推定 )、 内径が 5.Om× 4.5mの 隅九方形のプランを呈 し、周溝幅 40～ 60cmで 、検

出面からの深 さは 20cmを 測る。

周溝内からは土師器、須恵器甕の小片が出上 した。

第 5節  溝状遺構の調査

A3号 溝状遺構 (第 4図 )

A区北側 を東西に延びてお り、幅 60～ H Ocm、 深さ50cmを 測る。断面は台形を呈 し、埋土

中より、須恵器の甕、土師器片、軽石等が出上 している。

A15号 溝状遺構 (第 4図 )

A区 を北東から南西へ縦断 している。幅 60～ 90cm、 深 さ35cmを 測る。溝の埋土か ら土師

器小皿が 2点 出上 している。

〔出土遺物〕 (第 43図 )

482、 483は 土師器の小皿である。ほぼ同じ大 きさで、ともに糸切 り底である。

A16号 溝状遺構 (第 4図 )

()  A区 東側を北か ら南に縦断 し、途中より90° 東に向 きを変える。幅 80cm、 深 さ100cmを 測

り、溝埋土中か ら佐土原人形が出上 した。 (図 版 10)

△26号溝状遺構 (第 4図 )

A区北側で検出され、北西―南東方向に延びている。幅 50～ 80cm、 深 さ20～ 40cmを 測 り、

断面は U字 形 を呈する。遺物は埋土中層 より、部分的にまとまって出土 した。

〔出土遺物〕 (第 43図 )

土師器の奏、甑、須恵器の杯身等が出土 している。484は 九底の奏で、頚部はほとんど括れ

ず、口縁部は短 く外反する。

A27号 溝状遺構 (第 4図 )

A区 中央西側で、一部を検出 した。南北方向に延び、幅 70cm、 深 さ 10cmを 測る。溝埋土か

ら、土師器の鉢 (490)が 出土 している。平底の底部か ら、外部はやや内彎気味に立ち上が り、

-61-
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口縁部は短 く外反する。

A28号 溝状遺構 (第 4図 )

A区 中央東側で、一部を検出し、幅 100cm、 深 さ30cmを 測る。東西方向に延び、30号 竪穴

住居 と切 りあう。溝埋土中か ら、土師器の甕、高杯、椀が出上 している。

A29号 溝状遺構 (第 4図 )

A区 ほぼ中央をやや北に湾曲 しなが ら東西に縦断 し、調査区西端で 15号竪穴住居、東側で 16

号竪穴住居 と切 りあう。幅 50～ 100cm、 深さ25～ 70cmを 測 り、溝底は西側 に向かうにしたが

つて、深 くなる。断面形は U字形か ら逆台形 を呈する。

遺物は一部床面出上の もの もあるが、ほとんどは埋土中か らである。

〔出土遺物〕 (第 43図 )

土師器の甕、甑、須恵器の杯身、杯蓋、甕が出上 した。495は 甑の牛角把手である。497は

須恵器の杯蓋で、天丼部か ら口縁部にかけて、九 くなだらかなカーブを描 く。498は 須恵器の

杯身で、立ち上が りは短 く、内傾する。

494が床面 より、495～ 498は 床面 よりやや浮いた位置で出土 している。

A32号 溝状遺構 (第 4図 )

A29号 溝状遺構の南側 を東西に縦断 し、調査区西端で 15号竪穴住居、東側で 16号 竪穴住居

と切 りあう。幅 80～ 120cm、 深 さ20～ 30cmを 測 り、断面はU字形を呈する。埋上下層 より、

土師器片、須恵器の杯蓋 (502)、 甕 (501)が、埋土上層 より、布痕土器 (500)が出土 して

いる。

A34号 溝状遺構 (第 4図 )

A32号溝状遺構 の南側 で検 出 され、A32号溝 とほぼ平行 に東西 に延 びる。幅 50～ 90cm、 深

さ 20～ 30cmを 測 り、断面 は U字 形 を呈す る。

溝底部 よ り、須恵器 の甕が、埋土 中か ら、土 師器甕、須恵器杯蓋等が出土 してい る。

A36号 溝状遺構 (第 4図 )

A区 南側で検 出 され、20、 24～ 27号竪穴住居 を東西 に切 っている。幅 60～ 80cm、 深 さ40cm

を測 り、西側 を中心 に溝埋土 中か ら、土 師器片が 出上 してい る。

A41号 溝状遺構 (第 4図 )

A区南側東端で一部が検出され、幅 40cm、 深さ20cmを 測る。8世紀前葉の須恵器の杯 (503)

が出上 している。口径 12,7cm、 器高 4.6cmを 測 り、低い高台を伴い、口縁部は逆「ハ」の字

状に広がる。
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A45号 溝状遺構 (第 4図 )

A区 ほぼ中央を東西に延びている。幅 60cm、 深 さ45～ 60cmを 測 り、溝底 は東側に低 くな

る。遺物は東側か ら、ややまとまって出上 している。

〔出土遺物〕 (第 74図 )

505は 須恵器のイ蓋で、口縁部に明瞭な段をもち、天丼部と口縁部との境に、浅い沈線を1条

巡らす。底面から、やや浮いての出上である。

A49号溝状遺構 (第 4図 )

A区 中央部付近で一部 を検出 した。幅 110cm、 深 さ50cmを 測 り、断面形は台形 を呈する。

遺物は底面及び、底面 より、やや浮いた位置か ら、まとまりをもって出土 した。

上師器の甕、高杯、須恵器の杯蓋、杯身、軽石等が出上 している。

〔出土遺物〕 (第 74図 )

508は 土師器の高杯で、口縁部 と受部の境 に弱い稜 をもち、脚部は「ハ」の字状 に開き、裾

端部は外反 し、先端 は丸 くおさめる。510は 須恵器の杯蓋で、天丼部か ら口縁部にかけて、九

くなだらかなカーブを描いている。511、 512は 須恵器の杯身で、立ち上が りは短 く内傾する。

第 6節  近世墓の調査

1号 墓 (第 4図 )

A区南端で検出された。南北 1.7m、 東西 1.5mの 方形を呈 し、深 さ80cmを 測る。墓壊内か

らは銅銭 13枚、歯が出土 してお り、銅銭 13枚 のうち 5枚 は寛永通宝であることが確認できた。

2号 墓 (第 4図 )

A区 南端 で検 出 された。南北 2.4m、 東西 1.4mの 長方形 を呈 し、深 さ 80cmを 測 る。遺物 の

出土 はなか った。
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第Ⅲ章  C区 の調査

第 1節  竪穴住居の調査

33号 竪穴住居 (第 45図 )

南壁長 1.2m以 上、東壁長 5.2m、 壁高 50cmを 測る。住居跡内からは幾つかのピットが検出

されたが、主柱穴 といえるものではない。遺物は住居跡北側 を中心に出土 してお り、北東側で

検出された径 55cm、 深 さ6cmの 浅い土坑内か ら、土器片が数十点 まとまって出上 した。

〔出土遺物〕 (第 47図 )

土師器の甕、壺、須恵器の杯蓋、杯身、甕、斯が出土 している。2811よ 須恵器の甕で、住居

跡内の上坑 より出上 した。口縁部外面にヘラ記号がみ られる。その他の土器は床面出上である。

282は 須恵器の杯身で、立ち上が りの高 さは 1.Ocmで 、短 く内傾する。

34号 竪穴住居 (第 45図 )

東西 4.3m以上、南北 5.lm、 壁高 55cmを 測る。西側は調査区外 にかか り、東側は 3号周溝

状遺構 に切 られる。住居跡中央か ら埋甕炉が検出された。埋甕炉は掘 り込みを有する。

主柱穴は4本 で、うち 3本が検出された。柱穴間を線で結ぶ とほぼ正方形を呈するもの と思わ

れる。各柱穴の床面か らの深 さは Plが 60cm、 P2が 63cm、 P4が 57cmを 測る。

遺物は住居跡南東側の床面か ら、やや まとまって出上 している。

〔出土遺物〕 (第 47図 )

上師器の甕、甑等が出上 した。284は 埋甕炉に用いられていた甕である。285、 286と もに床

面か らの出土である。

35号 竪穴住居 (第 46図 )

北壁長 4.7m、 西壁長 1.8m以 上、壁高 45cmを 測る。南側の大半は調査区外 にかか り、北西

側は 3号周溝状遺構を切っている。北壁やや東に偏って、竃を付設 してお り、北東隅から焼土面

が検出された。

住居跡北西側から径 20cm、 深 さ31cmの ピットが 1基検出されてお り、主柱穴 4本 の内の 1

本であると想定 される。

遺物は竃内及び周辺か らまとまって出上 している。

竃 (第 46図 )

住居跡北壁やや東 よりに付設 されてお り、焚口を南 に向ける。住居壁の一部 を若干掘 り込ん

でお り、焚口幅 35cm、 奥行 き55cm、 左袖の残存高 22cmを 測る。袖部は黄褐色土、白色粘土

を盛 って構築 している。

遺物は竃内か ら、まとまって出上 してお り、右袖側 より、ほぼ完形の甕が、斜めに立った状

態で出上 している。 また、焚口前面 より、多角柱 に加工 された軽石製支脚が横 になった状態で
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検出された。

竃、遺物 ともに遺存状態は良好である。

〔出土遺物〕 (第 47図 )

土師器の甕等が出土 した。287～ 290は 甕で、いずれも口縁部は立ち気味で、短 く外反する。

288は平九底で、胴がやや張 り、丸いプロポーションである。288、 290、 291は竃内より、287、

289は 床面 より出土 した。

第 2節  土坑の調査

11号土坑 (第 44図 )

C区 中央東側 より検出され、C9号溝状遺構に切 られる。

呈 し、深 さ60cmを 測る。

第 3節  周溝状遺構の調査

長径 100cm、 短径 70cmの 楕 円形 を

3号 周溝状遺構 (第 48図 )

C区 南側 より検出された。南東側を35号 竪穴住居に、西側を34号竪穴住居に切 られる。周溝

外径 6.9m(東 西)× 5。 6m(南 北 )、 内径が 5。 6m× 4.5mの 隅九長方形のプランを呈 し、周溝

幅は 40～ 70cm、 検出面からの深 さ50～ 70cmを 測る。周溝断面は台形 を呈 し、底面は、ほぼ

フラッ トである。

周溝内か ら、弥生土器の甕、壼、高杯、軽石などが出土 した。遺物はすべて埋土中か ら出土

してお り、特 に東側 に集中する。

〔出土遺物〕 (第 49図 )

弥生土器の甕、重、高杯が出土 している。470～ 472は 「 く」の字に屈曲する口縁部 をもち、

平底ない しは、上げ底気味の底部か ら、緩いカーブを描 きなが ら立ち上が り、最大径が胴上部

にある甕である。いずれも、顎部直下に、断面三角形の突帯を 1条廻 らしてお り、471、 472は

刻 目を施 している。473は 甕の口縁部で、逆「L」 字形 を呈 し、断面台形の突帯 を 1条 廻 らして

いる。また、外面は丹塗 りが施 されている。

474は 大型の壷の胴部である。断面台形の高い突帯を3条廻 らしている。475は 長顎壺で、口

縁部は直口し、口縁部直下が、僅かに隆起 している。外面はほぼ全面に丹塗 りが施 してある。476

は短頸の広口壺で、口縁部滝 短 く、外反 し、胴部の張 りが強 く、底部は平底 を呈 している。 ま

た、外面のほぼ全面、口縁部内面の一部に丹塗 りが施 されている。477は 平底で、卵形の胴部

を呈 し、胴上半部 に最大径 をもつ壷である。口縁部 を欠 くが、大 きく開き、広口の壺 になると

思われる。479も 重で、頸部から肩部にかけて、7条 の低い三角突帯を廻 らし、また、浮文 も付

している。480は 鋤先口縁 を呈する高邦で、全面に丹塗 りされている。



~2号
周清状遺構

2・ 3号周溝状遺構実測図 (1/60)
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第 4節  溝状遺構の調査

Cl号溝状遺構 (第 44図 )

C区 北壁中央付近から南西方向に延び、調査区中央西端で 33号 竪穴住居に切 られている。幅

75cm、 深 さ75cmを 測 り、断面は台形状 を呈する。C2号溝状遺構 に切 られてお り、それ以前

の構築が推定 される。遺物はごく僅か しかなかったが、埋土下層から土師器の高杯が出土 した。

〔出土遺物〕 (第 75図 )

527は 土師器の高杯で、杯部は浅 く、口縁部は短 く外反する。脚部は直立 し、柱状 を呈 し、下

方で屈 曲して、裾部が広がる。口縁端部、裾端部は共に丸 くお さめている。   ~

C2号溝状遺構 (第 44図 )

C区 北壁中央付近から緩い円弧 を描いて、北西―南東方向に延びてお り、途中、Cl号溝状遺

構 を切っている。幅 60cm、 深 さ20cmを 測 り、断面は U字形を呈する。遺物は溝埋土中から、

1箇 所 に集中 して出上 した。

〔出土遺物〕 (第 75図 )

土師器の甕、鉢、高郭、須恵器の杯身、甕が出土 している。いずれも底面からやや浮いた状

態である。530は 器高の高い大型の鉢で、木葉底である。531は 高杯の杯部で、口縁部 と受部

の境に稜をもつ。532、 533は 高イの脚部で、いずれも短 く、「ハ」の字状に開く。534は 須恵

器の杯身で立ち上が りは短 く、内傾 している。

C4号溝状遺構  (第 44図 )

C区 北側 で検 出 され、東西方 向 に延 びてお り、西側 は Cl号溝状遺構 と切 りあ って途切 れる。

幅 70～ 90cm、 深 さ 30～ 45cmを 測 り、断面 は台形 を呈す る。上 師器の高杯 (535)が出上 し

ている。

C10号 溝状遺構 (第 44図 )

C区 南側を、北西―南東方向に延びてお り、約 19mに わたって検出 した。幅 70～ 150cm、 深

さは最深部で 75cmを 測 り、断面形は台形 を呈する。

遺物は溝の全面か ら、まとまって出上 しているが、いずれ も埋土上層からの出土である。

〔出土遺物〕 (第 75、 76図 )

土師器の甕、壷、鉢、椀、高ネ、 ミニチュア

した。536は 長胴の甕で、底部は小 さい。538

ち上がる。541、 542は 高杯の脚部で、短 く「ハ」

552は 須恵器の高杯で、立ち上が り部は短 く、

き、下方で屈曲し、端部付近で、段 をなしている。また、脚部に 2方 向に長方形の透か し窓を刻

んでいる。553～ 555は 須恵器の杯蓋である。553、 555は 天丼部か ら回縁部にかけて丸 くなだ

の鉢、椀、須恵器の杯蓋、杯身、高杯等が出土

は壼で、胴部は大 きく張 り、日縁部は上方に立

の字状に大 きく開 く。543は小型の高杯である。

内傾 している。脚部は低 く、「ハ」の字状 に開
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らかなカープを結予Ⅲているね554はやや
―
濡平!.で、

ゅずれも立ち上がりが、短く西領し、1端部は丸―く

第ol節 五世墓の調1査

想号墓 (第 44図〕

C区南刺で1検出さ|れ、3号周1溝棋遺籍を拉る。

り、1墓残白か|ら 鋼錢iが 5寝鶴土しており、うち

欝o飾 井戸め調査

口径は大きい。Sユa～ 539は森恵器●杯身で、

おきめて準り、口径は12t聾―審であ落ゃ

南■■・am～ 慕西9,9�―以上・、操さ″OCm

l旗世鴛永通室で―
あること―が確認できた。

密測

1号井戸_t第 14図 )

二区中央部より検出された。南北2,4Ⅲ 東画e,■単り不整口膨を鼻し、驀き.25dcm以 上遊卸

込―。2隆隣上と灘水の鶏に、申趣で掘り下げを1断金したが、最下―藤部で径 TOcmの口影の井戸警

の痕麟が襟出された。1遺物は加|■のみられる石が数点Hiしただけで、逓世以降のもの|と 黒ね

れる。
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第Ⅳ章  D区 の調査

第 1節  竪穴住居の調査

36号 竪穴住居  (第 51図 )

北壁長 5.5m以 上、南北長 8.Om、 壁高 50cmを 測 る。西側 は調査 区外 にかか り

竪穴 に切 られ る。 また東壁 は D2号溝状遺構 に切 られ、残存 しない。

主柱穴 は 6本 と推定 され、東側 の 3本 を検 出す ることがで きた。各柱穴の間隔は

2.3m、 P2-P3間 が 2.35mを 有 し、各柱穴 の深 さは Plが 40cm、 P2が 42cm、 P

測 る。

遺物は住居跡東側か ら集中 して出上 しているが、床面か ら若干浮いているものが多い。住居

跡南東隅南壁際 より、完形の紡錘車が出上 した。

〔出土遺物〕 (第 52、 53図 )

土師器の甕、甑、高杯、ネ蓋、杯身、須恵器の杯蓋、杯身、甕、高杯、紡錘車が出上 した。

292～ 297は 胴の張るタイプの甕である。292は 大 きな平底 を呈 し、木葉痕が認められる。胴

部は張 り、頸部はほとんど締 まらず、口縁部は、そのまま、なだらかに外反 し、最大径 となる。

293は 丸底で、口縁部は直立気味に立ち上が り、端部は短 く外反する。294、 295は 九底を呈 し、

口径 に比 して器高の低い寸胴形の甕である。301は甑 で、大 きな円孔 を穿った底部の周囲に木

葉痕が認められる。306、 307は 口縁部内面に段 をもつ須恵器の杯蓋で、口径は 14cm前 後であ

る。311は 土師器の鉢で、外面のみ黒色で、ヘラミガキを施 している。

312は 紡錘車で、径 3.8cm、 厚 さ 1.lcm、 穿孔部径 0。 9cm、 重 さ22.88gを 測る。頁岩製 と

みられ、やや緑色がかった黒色 を呈する。表面 に二重の円と放射状 にのびる線、裏面にらせん

状 に廻 る線 と中心か ら放射状 にのびる線か ら構成 される線刻がみられる。表面 には中心か ら外

に向かっての ミガキが施 してある。

300、 304、 308～ 310は 埋土上層か ら、それ以外は床面及び、床面からやや浮いての出上で

ある。

37号 竪穴住居  (第 51図 )

北壁長 4.2m以上、西壁長 2.8m以上、壁高 45cmを 測 る。住居跡南狽1は 調査 区外 にかか る。

床面か ら、深 さ45cmの ピッ トが検 出 された。その位置 よ り、主柱 4本 の うちの北西側 の 1本 で

ある と考 え られ る。

遺物 は少量 だが、P4周 辺 にやや ま とま りを もって出上 している。

〔出土遺物〕 (第 56図 )

土師器の奏、甑、椀が出上 した。333、 334は 床面 より、335は 床面からやや浮いて出土 した。

38号竪穴住居 (第 54図 )

、東側は 5号

Pl― P2間 が

3が 45cmを
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東西 5。 2m、 南北 4.5mの 長方形 プラ ンを呈 し、壁高 30cmを 測 る。北壁 は撹乱 によ り、一部

を残 すのみで、南東 隅は 6号竪穴 に切 られてい る。

住居跡 中央 に埋甕炉が検 出 された。主柱穴 は 4本 で、柱穴 間を線 で結ぶ と、東西 に長い長方形

を呈す る。各柱 穴 の深 さは Plが 44cm、 P2が 63cm、 P3が 47cm、 P4が 54cmを 測 る。

遺物 は床面 よ り、 ご く少量 出土 した。

〔出土遺物〕 (第 56図 )

土師器の甕等が出上 した。336は 甕で P3の 東側の床面 より出上 した。

39号竪穴住居 (第 54図 )

北壁長 6.Om、 東壁長 7.5m、 壁高 40cmを 測る。南西隅が D5、 6号溝状遺構に、南東隅が D7

号溝状遺構 に切 られてお り、南壁長は推定で、6.5m程 になると思われ、住居跡の平面プランは

南北に長い台形状 となる。なお、住居跡の主軸は東 に 35° 振れている。

主柱穴は4本で、柱穴間を線で結ぶ と南北に長い長方形 となる。各柱穴の床面からの深さはPl

が 48cm、 P2が 71cm、 P3が 65cm、 P4が 64cmを 測る。P4か らは土師器の杯身が出土 した。

床面か らは埋甕炉、焼土面 ともに検出することがで きなかった。また、主柱穴に囲まれた中

央部の床面は硬 く締 まっていた。

遺物は住居跡床面のほぼ全面 より出土 しているが、北東隅及び、南西側 において集中的に出

上 している。また、南西側床面上か らは須恵器の甕 2個 体が出土 した。

〔出土遺物〕 (第 55、 56図 )

土師器の甕、壺、甑、高杯、杯身、 ミニチュア壷、須恵器の甕、ネ身、杯蓋等が出上 した。

313～ 316は 甕である。いずれも胴の張った九いプロポーションで、底部 も、九底ない し平丸

底である。313は 口縁部が、直立気味に立ち上が り、端部は短 く外反する。314は 頸部が締 ま

らず、口径は大 きい。319、 320は 須恵器の甕で、いずれ も調整は外面が平行 タタキの後、カキ

メ、内面が茎て具痕である同心円文がみられる。319は 器高 46.2cmを 測る大奏である。321、

322は 甑で最大径 を口縁部にもつ。325は ミニチュア土器で、壼を模 している。327～ 329は 土

師器のネ身で、いずれ も、口縁部 と体部の境 に明瞭な稜が認められる。327は 口縁部が、大 き

く外反 し、329は 内傾する。328は 大型で、焼成は堅緻である。330～ 332は 須恵器の杯蓋で、

330、 332は 口縁部内面に段 をもつ。また、330、 331は 天丼部 と口縁部の境 に浅い沈線を廻 ら

している。口径 は 330、 33と が、いずれも14.5cmを 超 える大型品で、332も 13.6cmを 測る。

315、 318、 321が北西の、317、 322、 327、 331が北東の流れ込みか ら、328が P4埋 土

中か ら、313、 314、 316、 323、 324、 326が 床面か らやや浮いた状態で出上 した。その他の

上器は床面出上である。

40号竪穴住居 (第 57図 )

北壁長 2.6m以 上、東壁長 0,8m以 上、壁高 4 0 clnを 測る。住居跡の大半は調査区外 にかか り

僅かに北東隅付近が検出されたに過 ぎない。
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床面 より深 さ28cmの ピットが 1基検出されてお り、その位置 より

考えられる。遺物は土師器の甕 (387)が床面 より出土 している。

主柱穴 4本の内の 1本 と

41号 竪穴住居 (第 57図 )

東壁長 6.8m、 南壁長 4.9m以上、壁高 40cmを 測る。東壁南東隅寄 りに竃を付設 してお り、住

居跡ほぼ中央 より、埋甕炉が検出された。

主柱穴は4本 で、柱穴間を線で結ぶ と、やや南北に長い長方形 を呈 し、各柱穴の床面からの深

さは Plが 35cm、 P2が 53cm、 P3が 32cm、 P4が 22cmを 測る。

遺物は竃周辺にややまとまって出土 している。なお、本住居跡東側では、弥生土器 も混在 し

て出土 してお り、確認することはで きなかったが、弥生時代の遺構 と重複 しているもの と思わ

れる。

竃 (第 62図 )

住居跡東壁の南東隅に寄って付設 してお り、焚口は西に向 く。焚口幅 35cm、 奥行 き55cm、

左袖の残存高 10cmを 測 り、袖部は責褐色土 を盛 って、構築 されている。

竃内は 10cm程 、掘 り下げすぎてしまった為に、床面から浮いて しまったが、多角柱 に加工 さ

れた軽石製支脚が斜めに立った状態で検出された。土器は小片が数点出土 したのみである。

〔出土遺物〕 (第 58,64図 )

土師器の甕、甑、椀、弥生土器の奏、三等が出上 している。

住居跡 と弥生時代の遺構の切 りあいを明確 に出来なかったため、床面 を掘 り下げす ぎて しま

い、土師器 と弥生土器が混在 して出土 した。出土 レベルは弥生土器の方が低い。

371は 埋甕炉に用いられていた甕である。338、 339は 長胴の甕で、回縁部は短 く外傾する。

343、 344は 平底の椀で、木葉底である。345～ 347は 弥生土器の甕で、口縁部が「 く」の字

に屈曲し、頸部直下に刻 目突帯 を巡 らしている。352、 353は 弥生土器の壺、352は 肩部に、353

は口縁部上面 に浮文 を付 している。また、353は 口縁端部に鋸歯文を施 している。

340、 344、 351、 352は 埋土中、その他は検出床面ない し、本来の床面上 より出土 した。

第 2節  竪穴の調査

5号竪穴 (第 50図 )

D区西側 より検出され、36号 竪穴住居 を切 る。北壁長 1.5m以 上、東壁長 3。 lm(推 定 )、 壁

高 20cmを 測る。ピットは検出されず、遺物 も埋土中に土師器、須恵器の小片 を僅かに含むのみ

であった。

6号 竪穴 (第 50図 )

D区 より検出され、北西側で 38号 竪穴住居 を切 る。南壁長 1.8m以上、東壁長 2.5m、 壁高 10cm

を測 る。 ピッ トは検 出 されず、遺物 は土師器 の小片が、 ご く僅 か出土 したのみであ る。

t♪
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第 3節  土坑の調査

12号 土坑 (第 50図 )

6号竪穴の東側 に位置 し、長径 115cm、 短径 95cmの 楕円形 を呈 し、深 さ 15cmを 測る。埋

土中より上師器の甕 (466)が出土 している。

13号土坑 (第 50図 )

41号 竪穴住居の南側に位置 し、長径 115cm、 短径 90cmの 楕円形を呈 し、深 さ25cmを 測る。

埋土中より土師器の奏 (467)が出上 している。

第 4節  溝状遺構の調査

暉,

D2号 溝状遺構 (第 50図 )

D区西側で検出され、南北方向に延び、南に向かうにつれ、東側に振っている。幅 60～ 120cm、

深 さ55cmを 測 り、36号 竪穴住居、5号竪穴 を切 つている。

出土遺物は埋土中か ら、土器、軽石が少量出上 したのみである。560は 須恵器の杯身で、底

部にヘラ記号 をもち、やや扁平である。

D3号 溝状遺構 (第 50図 )

D区西側で検出され、東西 に延びてお り、D2号 溝状遺構 と切 りあっている。幅 40～ 80cm、

深 さ25cmを 測 り、底面は東側に向かって、傾斜 している。

遺物は埋土中より、土師器が出土 している。561は 壺で、口縁部が短 く外反 し、頸部 に突帯

を廻 らしている。

D5号 溝状遺構 (第 50図 )

D区 中央やや東側 を南北方向に縦断 し、6号竪穴、39号 竪穴住居 を切っている。幅 50cm、 深

さ60cmを 測 り、東側 に接 し、平行 して、D6号溝状遺構が延びている。

遺物は埋土中か ら、土器片が少量出上 したのみである。563Q一 部 も出土 している。

D6号 溝状遺構 (第 50図 )

幅 90cm、 深 さ35cmを 測 り、39号 竪穴住居を切つている。西側に接 して、D5号溝状遺構が、

東側約 5m離 れて、D7号溝状遺構が、更に、約 7m離 れて、D9号溝状遺構が平行 して、縦断 し

ている。

遺構内からは 39号竪穴住居 と切 りあった部分か ら、562～ 565が 出土 している。その他は土

師器、須恵器が少量出上 したのみである。

〔出土遺物〕 (第 76図 )

0
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563～ 565は 土製の取瓶 とみられる。小型で、九底の鉢状 を呈 し、器壁は厚 く、固 く焼 き締 ま

つている。また、口縁部付近か ら体部中位 にかけての外面 に、液体が流れて、固まったような

黒褐色の物質、ごく微量のコバル トブルーの物質が付着 している。564は 内面 にも黒褐色の物

質が付着 している。

これらの遺物は流れ込み と思われ、時期は特定できないが、同溝 より、7世紀中頃の須恵器の

不身 (562)が、完形で出上 していることか ら、この頃か、最 も古 く推定 した場合、39号竪穴

住居 と同時期の可能性 もある。溝 自体は D5、 7、 9号溝状遺構 と同じく、近世以降の構築 とみ ら

れる。

D16号溝状遺構 (第 50図 )

D区東側で、わずか一部が検出されたに過 ぎないが、ほぼ南北方向に延び、幅 60cm、 深さ35cm

O 
を測る。弥生土器、土師器の小片が混在 して出上 している。
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第Vtt B区 の調査

第 1節  竪穴住居の調査

42号 竪穴住居  (第 60図 )

東壁長 5.4m、 南壁長 5.8mの 方形 プランで、壁高 45cmを 測 る。住居跡西壁側 は幅 65～ 130cm、

長 さ 5.4mに わたって、 1段床面が落 ちる。段差 は約 20cmを 測 る。

主柱穴 は 4本 で、東側 の Pl、 P2と 南西側 の P3の 3本が検 出 された。柱穴 間 を線 で結ぶ と正

方形 を呈す る もの と思 われる。正 し、P3は 床面か らの深 さが 12cmし かな く、柱穴 とす るには

疑間が残 る。他 の 2本 の柱穴 の深 さは Plが 52cm、 P2が 29cmを 測 る。

遺物 は北東側 を中心 に大量 に出土 した。床面 か らも、 まとまって出土 したが、大半 は北東 隅

か ら流れ込 んだ状態での出土である。なお、本住居跡か らは埋甕炉、竃 ともに検 出 されなかった。
 cⅢ

〔出土遺物〕 (第 61図 )

土師器の甕、重、甑、高郭、鉢、須恵器の杯蓋、杯身、壷等が出土 している。356は 壺で回

縁部は上方に立ち上が り、端部は大 きく外反する。358～ 361は 甑で 358、 3611よ 牛角把手 を有

し、359は 口縁部に最大径 をもつ。363は 高杯で外部の段は不明瞭で、脚都は短 く「ハ」の字

状に開 く。367は 須恵器の杯蓋で口縁部外面に刷毛目を施す。368、 869は 須恵器の杯身で、立

ち上が りは短 く内傾する。

357～ 361、 364、 369は 北東隅流れ込み内から、355は 西側の落ち込み内か ら、その他は床

面か らの出上である。

43号 竪穴住居 (第 60図 )

東壁長 4。 2m、 南壁長 4.7m以上の長方形プランを呈 し、壁高 50cmを 測る。住居跡東側は調

査区外 にかか り、北壁やや東寄 りに竃 を付設 している。                   t'

床面中央やや南東寄 りに径 20cm、 深 さ13cmの周辺部がリング状に赤変 した掘 り込みがある。

その状態により、埋甕炉の痕跡 と考 えられる。

住居跡内には幾つかのピットが検出されたが、Pl～ 3を 主柱穴 とみなした。P4は 調査区外 に

あると推定 される。柱穴間を線で結ぶ と、東西 に長い長方形が想定 される。各柱穴の床面か ら

の深 さは Plが 38cm、 P2が 35cm、 P3が 15cmを 測 る。各主柱穴の内側にある P5～ 7も 深 さ

35～ 46cmと しっか りしてお り、住居の建て替えが想定 される。

遺物は床面 より、まばらに出上 している。

竃 (第 62図 )

住居跡北壁やや東寄 りに竃を付設 してお り、焚口は南に向く。奥行 き85cm、 左袖の残存高 17cm

を測 り、袖部は責褐色土 を盛 つて、構築 されている。竃内か らは土器片、軽石が出土 した。

〔出土遺物〕 (第 64図 )

土師器の甕、壷、須恵器のネ蓋、甕が出上 した。374は 須恵器の杯蓋で、口縁部外面に細か
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な刻 目を施 している。372は 竃内より、それ以外は埋土中か らの出上である。

44号 竪穴住居 (第 63図 )

南壁長 4.Om、 西壁長 3.8m以上で、壁高 20cmを 測る。北壁が B5号溝状遺構に切 られてお

り、住居跡全体の形状ははっきりしないが、不整方形 を呈するもの と思われる。

主柱穴は 2本 で、床面か らの深 さは Pと が 21cm、 P2が 31cmを 測る。各柱穴間は 2.lmの 間

隔を有 し、その間から埋甕炉が検出された。埋甕炉は径 26cm、 深 さ 12cmの 掘 り込みをもち、

内部に安置 された甕の遺存状態は悪かった。

遺物はごく少量出上 したのみであつた。

〔出土遺物〕 (第 64図 )

土師器の甕、須恵器の杯身等が出上 した。376の 甕は埋甕炉 に用い られていた。377は 床面

からの出土である。 C,

45号 竪穴住居 (第 63図 )

東壁長 4.4m、 南壁長 2.6m以 上、壁高 25cmを 測 り、

の東側 に偏って竃 を付設する。主柱穴は 4本 と推定 され、

た。柱穴の深 さは床面 より60～ 65cmを 測る。

竃南面か ら土器がまとまって出上 している。

竃 (第 62図 )

住居跡西側は調査区外 にかかる。北壁

東側の 2本 にあたる Pl、 P2を 検出 し

住居跡北壁やや東に偏 って付設 してお り、焚口は南 を向 く。焚口幅 35cm、 奥行 き62cm、 右

袖部残存高 18cmを 測る。竃内から、長 さ13cmと 12cmの 多角柱 に加工 された軽石製の支脚が

2つ 並んで、立った状態で出土 した。 ともに支脚下部は地中に埋 まっていた。土器は小片が数点

出土 したのみである。

〔出土遺物〕 (第 64図 )

378は 長胴の甕である。平底で、口縁部は短く、外反する。

46号 竪穴住居 (第 65図 )

南壁長 7.6m、 西壁長 9,2m、 北壁長 7.2m、 の長方形プランを呈 し、壁高 45～ 55cmを 測る。

東側が 47号 竪穴住居 に、北西隅が 45号 竪穴住居に切 られている。本遺跡最大規模の住居跡で、

床面積は約 61m2を 測る。

住居跡床面には貼床 を施 してあ り、中央やや南寄 りに埋甕炉 を有する。埋甕炉の遺存状態は

悪 く、僅かに甕の底部 とリング状になった赤変部が検出されたに過 ぎない。また、住居跡内に

浅い皿状の落ちこみが数箇所検出された。

主柱穴は 6本 と推定 されるが、北東側の Pl及 び、その南の P2は 検出することができなかっ

た。各柱穴間の間隔はP3-P4間 が 4.15m、 P4-P5が 3.2m、 P5-P6が 2,75mを 測 り、柱間

を線で結ぶと、南北に長い長方形になると推定 される。各柱穴の床面からの深 さはP3が 42cm、
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P4が 63cm、 P5が 31cm、 P6が 48cmを 測る。

遺物は住居跡南側 に集中 して大量 に出上 している。床面出上の上器 も多いが、大半は床面 よ

り浮いた状態である。特 に南西隅、南東隅側においては埋上のかな り上層か ら、まとまって出

土 している。また、多量の上器に混 じって、径 20～ 25cm程 度の軽石 も数点出土 した。

〔出土遺物〕 (第 64、 66、 67図 )

土師器の甕、甑、高杯、ミニチュア土器、須恵器の甕、提瓶、杯蓋、杯身、高杯が出上 している。

379、 381～ 387は 土師器の甕で、379、 382、 383は 九底で、胴部は丸 く張 り、口縁部は直

立気味に立ち上がる。381は 平底 を呈 し、胴部は張 りをもち、頸部は締 まらず、なだ らかに外

反 して、最大径が口縁部 となる甕である。385、 387は 上半分 を欠いているが、381と 同じよう

な形態になると思われる。379は 底部に線刻 を施 してあ り、381、 385、 386は 木葉底である。

388は 壺で、胴部は卵形 を呈 し、口縁部は直立する。390は 甑で、底部周囲に木葉痕がみ られ

る。391は 回縁部が内傾する鉢である。                         (Ⅲ
395、 396は 須恵器の提瓶で、395は 釣状の、396は 環状の把手がつ く。397～ 399は 須恵器

の高郭で、397の 体部外面はカキメ調整である。400～ 403は 杯蓋で、400、 4011ま 口縁部に幅

広で、弱い段 をもつ。404～ 409は 不身で、日縁部はいずれも短 く内傾 し、408は 立ち上が りの

高さが 1.3cmと やや高いが、他のものは lcm前後である。また、406、 407は やや扁平で、405、

406は 底部にヘラ記号が刻 まれている。410～ 415は 土師器の ミニチュア椀である。

他 に、住居跡内か ら敲石が 1点 出土 してお り (380)、 最大長 9.6cm、 最大幅 5。 2cm、 最大厚

5。 2cm、 重量 325gを 測る。

住居跡中央の落ち込みか ら北東隅にかけての床面から395が 、379、 381、 383、 392、 397

～399、 401～ 406が P2西 側か らP3周 辺にかけての南側床面ない し床面直上か ら、408が P6

西側の床面か ら出土 した。その他の上器は出土 レベルが床面 よりやや高い。

出 された。

遺物 は少 な く、柱穴 も検 出す るこ とがで きなか った。

〔出土遺物〕 (第 70図 )

土師器の甕が出土 している。416は 埋甕炉に使用された長胴の甕である。

47号竪穴住居  (第 65図 )

南北長 5.Om(推定 )、 南壁長 2,Om以 上、

号竪穴住居 を切 っている。住居跡 ほぼ中央 、

48号竪穴住居  (第 68図 )

東壁長 6.5m、 南壁長 1.6m以上、壁高 30cmを 測 り、

東壁 の南寄 りに竃が付設 されている。柱穴 は 1本 (深 さ

位置 よ り主柱穴 は 4本 と推定 される。

遺物 は竃 の南側 か らまとまって出上 した。

01

壁高 20cmを 測る。東側で 1号建物を、西側では46

46号 竪穴住居 と重複 している箇所 より埋甕炉が検

住居跡西側 の大半 は調査 区外 にかかる。

75cm)し か検 出 されなか ったが、その
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竃 (第 62図 )

住居跡東側の南東隅に寄せて付設されてお り、焚回は西を向 く。焚口幅 45cm、 奥行 き60cm、

右袖の残存高 19cmを 測 り、黄褐色土 を盛 って構築 されている。

竃内より、長さ 18cmの 多角柱 に加工 された軽石製支脚、土器片が出土 した。また、竃外の右

袖南側か ら完形の甕が出上 した。

〔出土遺物〕 (第 70図 )

上師器の甕、須恵器の杯蓋等が出土 している。418は 口縁部が短 く、外反する長胴の甕で、木

葉底である。共に竃南側床面から出上 した。

49号竪穴住居 (第 69図 )

東西 3。 4m、 南北 3。 lmの 方形のプランで、壁高 45cmを 測る。B14号溝状遺構 に切 られ、63

号竪穴住居 と重複するが、切 りあい関係は明確 にで きなかった。

住居跡床面からピットが幾つか検出されているが、いずれも深 さ15cm以 下と浅 く、柱配列 も

判然 としない。土師器片が出上 してお り、その大半は床面 より浮いた状態であった。

50号 竪穴住居 (第 69図 )

北壁長 2.7m以 上、東壁長 1.8m以 上、壁高 10cmを 測る。63号 竪穴住居、4号竪穴、B14号

溝状遺構 と切 りあう。柱穴が 1基検出されたが、主柱穴にはな り得ない。遺物は土器片が数点出

土 したのみである。

51号 竪穴住居 (第 69図 )

東西長 5。 3m、 東壁長 3.3m以 上、壁高 15cmを 測る。北壁、南壁 ともに溝状遺構 に切 られて

残存 しておらず、僅かに東壁及び西壁の一部 を残すのみで、規模、プランとも明確 にし難い。柱

穴は大小数多 く検出されたが、柱配列は判然 としない。

遺物は住居跡中央やや北東寄 りか ら、まとまって出土 しているが、床面 よりやや浮いた状態

であった。

〔出土遺物〕 (第 70図 )

土師器の甕、須恵器の杯蓋、弥生土器の甕が出上 した。

421は 土師器の甕で、上半部のみ完存 した状態で出土 した。埋土中から、刻 目突帯 を廻 らし

た弥生土器の甕が出上 した。流れ込み とみ られる。

52号 竪穴住居 (第 69図 )

東西 5,lm、 南北 4。 9mの ほぼ正方形のプランで、壁高約 20cmを 測る。南壁南東隅に竃 を付

設 してお り、中央 に埋甕炉 を有する。

主柱穴は4本で、溝に切 られているP2以 外の 3本 を検出 した。柱穴間を結んだ線はほぼ正方

形 と想定 される。床面か らの深 さは Plが 56cm、 P3が 37cm、 P4が 43cmを 測る。
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竃内及び、竃前面か ら土師器が集中 して出土 している。

竃 (第 62図 )

住居跡南壁南東隅に付設 し、焚回は北に向 く。焚口幅 38cm、 奥行 き49cm、 右袖の残存高 8cm

を測 り、袖部は責色上 を盛 って構築 される。

竃内は良 く焼けてお り、遺物の出土状況 も良好であった。焚口付近及び、右袖奥壁側 より、高

不の杯部が伏せた状態で出土 し、ほかに強い火熱を受けた支脚 とみ られる軽石 も出上 した。

〔出土遺物〕 (第 70図 )

土師器の甕、高イが出上 している。425、 426は 共に平底で、長胴の甕である。426は 口縁部

が長 く直立する。429、 430は 高杯で、429は 椀状の、430は 受部 と口縁部の境に明瞭な段 をも

つ杯部である。

425、 426は 床面上か ら、427、 429、 430は 竃内か らの出上である。

53号 竪穴住居 (第 68図 )

南壁長 6.3m、 西壁長 6.8mの 正方形に近いプランを呈 し、壁高 50cmを 測る。主柱穴は4本

で、柱穴間を線で結ぶ と南北 に長い長方形 を呈する。各柱穴の床面か らの深 さは Plが 49cm、

P2が 59cm、 P3が 41cm、 P4が 50cmを 測る。

住居跡内か らは埋甕炉、竃 ともに検出されなかった。床面は貼床が施 してあ り、中央付近 よ

り炭化物が少量検出された。また、床面出上の土器 も少量であつた。

〔出土遺物〕 (第 70図 )

土師器の甕、甑、不蓋、 ミニチュアの鉢、須恵器の甕、杯身が出土 している。431～ 433は床

面か ら、その他は床面 より若干浮いて出土 した。

54号 竪穴住居 (第 71図 )

北壁長 5。 2m、 西壁長 1,8m以上、壁高 60cmを 測る。住居跡南側の大半は調査区外にかかる。

柱穴は北側か ら2本検出された。柱穴の深 さは Plが 10cm、 P4は 40cmを 測る。主柱穴 4本 と

考えられな くもないが、Plが浅す ぎるので問題が残 る。出土 した土器はご く僅かであつた。

〔出土遺物〕 (第 72図 )

438は 弥生土器の甕である。埋土上層 より出土 してお り、流れ込み とみ られる。

55号 竪穴住居 (第 71図 )

東壁長 4.6m以 上 、北壁長 1.4m以 上、壁高 35cmを 測 る。住居跡 の西側大半 は調査 区外 にか

かる柱穴 は 1本 (深 さ40cm)し か検 出 されなか つたが、その位置 よ り主柱穴 は 4本 と推定 され

る。

遺物 は土師器片が住居跡南東 隅付近 にやや ま とまって出土 したが、全体 と しては少 ない。

56号 竪穴住居  (第 71図 )

O
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54号堅穴住居

55号竪穴住居

第71図  54～ 56号竪穴住居実測図 (1/60)

56号竪穴住居



|

北壁長 6.Om、 東壁長 4。 4m以 上、壁高 30cmを 測る。南側は調査区外 にかか り、北東隅は近

世以降に構築 された とみ られる井戸 に、中央部はB23号溝状遺構 に切 られている。

住居跡中央西寄 りか ら土坑が、北東隅、北西隅付近か らピッ トが検出された。 ピッ トはその

位置 より、主柱穴 とみることはできない。

遺物は住居跡中央付近か ら、ややまとまって出上 したが、破片はいずれも小 さい。

〔出土遺物〕 (第 72図 )

弥生土器の甕、壺が出土 した。439～ 440は 奏形土器で、口縁部は「 く」の字状に屈曲し、頸

部下に断面三角形の刻目突帯を1条廻 らしている。442～ 443は 壷の胴部で、断面三角形の突帯

を廻 らしている。

63号 竪穴住居 (第 69図 )

東西長 2.3m(推 定 )、 南北長 3.6m以 上の長方形 プラ

穴住居 を切 り、B14号溝状遺構 に切 られる。 また、49、

切 りあい関係 は明確 にで きなか った。

床面 より複数のピットが検出されたが、本住居跡に伴 うものかどうか判然 としない。また、出

土遺物 も僅かであった。本遺構 は住居 とみるよりも、竪穴 とみたほうが妥当か もしれない。

第 2節  掘立柱建物の調査

1号建物 (第 73図 )

B区 より検出され、46号 竪穴住居の東側に位置 し、47、 52号住居 と切 りあう。建物北側で 1

号柵列が とぎれてお り、柵列 との関連 も考えられる。梁行 2間 (3.8m)、 桁行 3間 (6.Om)の

総柱建物で、高床の倉庫 と思われる。棟方向は N-3° ― Eで ある。

柱穴は円形 を呈 し、径 55～ 85cm、 深 さ30～ 83cmを 測る。中央の列の柱穴は、両側の柱穴

列に比べ浅い。P8よ り奏の底部 (457)が 、P10、 P12よ り鉢形の ミニチュア土器 (456)が

1点 ずつ出土 した。

2号建物 (第 73図 )

B区 より検出され、1号 建物の南側 5mに 位置する。1間 (1.75m)× 1間 (1.15m)の 小型

の建物で、倉庫 と想定 される。棟方向は N-5° 一Wで ある。

柱穴は円形 を呈 し、径 35～ 48cm、 深 さ29～ 58cmを 測る。

3号建物 (第 73図 )

B区 中央付近に位置 し、東側は 53号 竪穴住居 と重複 してお り、Pl(径 70cm、 深 さ 55cm)、

P5(径 85cm、 深 さ45cm)、 P6(径 70cm、 深 さ55cm)、 P7(径 75cm、 深 さ60cm)、 P8

(径 80cm、 深さ55cm)の L字 形に並ぶ 5本 の柱穴 しか検出できなかった。梁行 l間 (3.7m)、

ンを呈 し、壁高 15cmを 測 る。50号 竪

51、 52号 竪穴住居 に一部重複す るが、
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桁行 3間 (5.5m)の 建物 と推定 される。

棟方向は N-10° ―Wで、各柱間はPl― P5間 が 3.7m、 P5-P6間 が 1.9m、 P6-P7間 が

1.75m、 P7-P8間が 1.85mを 波Iる 。

P7よ り、弥生土器の壼の口縁部 (573)が 出上 している。口縁端部に、縦方向の線刻が施 し

てある。

第 3節  竪穴の調査

2号 竪穴 (第 59図 )

B区 北側で検出され、東西最大長 3.7m以上、南北 3.5m以上、壁高 35cmを 測る。東側で 3

号竪穴 と切 りあい、南側で、B2号溝状遺構、西側で Bl号溝状遺構 に切 られる。北壁が途中で

屈曲 してお り、現状では五角形 を呈 している。別の遺構が切 りあっている可能性 もある。

床面は平 らではな く、竪穴中央か ら北壁 にかけてやや深 くなる皿状 を呈 している。 ピッ トは

検出されなかった。

遺物は床面及び、埋土内より出土 している。

〔出土遺物〕 (第 42図 )

土師器の甕、高杯、須恵器の提瓶が出上 している。458は 高杯で、低 く「ハ」の字形に開 く

脚部 に椀状の杯部がのる。460は 提瓶で、鍵状の把手 を付 している。

3号 竪穴 (第 59図 )

B区 北側で検出され、北壁 1.6m以 上、東壁 3.lm以 上、壁高 18cmを 測る。東壁は胴張 りと

な り、南壁は B2号溝状遺構 に切 られ、西壁は 2号竪穴 と切 りあい残存 しない。

床面は平 らで、 ピッ トは検出されなかった。 また、遺物は土器の小片が僅かに出土 した。

4号竪穴 (第 59図 )

B区 南側 より検出され、50、 51号竪穴住居 を切 り、B14号溝状遺構 に切 られる。北壁 1.7m、

東壁 0.4m以 上、壁高 15cmを 測る。床面 よリピッ トは検出されず、遺物の出土 もみ られない。

第 4節  土坑の調査

6号土坑 (第 59図 )

B区 ほぼ中央 より検出され、3号建物 P5を 切 っている。径 85cmの 円形 を呈 し、深 さ20cm
を測る。

7号土坑 (第 59図 )

B区 中央西端で検出された。径 80cmの 円形を呈 し、深 さ30cmを 測る。埋土中から、土師器、

Ａ
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須恵器片が出土 している。

8号土坑 (第 59図 )

B区 中央西側で検出された。径 70cmの 円形 を呈 し、深 さ 15cmを 測る。

9号 土坑 (第 59図 )

8号 土坑 の南西 2mに位置す る。径 75cmの 円形 を呈 し、深 さ 13cmを 測 る。埋土 中か ら、土

師器片が出上 してい る。

10号土坑 (第 59図 )

9号土坑の東側 1.8mに 位置する。長径 80cm、 短径 70cmの 円形 を呈 し、深 さ20cmを 測る。

●
第 5節  溝状遺構 の調査

e

B5号溝状遺構 (第 59図 )

B区 中央やや北側で検出され、東西方向に延びる。幅 50～ 90cm、 深 さ約 50cmを 測 り、調査

区東側で44号 竪穴住居 と切 りあつている。断面は台形を呈 し、底面は東から西へ傾斜 している。

溝内埋土か ら、土師器の甕、鉢、椀、高杯、須恵器の杯蓋、杯身、壷、麺、軽石等、遺物が

大量 に出土 した。

〔出土遺物〕 (第 74図 )

513は 土師器の長胴の甕である。515は 鉢で、木の葉底である。 516、 517は 土師器の椀で、

体部から口縁部にかけて、緩やかなカーブを描いて立ち上が り、端部は九 くおさめている。521

は須恵器の壺で、口縁部がごく短 く内傾 し、胴部は肩が強 く張っている。522は 麺で、肩部 に

2条 の沈線 を廻 らし、頸部は細 く締 まっている。

B14号溝状遺構 (第 59図 )

B区 中央やや南側で検出され、東西方向に延び、幅 65cm、 深 さ約 25cmを 測る。1号建物、

15、 49～ 51、 63号 竪穴住居、4号 竪穴 を切 つている。

遺物は少量であつたが、須恵器の甕 (523)、 土師器小片が出上 している。

B23号 溝状遺構 (第 59図 )

B区 南端で検出され、東西方向に延び、調査区東端で 56号 竪穴住居 を切 る。幅 80～ 90cm、

深さ55cmを 測る。溝内埋土中から、土師器甕、甑、高杯、須恵器甕、短顎壷等が出上 している。

〔出土遺物〕 (第 75図 )

525は 土師器の高杯で、低 く大 きく開 く脚部に椀状の郭部がのる。526は 須恵器の短頚壼で、

胴に 2条 の沈線 を廻 らし、沈線間に斜位の連続刻 目文 を施 している。
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第 6節 柵列の調査

1号 柵列 (第 59図 )

B区 中央やや南 を東西に貫 く。B54～ 64号 ピットが該当 し、遺存柱穴 11本 、柵列総延長 15,

2mを 測る。各柱間は′卜い距離にして、1.6～ 2.3mを 測 り、平均は 1.85mで ある。柱穴は径 40

～55cmの 円形 を呈 し、深 さは 33～ 65cmを 測る。

B57、 58号 ピッ ト、B59、 60号 ピットは、それぞれ柱穴が重複 してお り、建て替えがあった

ものと思われる。 しか し、重複部分が 2箇所だけであることから、一部建て替えをおこなっただ

けで、長い期間使用 されていた ものとは考えにくい。

柵列の時期 は64号 ピット埋土 より、刻 目突帯を有する弥生土器の奏、土師器椀の小片が出土

したのみで、また、ほかの遺構 との切 りあい もないことから、不明 と言わざるを得ない。ただ、

B64号 ピッ トの西側 3.3mに あるB97号 ピットのほぼ中間を、その南側 にある 1号建物の主軸

線が通 り、柱間の 3.3mは およそ 2間 分 となることから、B97号 ピットの西側に柱列が続 き、B64

号 ピッ トとB97号 ピッ ト間を出入口 と見なせば、1号建物 に付随 した柵列 と言えよう。

第 7節  ビッ トの調査

B区 か らは掘立柱建物、柵列以外 にも、数多 くのピットが検出された。これ らの大半は配列、

年代 ともにはっきりしない。

また、大半が流れ込み と思われるが、遺物が出土 しているピッ トもある。

B78号 ピッ ト (第 59図 )

B区南東側、1号柵列の南側に位置する。円形 を呈 し、径 30cm、 深さ25cmを 測る。埋土中

より、弥生土器の甕の胴部 (570)、 壷の口縁部 (571)、 土師器の甕 (572)が 出土 した。   ⑬

Bl18号 ピツ ト (第 59図 )

B区 南側、1号建物 と重複 した箇所 より検出された。2段 に掘 られてお り、1段 目は長径 65cm、

短径 55cmの 楕円形 を呈 し、深 さ40cmを 測る。2段 目は径 30cmの 円形で、深 さは 5cm程 し

かない。埋土中より、須恵器の杯蓋 (574)が 出土 した。
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第74図  A・ B区溝状遺構出土遺物 (1/3)
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第Ⅵ章 ま と

大町遺跡からは 63軒 の竪穴住居、3棟 の掘立柱建物、3基 の周溝状遺構ほか、多数の遺構が

検出された。 うち、竪穴住居は弥生時代に属する 10、 56号竪穴住居、時期の特定のできない数

軒 を除いた大半は 6世紀中頃～7世紀前半に比定 され、その中心は 6世紀後半～7世紀初頭 にあ

るとみ られる。

弥生時代の遺構 としては、先に挙げた 2軒の竪穴住居、3棟の掘立柱建物、3号周溝状遺構、1

条の柵列、B78ピ ット等が挙げられる。竪穴住居は、いずれも方形プランで、出土遺物 より、弥

生時代後期初頭に比定で きる。

3号周溝状遺構では埋土中か ら、良好な状態で、甕、壺等が出土 した。その出土状況 より、あ

る程度、周溝が埋 まった段階での一括投棄が想定 されるが、ほぼ完形の もの、逆 さになって出

上 したもの も含んでお り、周溝の内側 ない し外側 に配置 されていたものが転落 した可能性 もあ

る。また、 日常容器である甕 と、祭祀色の強い丹塗 りの壺、高杯が共伴 していることは、周溝

状遺構の機能、性格 を考える上で注 目される。時期 は出土土器か ら弥生時代 中期末～後期初頭

に位置づけられる。

また、B区 より検出された掘立柱建物については、出土遺物が少なく、築造時期 を明確にする

ことが出来ないが、「 1、 3号建物、1号柵列の柱穴から、弥生土器片が出土 したこと」「竪穴住

居 と切 りあつた箇所 について、遺構検出の段階において、竪穴住居 と柱穴の切 りあいを確認す

ることができなかったこと」「1～ 3号竪穴の主軸方向が、ほぼ南北を示 し、それに直交する形で、

柵列が延びていること」以上の 3点 より、古墳時代竪穴住居群に先行する時期の構築が考えられ、

その構築時期 については、弥生時代後期初頭 と思われる。

古代～中世にかけては溝状遺構が検出されてお り、高台 を有する須恵器の杯、糸切底の上師

器の杯、小皿が出土 している。近世以降については、溝状遺構、土坑墓、井戸が検出され、銅

銭、橋鉢、土人形等が出上 している。

また、弥生時代の周溝状遺構から、近世以降の溝状遺構 まで、一貫 して出土するもの として、

軽石が挙げられる。古墳時代 においては竃の支脚に用いられている他に、5号竪穴住居内に構築

された地下式横穴状施設の内部からも、大小交えてかなりの量の軽石が出土 してお り、また、5-

3号 地下式横穴状遺構の閉塞にも用い られている。その他、竪穴住居、溝状遺構内か らも径 10

～30cmほ どのものが出土 している。それらのなかには人為的に加工が施 されているものも何点

か見受けられる。今後、その用途は何か、軽石の文化の解明が必要 とされる。

このように、大町遺跡か らは、弥生時代か ら現代 に至る長い期間にわたる人々の生活の痕跡

が確認 された。このことは当地が生活 を営むのに適 している証であろう。最後 に大町遺跡の古

墳時代後期の集落について若干の考察 を加 えてまとめ としたい。
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竪穴住居の形態

大町遺跡検出の竪穴住居は方形ない し、長方形プランに主柱穴 4本 を基本 とする。本遺跡の竪

穴住居の特徴 として、住居の規模が大 きいことが挙げられる。長辺 9。 2m、 短辺 7.6mを 測る46

号竪穴住居 を筆頭に長辺が 7mを 超えるものが 5軒、6m以 上 7m未 満のものが 12軒 を数え、長

辺が 5mを 超える住居が過半数 を占める。このなかで 8、 16、 36、 46号 竪穴住居は主柱穴が 6

本 という特異な柱配列を採用 している。

また、その一方で長辺 3～ 4m、 短辺 2～ 3mの 長方形プラン、3.5m前後の方形プランを呈す

る小型住居 も11軒検出された。これ らの一群は埋奏炉ないしは焼土面をもつ ものも存在するが、

柱穴は概 して不明瞭である。これら小型住居が通常の竪穴住居か、住居 に付随する竃屋、作業

所等の施設なのかは、今回の調査では明確 にすることがで きなかった。

住居の大 きさか ら、即、住居の新旧を判断で きるとは言えないが、本遺跡検出の長辺 6mを 超

える 17軒 の竪穴住居のうち、竃 を付設する住居は 4軒 しか含 まれていない。このことか ら、竃

の導入以降、竪穴住居の規模が縮小するといった傾向が窺える。また、竃 を付設する住居のほ

とんどは、方形プランで、埋甕炉ない し、焼土面 をもつ住居は長方形、台形のプランという特

徴がみ られ、後者においては、古い段階の須恵器 を含む。

これらのことか ら、大町遺跡 においては、竪穴住居の平面形態が、台形ない し、長方形の比

較的大型の ものか ら、正方形 に近いプランの ものへの移行が考えられる。

住居内の調理・暖房施設 として、炉、竃が挙げられる。本遺跡は宮崎平野 における竃の出現

期の例 として注 目される。住居内におけるこれらの施設は、A「埋甕炉を有するもの」 B「竃 を

付設するもの」 C「埋奏炉を有 し、竃 を付設するもの」 D「 どちらとも持たないもの」の 4つ

に分類で き、基本的には D→ A→ C、 Bへ の変遷が考えられる。

本遺跡の竃を付設する 7、 9、 22、 43、 48号 竪穴住居 より、6世紀末～7世紀初頭の年代が与

えられる須恵器の杯身、高杯、短頸壼等が出上 してお り、特 に、7号竪穴住居 については、埋土

中に投棄されたような状態で多量に出土 した土器の中に 6世紀末の須恵器郭蓋数点が含 まれてお

り、少な くともこの頃には竃は導入 されていたと想定 される。 しか し、埋甕炉か ら竃への変遷

はスムーズなものではな く、 しばらくは埋甕炉 と併存 していた ものと考えられる。

竃 を付設する住居は 16軒 を数えるが、全体の62.50/Oに あたる 10軒 の住居については焚口が

南側になるように構築 されている。その他は、3軒 の住居が焚口を西に向け、2軒 の住居が北 に

向けている。焚口が北 を向 く 16、 48号 竪穴住居はともに竃 を住居の南東隅に付設 している。

このように、竃の大半は住居北壁中央部に構築 されてお り、焚口を南 に向けている。このこ

とは年間を通 しての風向 きによるもの とする自然的要因、及び、それに伴い同時期 に併行する

住居 との位置関係上の問題等が考えられるが、近接する浄土江遺跡 (註 1)で検出された竃の大

半 も住居北壁中央に構築されてお り、時期の下る市内大塚町の京園遺跡 (註 2)で も同様の状況

である。このような事例か ら、竃 を住居北壁中央に構築することに、何 らかの思想的なもの も

関与 しているのではなかろうか。
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集落の形成 と編年

大町遺跡は北側か ら続 く大 きな島状 になった微高地南端 に立地する。遺構検出面の標高は約

5mで 、遺跡の南側は約 lmほ ど低 くなる。生産基盤は南側の低地で行われた水稲耕作であつた

ことは想像 に難 くない。

以下、本遺跡の吉墳時代後期の集落の年代 について、出土土器を中心に述べ る。

本遺跡の竪穴住居か らは概 して、竃 を付設 している住居か らの須恵器の出土は少な く、埋奏

炉のみ、若 しくは埋甕炉、竃 ともに持たない住居か らの出土例が多い傾向があ り、その須恵器

のほとんどは陶邑編年のⅡ型式 4段 階に併行する。 (註 3)

それ以前の須恵器は 39号 竪穴住居か らⅡ型式 2～ 3段階に併行する杯蓋、甕が、12号竪穴住

居、A45号 溝状遺構か らⅡ型式 2段階併行 とみ られる杯蓋が出上 している。Ⅱ型式 3段 階に併

行するもの として、4、 36、 46号 竪穴住居か ら、杯蓋、杯身、提瓶等が出上 している。

住居科↑IFず著Υ整種 絲 Lig蟄 貧ときE全 【:予き皇そ [写 毯晏f漫 羅[♂え写B全

珠つまみを有する杯蓋が 11号 竪穴住居埋土中、2号地下式横穴状遺構 より出土 したに過 ぎない。

次に、土師器甕についてであるが、各部の形態 より、以下のように分類 した。

底部形態

I類  九底 ない し平九底

Ⅱ類 平底

胴 部 形 態

A類  球 形 胴 (寸 胴 )

B類  長 胴

C類  胴 部 最 大 径

<口 径

口縁部形態

1類 短 く外反

2類  緩やかに外反

3類  直立気味 に立ち上が り、僅かに外反

4類  直立気味 に立ち上がる

5類  外上方に伸びる

上 記 の分 類 を基 に、各 土 器 をあ て は め る と、 以 下 の よ うに細 分 類 され る。

I一 A-1類 … … 71、 296、 (295)

I一 A-3類 … … 293

1-A-4類 … … 294、 313、 314、 379、 382、 383、 (165)

I一A-5類 … … 149、 288、 316

1-B-4類 ・……。47

Ⅱ一 A-1類 … … 110

Ⅱ一 A-3類 … … 292

Ⅱ一 B-1類 … … 45、 46、 245、 338、 378、 418、 425、 447、 (48)、 (49)、 (50)、 (177)、

(178)、 (214)、 (228)、 (253)、 (287)、 (339)、 (447)

Ⅱ― B-3類 … … 18、 44、 (213)、 (221)

Ⅱ一 B―-4類・……・70、 426
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I― C―-2類・――・72、 484

1-C-3類 ・……・446

Ⅱ― C-2類 ・……。381

甕 I― A各類においては、九底で、球形胴 という古い様相 を呈 し、 1、 7、 12、 15、 35、 36、

39、 46号竪穴住居 より、出上 している。甕 Ⅱ―B各 類は平底 を呈する長胴甕の一群で、特にⅡ一

B-1類 は数量的に他の群 を圧倒 してお り、集落 としての最盛期は、この段階であつたと想定 さ

れる。おおまかな流れとして、 I―A各類から、Ⅱ―B各類への変遷が考えられ、その移行時期

については、竃の出現 とほぼ併行するもの と思われる。

その他の器種 については、特徴的なもの として、口縁部が外反 し、受部 と口縁部の境 に明瞭

な稜 を有する高杯 (184、 217、 430)、 口径が 20cmを 越える大型の鉢 (183、 244、 267)、 須

(0 恵器を模した不等が出上している。
以上 の ことか ら、大 町遺跡 の竪穴住居群 は、6世紀 中葉 に 12、 36、 39、 46号 竪穴住居が構

築 され、6世 紀後半 ～7世紀前半代 まで にかけての時期 に ピークに達 し、その後、急速 に衰退 し

た、比較 的短期 間 しか継続 しなかった集落 と考 え られる。

最後 に、本遺跡 の西方約 600mに 所在 す る浄土江遺跡 との関係 に触 れて、結 び と したい。浄

土江遺跡か らは 6世紀前葉 ～8世 紀 中頃にかけての竪穴住居が検 出 され、出土土器 は野間重孝氏

によ り、浄土江 I～ Ⅲの 3式 に分類編年 されてい る。 (註 4)

そのうち、浄土江 I式 の指標である 202、 204号 住居か らは回縁部がやや長 く「 く」の字に

開 く、タタキ調整を施 した土師器甕、小型九底壺、6世紀前葉の須恵器等が出土 してお り、大町

遺跡に先行する。

浄土江 I式 は 6世紀前葉～後葉に比定されているが、資料の希薄な I式の後半を大町遺跡の竪

 ́ 穴住居出土土器が埋めると考えられる。また、次の浄土江 Ⅱ式段階 (7世紀前葉～中葉)に 相当

19 する資料 も今回の調査で追加 されてお り、新たに資料 に加わった須恵器、土師器や、竃の出現

年代の上昇等 も含め、編年の細分化が必要 となろう。

宮崎平野部の同時期の集落 として、高鍋町の上ノ別府遺跡、新富町の藤掛遺跡、上園遺跡、宮

崎市の源藤遺跡、竹之下遺跡、多宝寺遺跡等があ り、今後はこれらの資料 を検討、吟味 し、宮

崎平野部の上師器編年の確立が望 まれる。

【参考文献】

(註 1)『 浄土江遺跡』宮崎市文化財調査報告書第 6集  宮崎市教育委員会 1981

(註 2)1996(平 成 8)年調査。3軒 の竪穴住居が検出され、いずれも住居北壁から、屋外 に煙

道が伸びるタイプの竃 をもつ。

(註 3)中 村 浩 『和泉陶邑窯の研究』 1981

(註 4)野 間重孝 「浄土江遺跡における土師式上器の編年的試論」『宮崎考古』7号 1981
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竪穴住居一覧表 1

住 居 配
規  模

( )は現存長 (m)
平 面 形 住居方位 埋甕 竃 竃方位 柱数 備  考

1号竪穴住居 5.4×  6.0 長 台 形 N35°  E ○

2号竪穴住居 (6.1)× 5.0 長 方 形 N6° E ○

3号竪穴住居 × 方   形 N36°  W ○ 住 4と 重複

4号 竪穴住居 × 長 方 形 N27°  E ○ ? 住 3、 57と 重複

5号 竪穴住 居 (5.3)×  5.5 方 形 N ll°  E ○ 4

6号竪穴住居 × 正 方 形 N lψ  W ○ ? 4

7号竪穴住居 × 長 方 形 N28°  E ○ N37°  E 4

8号竪穴住居 × 方 形 Nl° E ○ 6

9号 竪穴住居 (4.1)× 5.5 N3° W ○ ○ N82°  E ?

10号 竪穴住居 (4.5)×  (2.7) N22◇  Vヽ ? 住 11と 重複

11号 竪穴住居 (3.2)× N50°  E ? 住 10と 重複

12号 竪穴住居 × 長 方 形 N12°  E 4

13号 竪穴住居 5.3× 6.7 長 方 形 N4° E 02 4 住 14と 重複

14号 竪穴住居 4.5× 4.7 方 形 N20°  W ○ N13°  W ? 住 13と 重複

15号 竪穴住居 × 方 形 N47◇  E ?

16号 竪穴住居 5,1× 5.2 方 形 N ll°  W ○ ○ S8°  E 6

17号 竪穴住居 × 正 方 形 N21°  W ○ 4 住60と 重複

18号 竪穴住居 6.3 × (5.2) N19°  W ○ ○ N12°  W 住 19と 重複

19号 竪穴住居 (4.8)×  (3.2) N4° W 住 18と 重複

20号竪穴住 居 × 方 形 N22°  W ○ ○ N12°  W ? 住21と 重複

21号竪穴住居 (2.0)×  3.1 N6° W 住20と 重複

22号 竪穴住居 (4.5)×  (4.0) N7° W ○ ○ N2° E

23号竪穴住居 (4.4)×  (5.3) N4° E ?

24号 竪穴住居 (3.1)×  6.3 Nl° E ? 住25と 重複

25号竪穴住 居 (4.6)× N21°  W ○ ? 住 24、 26と 重複

26号竪穴仁居 7.9× (6.5) 長 方 形 N3° W ○ 4 住 25、 27と 重複

27号 竪穴住居 (4.2)×  (2.0) N10°  W ○ N 9°   W 4 住 20、 26と 重複

28号 竪穴住居 (4.8)×  5.6 N7° E ○ N2° W 4? 住 62と 重複

29号竪穴住居 3.OX4.1 長 方 形 N2° E 住30と 重複

30号竪穴住居 (5.2)×  5.8 N3° E 4 住 29、 32と 重複

31号竪穴住居 (1.2)× 3.5 N3° W ○ ?

32号 竪穴住居 (0.7)×  4.6 Nl° E ? 住 30と 重複
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竪穴住居一覧表 2

占
ｙ

た
　
　
ゝ

住 居 h 規  模

( )は現存長 (m)
平 面 形 住居方位 埋甕 竃 竃方位 柱数 備  考

33号 竪穴住居 × N7° E ?

34号 竪穴住居 (4.3)× 5。 1 N9° E ○ 4

35号 竪穴住居 4.7× (1.8) N22°  E ○ N20°  E 4?

36号竪穴住居 (5,5)×  8.0 N4° W 6

37号 竪穴住居 (4.2)×  (2.8) N34°  E 4?

38号 竪穴住居 × 長 方 形 N3° E ○ 4

39号竪穴住居 6.0×  7.5 長 台 形 N35°  E

40号 竪穴住居 (2.6)×  (0.8) N23°  E 4?

41号 竪穴住居 6.8× (4.9) N9° E ○ ○ S86°  E

42号 竪穴住居 × 方   形 N2° W

43号 竪穴住居 (4.7)× 4.2 長 方 形 Nl° W ○ ? ○ N8°  E

44号 竪穴住居 4.0× (3.8) 不整方形 N8° E ○

45号 竪穴住居 (2.6)×  4.4 N3° E ○ N5° E 住 46と 重複

46号 竪穴住居 7.6×  9。 2 長 方 形 N8° E ○ 住 45、 47と 重複

47号 竪穴住居 (2.0)×  5,0 N13°  W ○ ? 住 46と 重複

48号 竪穴住居 (1.6)× 6.5 N10°  E ○ N82°  E 4?

49号 竪穴住居 × 方 形 N5° E ? 住63と 重複

50号竪穴住居 (2.7)×  (1.8) N ll°  W ? 住 51、 63と 重複

51号 竪穴住居 5。 3× (3.3) N14°  E ? 住 50、 63と 重複

52号 竪穴住居 5。 1× 4.9 方 形 N4° E ○ ○ S4°  E 4 住63と 重複

53号竪穴住居 6.3× 6.8 長 方 形 N5° E 4

54号 竪穴住居 5,2 × (1.8) N15°  E 4?

55号 竪穴住居 (4.6)× (1.4) N 5°   W 4?

56号竪穴住居 6.0× (4.4) N23°  E ?

57号竪穴住居 3.6× ○ ? 住4と 重複

58号竪穴住居 2.3× 3.0 長 方 形 N10°  E

59号竪穴住居 2.4× 4.2 長 方 形 N17°  E ?

60号 竪穴住居 2.7 × 長 方 形 N12°  E ? 住 17と 重複

61号 竪穴住居 (3.8)×  (3.0) 台 形 N52°  ⅢV ?

62号 竪穴住居 × 方 形 N18°  E ○ ? 住28と 重複

63号 竪穴住居 2.3 × (3.6) 長 方 形 N13°  E ? 住 49～ 52と 重複



出土遺物観察表 1

遺物
番号

出土遺構
種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考外 面 i内 面

1 1号竪穴住居
土 |

受

〒器
雲

ハケ後ナデツヽケ後ナデ 一　
一

外
内

q褐色
白

0.1～ 211ulの 透明、乳白色の粒、
0.5～ 51Hlの砂給、秒礫を%く 合すF

2 1号竪穴住居
土師器

塞

ハケ後ナデ ハケ後ナデ
ヨコナデ

一　
一

外
内

]黄褐色
手色

0.5～ 5nMlの砂粒、砂礫を多く含む

3 1号竪穴住居
土師器

幸
回径 (16.2) ハケ後ナデ

ヨコナデ
ハケ後ナデ
ヨコナデ

外― 明黄褐色
内一 緒色

0.511ull以 下の砂粒を多く含む

4 1号竪穴住居
土 日F言洋 ナ デ ハケ後ナデ 一　

一

外
内

にぶヤヽ種色
にぶヤヽ声争わq

0.5～ 41■ llの 砂粒、砂礫を多 く含む

5 1号竪穴住居
土師器

箸
ナデ   !ナ デ グトー

内 一 響疹ぞ署急
粒子、0,3Hull以下の砂

木葉底

6 1号竪穴住居
土師器

碁
ナ デ ナ デ 一　

一

外
内 降響笏ぞ懸念粒子、0.31111n以 下の砂

木葉底

7 1号竪穴住居
土 日

受

器 ナ デ ナ デ 辰
匠

一　
一

外
内

色
魯

Ｒ
ユ

ヨ
υ.1～ 0.511unの 透明、黒色の粒
Э.5～ 71111nの砂粒、秒礫を多 く含む 木葉底

8 1号竪穴住居
土師器
高年

ヘラミガキ ナ デ 外 ― にぶ↓ヽ種色
内― にぶヤ婚 魯

砂粒を多量に含む

9 1号竪穴住居
土師器
高抹

ヘ ラ ガ キ ナ デ 一　
一

ハ
内

局色 lllllll以 下の砂粒を含む

1号竪穴住居
土師器

続 器高 8.3
ヘ ラ ガ キ キガ

デ
ミ
ナ

ラ

コ
ヘ
ヨ

ダトーー 夏0色
内一 明赤楊色

〕.1～ 211ullの 透明、黒色の粒、
う 氏̂-4mmし D獅い締  涌い簾墜必}を■すf

11 1号竪穴住居
土師器

加
口径 13.8 ヘ ラ ガ キ Vペ ラ ガ キ 一　

一

外
内

種色
にぶい声争や軋

).1～ 311ullの透明の粒
)。 1～ 4111111の砂粒、砂礫を多 く含む

1号竪穴住居
土師器

堕

ナ デ ナ デ 一 種色
― 陪未 庁名

砂礫を多 く含む
網目状の刻目突帯

1号竪穴住居 鶴嬬
ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 外 ― 暗灰色
内一 書匡名

211un以 下の砂粒を含む

1号竪穴住居 鶴囃
器高 4.6

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　

一

外
内

灰色
青灰色

211ull以下の砂粒を少量含む

1号竪穴住居
須恵器
抹身

ヘラクス リ
ナデ

ナ デ タトー 灰オリーブ色
内一 吉灰打

2.5111111以 下の砂粒を含む

1号竪穴住居
須恵器
抹身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 外― 灰色
内一 灰白仕

211ull以下の砂粒をやや多く含む

2号竪穴住居
土師器

奉
ハケ後ナデ ハケ

ナデ
外 ― 橙色

FIH未楊魯内 一

0.1～ 2.5111111の 透明の粒、
0.5～ 5111111の 砂粒、砂礫を含む 埋奏

2号竪穴住居
土師器

甕 器高 30.2
ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

外 ― 色
往

橙
緒内 一

0,1～ lllullの 透明、黒色の粒
0.5～ 911ullの砂粒、砂礫を合む

2号竪穴住居
土師器
鉢 器高 13.7

ハケ後ナデ ハケ後ナデ 外― にぶVヽ黄橙色
内一 橙色

0.5111111以 下の砂粒を多 く含む

2号竪穴住居
土師器

椀 器高 10.5
ヘラミガキ おヽラ ガ キ タトー

内一
0.61ul以 下の砂粒を含む

2号竪穴住居
土師器

満 器高  5_5
ナデ
ユ ビオサェ

ナ デ 一　
一

外
内 綺 色

0.2111tll以 下の砂粒を多く含む

2号竪穴住居
須恵器
抹奉

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 灰
灰

一　
一

外
内

0.1～ lnmの ,

0.1～ 2mmの 1

二明の粒、
′粒を含む

3号竪穴住居
土 器 ハケ ナデ

ユビォサェ
ハケ後ナデ 一　

一

外
内

歳貢橙
明苦潜

Э。1～ 2.OllHllの 透明の粒、
9.5～ 5.511ullの 砂粒、砂礫を含む 埋奏

3号竪穴住居
土 器 ナデ

ヨコナデ
ナデ
ヨコナデ

一　
一

外
内

浅貢橙色
黄橙色

511Mlの 砂粒、砂礫を多 く含む

4号竪穴住居
土師器

甕
ナ デ ナ デ 71・ ―

内 一
茂黄橙色
灰色

0.5～ 7111111の 砂粒、砂礫を多く含む
木葉底

4号竪穴住居
土師器
菖抹

口径 (16.0) ナ デ ナ デ 一　
一

外
内

0.1～ 211unの 砂粒を含む

4号竪穴住居
土師器
菖抹

ヘラ ミガキ !ナ デ 一　
一

外
内

種色
にぶ与ヽ求許や曳

01～ 2111tllの砂粒を含む

4号竪穴住居
」L目

◇
器 ツヘヽラ ガ キ ヘ ラ ミガキ タトー 橙色

内一 給角
0。 1～ 2111tnの砂粒を含む

4号竪穴住居 鶴嬬
口

器
14.7
4.0

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ クトー 灰
灰内 一

0.1～ 5111111の 砂粒、砂礫を含む

4号竪穴住居 鰯癬
ヘラケズリ
ナデ

ナ デ ダトー

内一
殊
黄 ]色

2111111以下の砂粒を含む

4号竪穴住居
須恵器
掠芸 器高  (4_4)

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 灰色
扉れ

Zllull以下の砂粒を含む

4号竪穴住居
須恵器
抹奉 器高 (3.3)

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 外 ― 灰色
内一 匠魯

lllull以下の砂粒を含む

5号竪穴住居
土師器

甕
ナデ
糠痛

ナ デ 外 ― 明黄褐色
搭角内 一

0.511un以 下の砂粒を多 く含む
埋甕

5号竪穴住居
土師器
高沫

口径 19.0 ヘラ ミガキ
ヨコナデ

ヘ ラミガキ
ヨコナデ

橙
潜

一　
一

外
内

砂粒を含む

5号竪穴住居
土師器
高抹

ミガキ  け デ
ヨヨナデ  |

一　

一

外
内

にぶい穣色
潜魯

6nun以下の砂礫、砂粒を含む



出土遺物観察表 2

物
号

遺
呑 出土遺構

類
種

種
器

量
，ｍ

法
そ

器 面 調 整
色  調 土胎 備 考

外 面 内 面

5号竪穴住居
土 Hlp喬

高杯
ナ デ ナ デ

ぶ

ぶ
一　
一

外
内

砂粒を多 く含む

5号竪穴住居
1号地下式横欠

土師器
椀

径
高

口
器

ナ デ ナデ
ヨヨナデ

外 ―
内 一

責橙色
苦潜魯 鍛 壱船 癬 ユ監魁 も にヘラ記号

居
欠

5号竪ク
1号地下 鶴勅

口径
器高

ナデ   iナ デ
|ヨ コナデ

色
色

灰
灰

青
青

外 ―

内 一
9.5～ 411Hlの 砂粒、砂礫を多 く含む

完形

5号竪穴住居
ク暑4b下#結々

土師器
続

回径  7,7
果 菖  民 と

ヘ ラミガキ |ナ デ
ナデ    |

種
橙

71・ ―

内一
211n以下の砂粒を含む 完形

大董庫

5号竪穴住居
2号地下式横欠 鶴聴

径
高

回
器

ナデ    け デ 一　
一

外
内

暗青灰色
青灰色

2111111以 下の砂粒を含む 完形
宝珠つまみ

釣坤
鶴嬬

口径  11.1
器高  3.7

ナデ    け デ タトー 灰色
書灰魯内 一

2.511ul以 下の砂礫、砂粒を多く含む 死形
42と セ ッ ト

釣中
須恵器
抹身

回径  10.0
怨菖  R4

ヘテケズリイゑナデ ナデ 青灰色
庁名

一　
一

外
内

41MIl以 下の砂礫、砂粒を多 く含む 元形
41と セ ッ ト

須恵器
抹身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ グトー 〃ぐ日
内一 灰 白

綱砂粒を含む

6号竪穴住居
土師器

準
口径  17.5
器高  29.5

ケズリつ符ヘラナデ
ヨヨナデ

ナデ ヨコナデ
ユ ビオサエ

一　
一

外
内 ご報

の砂礫、lllul以 下の砂粒を多
完形

6号竪穴住居
土師器

甕
口ぞと  15.2
器高 31.2

ヨ
痛

ガ
擦

ナデ ヨヨナデ 外一 赤橙色
内― にぶヤ埒 角

0.6111111以 下の砂粒を多く含む

6号竪穴住居
土師器

奎 器高 29.0
ハケ後ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

褐
褐

赤
赤

一　
一

外
内 彙督 響

の砂礫、lllull以下の砂粒を多

6号竪穴住居
土師器

盛
口径  15。 8
号阜モ素  22.0

ハケ後ナデ
ヨヨナデ

ナデ
ヨコナデ

色
任

橙
褐

一　
一

外
内

0.1～ lllHllの 透明な粒子
0.5～ 811Hllの砂粒、砂礫を多 く合む

ほぼ完形

6号竪穴住居
土師器

套
ハケ後ナデ ヨコナデ 外― 赤褐色

内一 橙色

`蓉

響
の砂礫、lllun前 後の砂粒を多

6号竪穴住居
土師器

甕
ナデ ヨヨナデ
擦痛

ナデ
ヨコナデ

色褐
色

赤
褐

明
赤

一　
一

外
内

2～ 6.5111111の 砂礫、1剛前後の砂粒、
務 FIHな奸子 券%で 合子|

6号竪穴住居
土師器

薯
口径  15.6 ハケ後ナデ

ヨコナデ
ナデ
ヨヨナデ

にぶヤヽ橙色
にぶヤ姶 ね曳

一　
一

外
内

砂礫、砂粒を多く含む

6号竪穴住居
土師器

甑
径
高

口
器

26.7
29.7

ハケ後ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨヨナデ

パ
ぶ

一　
一

外
内

色
任

使
搭

砂礫 、り財互を多 く曾 む

6号竪穴住居
土師器

師
26.8
9R 民

径
高

口
器

ハケ後ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨヨナデ

種
橙

ぶ

ぶ
一　
一

外
内 ィ馨響

の砂礫、 llllll以 下の砂粒を多 ほぼ完形

6号竪穴住居
土師器

師 孫ξだ
=  25_0

ハケ後ナデ iナ デ 色褐
色

赤
橙

一　
一

外
内

1～ 611Mllの砂礫、 l null以 下の砂粒を多
く含む

6号竪穴住居
土師器

甕

ハケ後ナデ iナデ
ヨヨナデ  |ヨ ヨナデ

一　
一

外
内

引赤
未楊

弓色
雪

1～ 511ullの砂礫、1硼前後の透明な粒
子を多 く合む

6号竪穴住居
土師器

薯
ナデ   |ナ デ
ヨヨナデ  |ヨ ヨナデ

外― にぶVヽ橙色
内一 r択ぃお魯

り味 、υ枢 を安 く営 む

6号竪穴住居
土師器

甑
ナデ   け デ
ユビオサェ iョ ヨナデ

外 ― 橙色
内 _rtttゝ 搭れ 箸夢∵暮慾

礫、 l llull以 下の透明の粒

５７

」

５８

6号竪穴住居
土師器

率
ハケ後ナデ iヨ ヨナデ
ヨヨナデ  |

グトー

内一
橙
橙

Э.5～ 511ullの砂粒、砂礫を多 く含む

6号竪穴住居
土 R

妥

器 回径  13.C ナデ    け デ
ヨヨナデ  !ヨ コナデ

明
は

一　
一

外
内

色

と 筆卿
粒、微細な透明の粒

6号竪穴住居
土 日

望
器 ナデ    け デ ぶ

ぶ

ダトーー

内一
色
れ

橙
潜

3.1～ lllltllの 透明の粒、
3R～ 7mmのあ 締  め 灌 穿 2で 合 す。

6号竪穴住居
土 器 デ

痕
ナ
篠

ナ デ 色褐
伍

貢
褐

明
灰

一
一

外
内

511ull以下の砂粒、砂礫を多く含む

6号竪穴住居
土師器

奉
ナデ    |ケ ズ リ
藤痛    |

― にぶヤ翠
一  !Fズい瑠

5nIIll以下の砂粒、砂礫を含み、微細
な透明の粒子を少量含む

6号竪穴住居
土師器

碁
ケズリ後ナデ iナ デ

禽三隠キ1簿
511ull以 下の砂粒、砂礫を多 く含む

6号竪穴住居
土 日

望
器 ナデ    :ナ デ 葺

ド

辰
燃

一　
一

外
内 艶

静
〕.1～ 0.211ullの 透明の粒、
〕.5～ 51111nの秒紺、お礫を%く 合む 木葉底

6号竪穴住居
土師器

椀
径
高

口
器

12.8
9.5

ナデ   iナ デ
ヨコナデ  :ヨ コナデ 缶褐

色
赤

種
明

一　
一

外
内

砂礫、砂粒を多く含む
完形

6号竪穴住居
土師器
高抹

口径  11.1
器高  8.5

ヘラミガキ :ヘ ラミガキ
ヨコナデ  |ヨ コナデ

明
閉

一
一

外
内

色
但 拓悪竪?咳鷲魯雀

量含み、14Mll以下ほぼ完形

6号竪穴住居
土師器
抹芸

ヘラミガキ
ヨコナデ

キガ
デ

ミ
ナ

ラ

コ
ヘ
ヨ

橙色
にぶヤヽ橙色

砂粒、透明の粒を多 く含む

6号竪穴住居
土師器
抹芸

口径 (13.7) キガ

デ

ミ
ナ

ラ

コ

ヘ

ヨ

ヘラミガキ
ヨコナデ

貢
責

ぶ

ぶ
一　
一

外
内

砂粒を含む

6号竪穴住居
須恵器
抹芸

13.8
4.1

回
果

ヘラクスリ
ナデ

ヘラケスリ
ナデ

炊
灰

一　
一

外
内

1.5～ 811Mllの砂粒、砂礫を多 く含む

6号竪穴住居 婚鶏
径
高

口
器

12.C
(3.8)

ヘラケズリ
ナデ

ヘラケスリ
ナデ

一　
一

外
内

‐灰色
1匠魯

)1～ 211ullの 自色透明の粒及び砂粒
を合む

7号竪穴住居
」L日

望

器 径
菖

回
哭

ハケ後ナデ
ヨコナデ

ハケ後ナデ
ヨコナデ

一　
一

外
内

赤褐色
HH未楊名 律聾撃

の砂礫、lllull以 下の砂形 を多
木葉底

―- 125-



出土遺物観察表 3

遺物
番号

出土遺構
種 類
器 種

量
，ｍ

法
ぐ

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考

外  面 内 面

7号竪穴住居
土師器

幸
径
言

口
瀑

'ヽ
ケ後ナデ

ヨコナデ
'ヽ

ケ後ナデ
ヨヨナデ

一　
一

外
内

色
色

Ｋ
巳
四
ａ

1～ 84Xllの 砂礫、砂粒を多 く含む
ほぼ完形

7号竪穴住居
土師器

奉
口
器

17.2
18.1

ヘラナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

外一 赤褐色
内一 明赤褐色

砂礫 、砂柾 を多 く営 む

7号竪穴住居
土師器

幸
ナデ
ヨコナデ

ハケ後ナデ
ヨヨナデ

一　
一

外
内

橙色
1伏ぃ楊 魯

9111tll以 下の砂礫を多 く含む

7号竪穴住居
土師器

甕
ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨヨナデ

外― にぶヤヽ橙色
内一 橙色

3.1～ lIMllの 透明の粒 を含み、
印 民̂ャ Ammbら 獅心�  涌い簾竪汚学珍みでを洋すF

7号竪穴住居
土師器

甕
ナデ ナ デ 一　

一

外
内

にぶい貢橙色
潜魯

0,1～ lllllllの 透明の粒を含み、
0.5～ 511ullの砂粒、砂礫を多 く含む

7号竪穴住居
土師器

整

ハ ケ後 ナデ iナ デ
|ヨ ヨナデ

外―
内 一

＝
壱

い

反

.橙
色

呂任
511ull以下の砂礫、砂粒を多 く含み、
白包透明の粒を少量含む

7号竪穴住居
土 | 器 ナ デ ナ デ 一　

一

外
肉

浅黄色
里名

7111111以下の砂礫、砂紅を含み、微細
な白色携明の対 も含む 底部に線刻

7号竪穴住居
土師器

碁
ナデ
ユビオサエ

ナ デ 71・ 一 種色
内一 浅黄橙色

0.1～ 211ullの透明の粒及び、0.5～ 61nH

の秒給、秒様を合む

7号竪穴住居 劉
辞

器
下

口径  15.2 ナデ   iヘ ラミガキ ｆ

Ｐ
一　
一

lllull以下の砂粒 を含む

7号竪穴住居
土

Ｆ
酷
不

ナデ   :ナ デ 黄
責

浅
浅

一
一

5111111以下の砂粒、微細な白色の粒を
少量含む

7号竪穴住居
土師器
菖抹

ツ＼ラ ガ キ ナ デ 明
田

一
一

加
冽

火下の砂光
の粒を少

|を 含み、微糸円な自色
詩合

=「

7号竪穴住居
土 器

ボ
ナ デ ナ デ 色

角
構
潜

一　
一

外
内

0.1～ lllMllの 透明の粒及び、0.1～ 211ul

の砂村を含む

7号竪穴住居
土目

お
器 ナ デ ナ デ 一　

一

外
内

種
橙

貢
黄

D.1～ lllullの 透明の粒及び、0.5Hllllの

恥持 恥稗 歩合す。

7号竪穴住居
止 H甲希
郭蓋

ヘラ ミガキ
ヨヨナデ

ナデ
ヨコナデ

一　

一

外

内
砂粒を少量含む

7号竪穴住居
土師器
抹蓋

ヘラケズリつ往
ヘラミガキ ヨコナデ

ヘラミガキ
ヨコナデ

一　
一

外
内

砂粒を少量含む

7号竪穴住居
土師器
林身

ヘラミガキ
ヨコナデ

ヘラミガキ
ヨコナデ

種
潜

一　
一

外
内

砂礫を少量含み、砂粒を多 く含む

7号竪穴住居
須恵器
抹奉

口径  14.0
果菖  RR

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 殊
圧

一　
一

ハ
内

色
色

５

爵
0.511Mll以 下の砂粒を多 く含む

天丼部にヘラ記号

7号竪穴住居
須恵器
抹書 器高  4.0

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　

一

外
内

オリープ黒色
灰色

0.611」ll以下の砂粒を含む

7号竪穴住居 鶴聴
径
高

日
器

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ グトーー 育
内一 書

一ｋ

一照

0,1～ 7.Ollullの 白色透明及び、自色C
粒を含む

7号竪穴住居
右が
な
．
‥

嚇
不

ナ デ ナ デ 掏
白

黒
匠

0。 1～ 2.OllLllの ,

0.5～ 2.511ullの r

の枢友び、
を含む

7号竪穴住居
:さ   8.3
i  3.8

ナ デ ヨコナデ 外― 橙色
内一

).lllull程 の透明の粒及び、0.511xll～

3111tllの 砂粒、砂換を多 く含む

8号竪穴住居
土師器

碁
ナデ    |ナデ

|ヨ ヨナデ
タトー
内 一

色
角

311ull以 下の砂

'
2111111以 下の乳 |

、砂礫を多 く含み、
色の粒を少量含む

埋 甕

8号竪穴住居
土師器

碁
ハケ後ナデ ナ デ 黎

瑠
東
昔

炊
灰

一　
一

外
内

色
色

511ull以 下の砂粒、砂礫を多く含む
底部に線刻

8号竪穴住居
土 Rl

e
]君辞 ナデ   ツ ケヽ後ナデ 外― 明貢褐色

内一 黄橙色
Э.1～ 2.Ommの
1 氏―R ∩mmbら

透明 の
む持

上

歩礫 を合む

8号竪穴住居
君
◆

師
付

土
台 器高  14.1

ヘラ ミガキ
ヨコナデナデ

ヘラミガキ
ヨヨナデ ナデ

一　
一

外
内

黒色 自色透明の粒 を少量含む

8号竪穴住居 珊訴
ナ デ ナ デ 色

打
種
潜

一　
一

外
内

0。 1～ 2.Ollllllの

夕mm赤早員チbDない来
存
Ｌ

″
・

透明の粒
,す |

8号竪穴住居 郷
ネ

嚇
等 器高  3.9

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

灰色
扉魯

611111以下の砂粒、砂礫を含む
天丼部にヘラ記号

8号竪穴住居
須恵器
抹善

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

ハ
内

く

一ｋ

色
色

2.511Mll以 下の砂粒、砂礫を少量含む

8号竪穴住居
須恵器
掠身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ グトー

内一

一ｋ

一碇

3.511111以 下の砂粒、砂礫を少量含む

8号竪穴住居
須恵器
抹身

口径 (11.4) ヘラケズリけ デ
ナデ    !

ダトー オ火日
内一 浅責 垂色

2～ 4111111の砂粒を少量含む

8号竪穴住居
須恵器
高抹

ナ デ ナ デ 暗
陪

一　
一

=灰色
:旺名

lllull以下の自色黒色透明の粒、0.5～
9mmbD和ら共ヤィ″モ■す。

長方形の透か しイし
3笛所

9号竪穴住居
土師器

奉
ナ デ ナ デ 一 淡黄色

― 苦灰色
5111111以下の砂粒、砂礫を多 く含む

埋甕

9号竪穴住居
土師器

碁
ナデ
ユビオサエ

ナ デ 一　
一

外
内

淡貢色
黄灰色

511ull以下の砂粒、砂礫を含む

9号竪穴住居
須恵器
嵩抹

ナ デ ナ デ 一　
一

外
内

〓目
圭自

一ｋ

一ｋ

D.5～ 24Mlの 白色透明、乳白色の粒を
含む 径lcmの穿孔有 り

9号竪穴住居
須悪器
抹奉

ヘラケズ リ
■デ

ナ デ 一　
一

外
内

砂粒を含む



出上遺物観察表 4

遺物
番号

出土遺構
種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色  調 胎 土 備 考

外 面 I内 面

10号竪穴住居
弥生土器

幸
ナ デ ナ デ 一　

一

外
内

橙色
F白魯

0.1～ 3.51111nの 金色、透明の粒、
∩̂5～ 2mmの砂対を合む 突帯有り

10号竪穴住居
弥生土器

幸
ナ デ ナ デ 色

色
種
搭

一　
一

外
内

241mの 以下の砂粒 を多 く含む

10号竪穴住居
麻生土器

碁
ナ デ ナ デ 例

〆
一　

一

0。 1～ lllltllの 透明、黒色の粒
0.5～ 4.511unの 砂粒、砂礫を

び
む

11号竪穴住居 鶴嬬
径
高

口
器

10,0
3.1

ケズリ後ナデ け デ ― 青灰色
― 書匠魯

).1剛程度の透明の粒及び、
).5～ 3.51nlnの 砂粒、砂礫を含む

宝珠つまみ

2号竪穴住居
土師器

奉
径
高

口
琴

18.2
19.4

ハケ後ナデツヽ ケ後ナデ
ヨヨナデ  :ヨ ヨナデ

一　
一

外
内

明赤褐色
明未掲任

51Hllの 以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住居
土師器

碁
口径  14.8 ハケ後ナデ :ナ デ

ヨコナデ  |ヨ コナデ
タトー
内一

ぶ

ぶ
種
橙

ξ

ユ

ヽ

511ullの以下の砂礫、砂粒を多く含む

12号竪穴住居
土師器

碁 ョζ争泰
デ

:苔ヨナデ 一　
一

外
内

にぶい
にぶい

311ullの以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住居
土師器

甕

ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ
ヨコナデ  |ヨ ヨナデ

ぶ

ぶ
一　
一

外
内

3111111の 以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住居
土師器

甕

アヽケ後ナデ
ヨヨナデ

ハ ケ
ヨコ

ナデ
デ

外 ― 灰黄褐色
内一 r式ぃ苦潜魯

0.1～ lllullの 透明の粒及び、
1-民  民mmの務持  務稗 イ学%で 合す「

12号竪穴住届
土師器

盛

口径 (16.0) ハケ後ナデ
ヨヨナデ ユビオサエ

ヨヨナデ 外 ― にぶn
内 ― にぶⅢ

色
名

陰
陰

砂礫、砂粒を多く含む

12号竪穴住居
土師器

整

ハケ後ナデ
ヨヨナデ

ヨコナデ ぶ

ぶ
一　
一

外
内

陰色
黄橙色

411ullの 以下の砂礫、砂粒を含む

12号竪穴住居
土師器

甕
口径  16.8 ハケ後ナデ |ナ デ

ヨコナデ  !ヨ コナデ
タトーー に示い
内― にぶ与ゝ

砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住居
土師器

甕
口径  17.[ ア^ナ

デ
後
ナ

ル
／
コ

ハ

ョ ヨ コ ナ デ
タトー
内 一

橿

精
色
角

81un以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住雇
土師器

甕

ハケ後ナデ
ミガキ

ナデ
ヨヨナデ

ぶ
ぶ

一　
一

外
内

黄

苦

色

打
711ullの以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住雇
土師器

蓋

ハケ後ナデ ナ デ ハ
ー

内一
夢

＝

火
酪

褐色
葦橙色

511ullの 以下の砂礫、砂粒を多 く含む
木葉底

12号竪穴住居
土師器

奉
ヘラナデ ナ デ 夕

〆

ぶ

ぶ
一　
一 】色

511ullの以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住居 珊練
デ

，鍛
宏 ?

ミガキ 外 ― にぶ�ヽ橙色
内一 FIH潜魯

価
妹

の砂礫、黒色透明の細粒を

12号竪穴住居
土師器

至

口径
器高

ヘラミガキ
■デ

ナ デ 外 ― にぶヽ
内― にぶヽ

色
打

ｋ
巳
ｋ
ｑ

511111以下の砂礫、砂泣を多 く含み、
透明、黒色透明の粒 も含む

12号竪穴住居
土師器

堕

ハケ後ナデ ナ デ 一　
一

外
内

明赤褐 色
BH未楊 名

3～ 811xllの砂礫を含む

12号竪穴住居
土師器

甲

ナ デ ナ デ 外 ― 磯東穣 色
内 一 漆苦符

211ull以下の砂柾を多 く含み、3～ 411anl

の砂礫を少量含む

12号竪穴住居
土師器
菖抹

ヘラミガキ
ハケ

ナ デ ぶ

ぶ
一　
一

外
内

lllMll以下の砂粒を少量含む

12号竪穴住居
土師器

甑
ハケ後ナデ ハケ後ナデ

ユビオサエ
外 一 黄橙色
内― にぶい黄椅れ

511111の以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住居
土師器

甑

ハケ後ナデ ハケ後ナデ 外 ― にぶい赤褐色
内 _rズぃ講 魯

511ullの 以下の砂礫、砂粒を多 く含む

12号竪穴住居
土師器
抹蓋

口径  15.7
器高  4.3

ヘラミガキ
ヨコナデ

ヘラミガキ ナデ
ヨコナデ

一　

一

琳
内

種 色
痔 苦 潜 名

lllul以下の砂粒を多 く含み、511ull以 下
のお穫孝み暑合帝 完形

12号竪穴住届
土師器
抹芸

ヘラミガキ ヘラ ミガキ 外― にぶい種
内― にぶVヽ緒

lllllll桂 の砂礫、細砂粒を含む

12号竪穴住居
土師器
抹奉 器高  4.8

ヘラミガキ
ヨコナデ

ナ デ 外― 明赤褐色
内一 橙色

υHltn以 卜の砂礫、υ柾及 び、日色、界
色透明の粒 を含む

12号竪穴住居
主帥喬
郭身

径
菖

口
果

ヘラミガキ
ヨコナデ

ヘラミガキ
ヨコナデ

一　
一

外
内

橙色
にぶい博jオ争や亀

砂礫を少量含み、砂粒、細砂粒を3
1F

12号竪穴住届
上帥器
琢身

口窄色  12.4
器高

`5_4)

ナデ
ュ ビオサェ

ナ デ ― にぶい
一 ↓はい

蔭色
潜名

31ull程 の砂礫を含む

12号竪穴住居
土師器

椀

ヘ ラミガキ ナ デ
ぶ

ぶ
一　
一

外
内

笹
苦 1符

細砂粒を含み、透明な粒を多く含も

12号竪穴住居
須恵器
琢書

口
暴

14.3
4,0

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 灰
灰

書
口
圭同

一　
一

外
内

0.5～ 3 51Mlの 自色透明の粒を含み、
砂粒、砂礫を多く含む 天丼部にヘラ記号

12号竪穴住居
須恵器
抹芸

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

暗灰色
灰色

4Hull以 下の砂礫、砂粒を少量含む

12号竪穴住居
須恵器
琢奉

ヘラケズ リ
■デ

ナ デ 外 ― 青灰色
炉〔オリープや軋内 一

lllHl以 下の砂粒、2～ 411Hllの砂礫を少
量合む

口紡需Бに刻目

12号竪穴住居
須悪器
杯身

径
一島

口
器

ヘラケスリ !ナ デ
ナデ   !

外 ― 灰 白色
内一 旺白魯

6.511Ml以下の乳自色の礫を少量含
み、砂粒をあく合む 完形

12号竪穴住居 鶴嬬
ヘラケスリ iナ デ
ナデ   |

色
待

東
苦

炊
灰

一　
一

外
内

llHll以 下の砂粒を含む

13号竪穴住居
土師器

碧
ナ デ ハケ後ナデ 一　

一

外
内

明 東 偽 色
BH苦楊 魯

5111111の 以下の砂礫、少粒 を多 く含む
埋 甕

一- 127-



出土遺物観察表 5

物
号

遺
呑 出土遺構

種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色  調 胎 土 備 考

外 面 1 内 面

13号竪穴住居
土師器

奉
′サ後ミガキ
ナデ

ハケ後ナデ 外― 明黄褐色
内一 浅苦褐角

5null以下の砂粒、砂礫を多く含む
埋奏

13号竪穴住居
土師器

幸
ナ デ ナ デ つ

解
一　

一

外

内
黄橙色
名

).1～ 2HHlの 透明、黒色透明の粒
).5～ 611ullの砂粒、秒牒を含む

13号竪穴住居
土師器
抹芸

ナ デ Vヘ ラ ガ キ 一　
一

外
内

色
色

)。 1～ lHulの透明、黒色透明の粒
〕.5～ 3.5Hmの砂粒、砂礫を含む

13号竪穴住居
須恵器

飯
ナデ 亥JttR文
,1鞭  IH締凍‖準寸

ナ デ 灰
灰

一
一

外
内

2Hull以下の砂粒を少量含む

14号竪穴住居
土師器
甑 器高  29.2

ナ デ ハケ後ナデ 外 ― 浅責橙色
内一 涛苦潜魯

).1～ 2.5■ llnの 透明、黒、自色透明C
位、0.5～ 3.511ulの 砂粒、砂礫を含む

底付近に径0.6Hlln

の穿孔 2個有 り

14号竪穴住居
土師器

鉄
口径  15,C
哭菖  A zl

す ゲ    |ケ ゲ
ヨ コナ デ  |ヨ コチ デ

一　
一

外
内

生llul以下の砂礫、砂粒を含む

14号竪穴住居 鶴鶏
口径

=  12.7
ナ デ 風

木
のん 、 口

Ｆ
炊
菩

一　
一

外
内

).1～ 311ullの砂粒及び、自色、黒色透
明の粒を含む

14号竪穴住居
須思希
芭抹

ナデ    |ナ デ 殊
灰

一　
一

外
内

21nlll未 満の砂粒、砂礫を含む

15号竪穴住居
土師器

幸 器高 20.4
ハケ後ナデ iナ デ 一　

一

外
内

3mll以下の砂粒、砂礫多く含む

15号竪穴住居
土師器

幸
口径 デナ

デ
後
ナ

ケ
コ

ハ
ヨ

ユ ビオサエ
ヨコナデ

タトー
内一

ぶ

ぶ

色
角

ｋ
弘
ｋ

，

砂粒、砂礫を多 く含も

15号竪穴住居
土師器

幸
口径  18.0 ハケ後ナデ iナ デ

ヨヨナデ  |ヨ コナデ
外― にか橙ヽ色
内― にぶヤ滞 角

砂柾 、υ 喋 を安 く奮 も

15号竪穴住居
土師器

奉
ナデ    iナデ
ヨヨナデ  |ヨ コナデ

東
昔

残
浅

一　
一

外
内

7111111以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

15号竪穴住居
土師器

甕
ナデ    iナ デ 褐

褐

ぶ

ぶ
一　
一

外
内

511ull以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

15号竪穴住居
土師器

幸
ナデ   |ナ デ

:ュ ビォサェ
外― にぶ|ヽ橙
内 ― は サゝ潜

砂礫、砂粒を多く含む

15号竪穴住居
土師器

碁
ハケ後ナデ
ヨコナデ

ナ デ 外 ― にぶヤヽ責橙色
内一 FIH苦楊名

31nlll以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

15号竪穴住居
土師器

薯
ナデ
ヨヨナデ

ナデ
ヨコナデ

グトー 仄東?
内一 灰黄瑠

5mll以下の砂礫、砂粒を多 く含む

15号竪穴住居
土師器

甕
ナ デ ナ デ 炊

涛
一　
一

外
内

子褐
こ瀬争

51nlll以 下の砂礫、砂粒を多 く含む 木葉底
156 tD万モ書【

15号竪穴住居
土師器

甕
ナ デ ナ デ 橙

灰
一　
一

外
内 勇色

砂礫、砂粒を多 く含む
底部に線刻

15号竪穴住居
土師器

奉
ナ デ ヘラミガキ 外― にれ橙ヽ色

内一 黒褐角
砂礫を少量、砂粒を多く含む

15号竪穴住居
土師器

碁
ナ デ ナ デ グトー 種色

内 一 苦給魯
3111111以 下の砂礫、砂粒を含む

木葉底

15号竪穴住居
土師器

碁
ナ デ ナ デ 色

色
橙
橙

沖
沖

一　
一

外
内

生null以下の砂礫、砂粒を含む
木葉底

15号竪穴住居
主 H甲 希

霊

ナ デ ナ デ タトー にぶい橙
内一 ,こぶ七ヽ/rHk

砂礫、砂粒を多 く含む

15号竪穴住居
土師器
甑 瀑高 24.

ナ デ ナ デ 一　
一

外
内

色
魯

31mll以下の砂粒を多く含む

15号竪穴住居
土師器
甑

ハケ後ナデ ナ デ 外 ― 橙色
内一 潜魯

肛′礫 、υ枢 を安 く曾 □

15号竪穴住居
土師器
/1h杉奉

ミガキ ヨヨナデ
ュ ビオサェ

ユ ビオサエ
ナデ

一　
一

外
内

にぶ与ゝ橙色
にぶ与ヽ橙色

砂蝶 、り朔伍を控 く奮 □

15号竪穴住居
土師器
高抹

ヘラナデ ナ デ 一　
一

外
内

吾色 511un以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

15号竪穴住居
土師器

椀 器高  6.4
ナ デ ナ デ 嶺

避
一　
一

外
内

毒だ筈
こだ筈

51nlll以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

15号竪穴住居
土師器
杯幸

ヘラミガキ Iヘ ラミガキ 一　
一

外
内

2111111以 下の砂礫、砂粒を含む

15号竪穴住居
土師器
抹芸

ヘラミガキ !ヘ ラミガキ 板
涛

一　
一

外
内

橙色
給伍

llnlll以下の砂粒を含む

15号竪穴住居
須恵器
抹芸 器高  4.1

ヘラケズリ
ガ 功1日 支

ナ デ 外― オリツ黒色
内一 灰魯 肝

の礫を少量含み、砂粒を多 口縁部タト〓写に亥J目
天丼部にヘラ記号

15号竪穴住居 鶴嬬
器高 (3.7)

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

灰
灰

青
青

).lllull程度の透明の粒及び、0.5～ 4
5nullの 砂粒、砂礫を合む

15号竪穴住居 鶴粒
口径  13.7
器高  4.5

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 炊
匠

青
吉

一　
一

外
内

).5～ 411ul程 度の自色透明の粒、砂
締、あ稗 痺合す。 底部にヘラ記号

15号竪穴住居
須恵器
抹身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

火 貢
娑 阪

〕.1～ lllllllの 透明の粒、0.5～ 211unの 砂
締を合む

15号竪穴住居
須恵器
抹身 器高  4.C

ヘラケズリ |ナ デ
ナデ    |

外 ― 灰色
内一 F魯

砂粒を多く含む

15号竪穴住居
須恵器
抹身 器高  3.7

ヘラケズ リ け デ
■デ    |

一　
一

外
内

―
炊色
1灰任

砂粒を多く含む
底部にヘラ記号



出土遺物観察表 6

物
号

遺
番 出土遺構

種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考

外 面 I 内 面

15号竪穴住居
須恵器
抹身 器高  36

ヘラケスリ |ナ デ
ナデ   |

一　

一

外
内

灰色
圧魯

砂粒を多 く含む

16号竪穴住居
土師器

碁
口径  18.7 'ヽ

ケ後ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

クトー にぶい
内 _rズ ぃ

色
色

褐
褐

き
こヽ

511m以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

16号竪穴住居
土 器 口径  18,7 ケヽ後ナデ

ガキ ヨコナデ
'ヽ
ケ後ナデ

ヨヨナデ

帝

ヽ
明
い

一　
一

外
内 聰

‐色
砂粒、砂礫を多く含む

16号竪穴住居
土師器

碁
ケヽ後ナデ ケヽ後ナデ 外― にぶヤヽ橙色

内― にぶヽ始 角
砂礫を少量含み、砂粒を多く含む

16号竪穴住居
土師器

奉
ケヽ後ナデ ケヽ後ナデ 一　

一

外
内

灰色
F苦魯

2HIn以下の砂粒を少量含む

16号竪穴住居
土 目

望

器 ケヽ後ナデ ケヽ後ナデ 外―
内一

一Ｋ

一Ｋ

3111111以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

16号竪穴住届
土師洛

甕

ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ ぶ
ぶ

一　
一

外
内

31nln以 下の砂礫、砂粒を多く含む と

に・７７脚
-1回答
力W

16号竪穴住居
土日

ζ
器

器高 12.5
ナ デ ナ デ 外

一

内 一
色
色

黄
責

走
た

10Hull以下の砂礫、砂粒を含む

16号竪穴住居
土師器
菖抹

口径
器高

ヘラミガキ
ヨコナデ

ヘ ラ ミガキ
ヨヨナデ ナデ

外 一 浅責橙色
内一 おれ

ll■ll以 下の自色の粒を少量含む

,185 16号竪穴住居
土師器
高抹

ヘラミガキ Iヘ ラミガキ
ナデ    !ナ デ

外 ― にぶい橙
内 _rズぃ船

色
魯

砂粒を多 く含む

17号竪穴住居
土師器

甕

ハケ後ナデ ナデ ヨヨナデ
ユビオサエ

一　
一

外
内

淡貢色
淡黄色

12111111以 下の砂礫を多 く含む
埋甕

17号竪穴住居
土師器

甕
ミガキ ミガキ タトーー 邪含t

内― にぶヤ婚 色
佃砂粒を含む

17号竪穴住居
土師器

奉
ハケ後ナデ
ヨコナデ

ヨコナデ 茂
痔

一　
一

外
内

砂礫、砂粒を多 く含む

18号竪穴住居
土師器

率

ハケ後ナデ ハケ後ナデ 外 ― にれ橙ヽ色
内一 潜魯

砂礫、砂粒を多 く含む

18号竪穴住届
土 器 ヨコナデ ハケ後ナデ 外 ― にぶい

内― にぶい
憶色
苦 活 名

511ull前後の砂礫を多 く含み、砂粒は
/1/・ ない

18号竪穴住届
土師器

甕
ナデ
ヨコナデ

ヨ コナ デ タトー にか
内― にぶ与

砂礫、砂粒を含む

18号竪穴住届
土師器

盛

ハケ後 ナデ
篠痛

ナデ
ヨコナデ

外― 灰黄褐色
内一 褐灰色

砂礫、砂粒を多 く含 F」

18号竪穴住雇
土師器
飢

ハケ後ナデ ヨコナデ タトー によい
内一 にぶ�ヽ

511ull以下の砂礫、砂粒 を含む
牛角把手付

18号竪穴住居
土師器
高抹

Vへ フヽ ガ キ ナ デ 外 ― 浅黄橙色
潜魯内 一

311ull以下の砂礫、砂粒を含み、透明
み新 も微量含まれる

18号竪穴住居
土師器

鉢 器 高  9.C
ナ デ ナ デ 71・ ―

内 一

添

ぶ

色
色

0.5～ 41Hnの 砂粒、砂礫を多 く含む

18号竪穴住居
」ヒロ
ん

器

器高  5。 1

ナデ   け デ 茂
避

一　
一

外
内

0.1～ lllullの 透明な粒、0.5～ 4.51114の

砂泣、砂礫を少量含む

19号竪穴住居
土 下器

亀 器高  5,0
ヘラミガキ iヘ ラミガキ
ヨコナデ  |ヨ コナデ k楊魯

lllull以下の砂粒及び、自色透明の粒
を少量含む

19号竪穴住居
土師器

続 器高  4.0
ヘラミガキ :ヘ ラ ミガキ 橙

苦
一　
一

外
内 色

釘
“
ｋ

，

2111m以下の砂礫、砂粒 を含む

30号竪穴住居
土師器

碁
ハケ後ナデ ナ デ タトーー

内 一

里
【苦

色
打

5111111以 下の砂礫、砂粒を多 く含む
埋甕

20号竪穴住居
土師器

碁
ナ デ ナ デ 外― 橙色

内一 褐灰色
0.1～ llltlllの 透明な粒及び、0.5～ 51Hl

のみ締、秒繰を多 く合む
199てD,Iミ音Б
太華康

20号竪穴住届
土師器

甕
粗いミガキ ナデ 一　

一

外
内 ]色

砂礫を少量、砂粒を多量に含む

20号竪穴住居
土師器

軍

口4差  14.6 ヘラミガキ
ナデ

ナ デ 外 ― υ
内 一 押 寺色

51ull以 下の砂礫、砂泣を多 く含む

20号竪穴住居
土師器
菖抹

粗い ミガキ
ナデ

ナデ
ヨコナデ

タトー
内

一

明

田
褐色
楊魯

lllull以下の砂粒を僅かに含む

20号竪穴住居
土師器
菖掠

ハケ後ナデ iナ デ 一　

一

外
内

にぶヤゝ橙色
港 名

砂礫、砂泣を多く含む

20号竪穴住居
土師器

椀 器高  5.9
ナデ   iナ デ 色嘘

行
邸
緒

一　
一

外
内

砂礫をごく少量含み、砂粒を多 くe
tF

木葉底

〕0号竪穴住居
土師器

椀
ナデ   |ナデ ．ナ

モ
ナ

一　
一

外
内

〕.1～ lllullの 透明の粒、0.5～ 411xllの砂
醍、砂粒を含む

30号竪穴住居
土師器

係
径
高

口
器

12.8
4.0

ナデ    け デ
ヨヨナデ  |

一　
一

外
内

にぶヤヽ橙色
潜符

砂粒を多 く含む

20号竪穴住居
土師器
台付鉄 ?

ヘラナデ |ナ デ
ナデ   |

クトー
内一

煮

苛
色
伍

ｋ
ュ

箕
予

砂礫 、少種 を多 く営 む

31号竪穴住居
土師器

碁
ハケ後ナデ ナ デ タトー にぶい橙色

内一 潜伍
411m以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

木葉底

21号竪穴住居
土日

本
器

器高  6.Z
ナ デ ミガキ 色

任
種
緒

一　
一

外
内

3111111以 下の砂礫、砂粒を含む



出土遺物観察表 7

遺物
番号

出土遺構
種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考

外  面 内 面

21号竪穴住居
須恵器

tV
ナ デ ナ デ 灰色

害匠魯
lalln以 下の砂粒を含む

22号竪穴住居
土師器
甕

ハケ後ナデ
擦痛

ハケ後ナデ 橙
灰

一　
一

外
内

色
丹魯

1～ 51Mlの砂礫、砂粒を多く含む
埋甕

22号竪穴住居
土師器

甕
口径 ハケ後ナデ

ヨコナデ
ハケ後ナデ
ヨコナデ

タトー
内 一

色
角

橙
橋

と
（警

5剛准反の砂礫を多 く含む

22号竪穴住居
土 日

ヨ
器 日 4差  15.3 ハケ後ナデ

ヨコナデ

ハケ後ナデ
ヨヨナデ

外― にぶい黄橙色
内― にぶい苦緒行

10mm以下の砂礫、砂粒を多く含む

〕2号竪穴住居
土師器

墓

ハケ後ナデ |ヨ コナデ
iナ デ

一　
一

外
内

色
色

橙
橙

肺
沖

5Hltn以 下の砂礫、砂粒を含む

22号竪穴住居
土師器 ヘラミガキ |ヨ コナデ

ヨヨナデ  |
橙
潜

一　
一

外
内 期

、砂粒及び、白色透

22号竪穴住居
土師器
菖抹

口径 (14,3)
暴菖  194

ヘ ラ ガ キ ヘラ ミガキ
ヨコナデ ナデ

一　
一

外
内 難ァプ響3鵞

明の粒、0.5～ 211ullの砂

22号竪穴住居
土帥器
高抹

判Lいヘラミガキ ナデ
ヨヨナデ

色
色

21111n以 下の砂紅を含む

22号竪穴住居
土師器

係
ヘラミガキ おヽ ラ ガ キ グトー

内 一
植
橙

砂粒を僅かに含む

22号竪穴住居
須恵器
短頸壷

ナ デ ナ デ グトーー 叫争・

内一 灰 4

灰 色 0,1～ lllllllの 白色の粒を含む

24号竪穴住届
土日

墓

〒器
雪

ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨヨナデ

ゼ

万
一　
一

外
内

甕橙色
乙

5111111以下の砂礫をゃゃ多く含む 222、  223と
同一個休

222 24号竪穴住尼
土師器

奉
ハケ後ナデ ナ デ タトー にぶヽ 赤ヽ橙色

扉魯内 一

61ull以 下の砂礫 を多量に含む 221、  223と
同一価休

24号竪穴住居
土師器

馨
ハケ後ナデ ナ デ タトー いい赤橙色

内一 灰色
5111111以 下の砂礫を多量に含む 221、 222と

同一価依 太筆序

24号竪穴住居
土師器 ハケ後ナデ ナ デ 外

―

内 一
ぶい貢構色
ぶぃガ舒お町

砂礫、砂粒を含む

225 〕4号竪穴住居
土師器 口径 ナ デ 種

潜
一　
一

外
内

砂蝶、砂粒を多 く含む
貼付突帯

〕4号竪穴住居
土師器

加
径
高

口
器

ヘラミガキ
ナデ

ヘラミガキ
ナデ

一　
一

外
内

にぶい橙色
潜打

砂礫、砂粒 を含む

4号竪穴住居
須恵器
抹善 器高  3_O

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

I灰色
1扉魯 遜:^霧纏撃碁3透

明の粒及び、砂
25号竪穴住居

土師器
惑

ナ デ ナ デ タトー にぶ噴 橙色
内― にぶい昔沿伯

砂礫、砂粒を多 く含む
埋 甕

25号竪穴住居
土師器

亜

ナ デ ナ デ 種
潜

一　
一

ハ
内

0.1～ lllullの 透明、黒色透明の粒
0.5～ 511Mllの砂粒、砂礫を多く含む

25号竪穴住居
須恵器
林身

ケズリ
ナデ

ナ デ ダトー
内一

色
伍

灰
灰

0。 1～ lllullの砂粒、砂礫を含む

26号竪穴住居
土師器

薯
ナ デ ヨコナデ ダトー f冤

内一 浅
色
伍

橙
潜

81111nの 以下の砂粒を多く含む
埋甕

232 26号竪穴住居
土師器

幸
ナ デ ナ デ 一　

一

外
内

急F
〉道

色
魯

橙
潜

0.1～ lllxllの 透明の粒を含み、
0.5～ 5111111の砂粒、砂礫をあ く含む

浅い沈線状のへこ
みが廻る   と

26号竪穴住居
土師器
言抹

Vヘ フ ガ キ ナ デ 一　
一

外
内

走赤植
身昔精

0。 1～ lllullの透明の;

0.5～ 211ullの砂新を!

み
む

含
合

を
く

26号竪穴住居 柳
漿

き ヘラミガキ
ヨコナデ

ヘラミガキ
ヨコナデ

鴻

″
一　

一

外

内

q構色
き色

0.1～ lllullの 透明の粒
0.5～ 211ullの砂対を含む

26号竪穴住居
須恵器
郭蓋

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

砂粒を少量含み、細砂粒を多く含も

26号竪穴住居 鶴粒
径
高

口
器

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

炊 色
苦 匠符

2.511ull以 下の砂粒を含む
底部にヘラ記号

27号竪穴住居
土師器

率
ナ デ ナ デ 外 ― にボヤ`種 色

内 一 楊 阪名
砂礫、砂粒を多く含む

埋甕

27号竪穴住居
土師器

碁
ヨコナデ ナ デ 外 ― 淡黄色

内一 里楊魯
311Hll以 下の砂礫、砂粒を含む

27号竪穴住居
土師器
菖掠 器高

ナ デ ナ デ 外― にぶい黄橙色
内― にぶい昔播行

211ull以下の砂粒を含む

27号竪穴住居
」二H中君手
高杯

粗セムラミ舛 ナ デ 外 ― にぶヤヽ橙色
内一 赤楊魯

砂粒を少量含む

27号竪穴住雇 鶴癬
ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 暗
灰

一　
一

琳
内

景灰色 Zllun以 下の砂粒 を含む

28号竪穴住居
土師器

盛
ナ デ ケヽ後ナデ 一　

一

外
内

こ橙色
テ褐行

611ull以下の砂礫、砂粒を含む

28号竪穴住尼
土 帥器

爾

ナ デ ナ デ 外― 明赤褐色
内一 明褐灰色

5111m以 下の砂礫、砂粒を多く含む

28号竪穴住居
土師器

鉄
ナ デ 種

未
一　
一

外
内 ま色

6111111以 下の砂礫、砂粒を多く含む

〕2号竪穴住居
土 師器

碁
口径  15.0
多里擢

=  9氏
 氏

デ デ
痕

ナ
擦

一　
一

ハ
内

橙色
昔潜待

0.1～ 211mの 透明、
0.5^-3mmθ )石歩締、 む

粒
合

の
く

明
多

透
を

色
礫



出土遺物観察表 8

物
号

遺
番 出土遺構

種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考外 面 i内 面

32号竪穴住居
土 下器

ヨ
ナデ   !ナ デ 示

ぶ

うlnHl以下の砂礫を少量含む

30号竪穴住居
土師器

率
口4益  17.6 ハケ後ナデ iヨ コナデ

ヨコナデ  i
外

―

内一
會色
昌灰符

0.1～ 21Mllの 透明、黒色透明の粒及
び、0.5～ 511Mlの 砂粒、砂礫を合む

30号竪穴住居
土師器

甕
ハケ後ナデ iナ デ
ヨコナデ  |

タトー
内一

ぶ

ぶ
砂礫、砂粒を多 く含む

30号竪穴住居
土師器

基
口径  15。 4 ハケ後ナデ |ヨ コナデ

ヨコナデ  |
酪
明

一
一

外
内

筈色
灰色

砂礫、砂粒を多く含む

30号竪穴住居
土 | ,器

雪

ハケ後ナデ
ヨコナデ

ハケ後ナデ
ヨコナデ

一　

一

外
内

ぶ

ぶ

411ull以 下の砂礫、砂粒を多く含む

30号竪穴住居
土 i顧器

毎
ハケ後ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

外 ― にぶヤヽ橙色
にぶいき潜角内 一

砂礫、砂粒を多 く含む

30号竪穴住届
土 器 風

不
の為

 1果餡の為
フ

消
一　
一

外
内 :色

0.1～ llluFlの 透明の粒及び、0.5～ 5.

51111nの砂粒、砂礫を合む

〕0号竪穴住居
土 器 ナデ   iヨ ヨナデ タトー

内一
下

ぶ
巳
色

0。 1～ lllullの 乾
の秒汁、お邪

明の粒及び、0.5～ 6HHl

孝合 ,F

〕0号竪穴住届
土師器

盛

ハケ後ナデ ヨコナデ 一　
一

外
内

0。 1～ ln皿の支
の砂締、お翠

明の粒及び、0.5～ 611M

を含む

〕0号竪穴住居
土師器

碁
ハケ後ナデ ナ デ 外―

内一
色
色

橙
潜 望客懸

を少量含み、砂礫、砂粒を

256 〕0号竪穴住居
土 師器

甕

ハケ後ナデ ハケ後ナデ 一　
一

外
内

明黄烈
明未瑠

色
色

ｈ
び

～lllullの 透明、黒色透明の粒及
0.5～ 5nHlの 砂粒、砂礫を含む

30号竪穴住居
土 器 ハケ後ナデ ナ デ 一　

一

外
内

ぶ

ぶ
色橙

色

幸
ヽ
ヽ
巳

０
。び

～2nllllの透明、黒色透明の粒及
0.3～ 4mlnの 砂締、秒礫を合む 木葉底

258 30号竪穴住居
土師器

碁
ハケ後ナデ ナ デ

髄噛
赤
酪

一　
一

外
内

らnun以下の砂礫、砂粒を多く含む

259 30号竪穴住居
土 師器

答
ナ デ ハケ後ナデ 一　

一

外
内

3alHl以下の砂礫、砂粒を多く含む
木葉底

30号竪穴住居
土 器 口径  18_2 ヘラミガキ

ヨヨナデ
ナ デ 書色

卜苦魯
0.1～ 21unの ,

の砂粒、砂 i

明の粒及び、0.5～ 611H

を多 く含む

30号竪穴住居
土 喬肺

ど

Ｅ

ナ デ ナ デ 色
れ

種
緒 鯵翠魯奪

明の粒及び、砂礫、砂粒を
貼付突帯

30号竪穴住居
土 器師

彗

夏

ケヽ後ナデ ナデ
ヨコナデ

か一 種色
内一 浅黄橙色

砂粒、砂礫を多 く含む

30号竪穴住居
土 市器

間 器高  258
ナ デ ケヽ後ナデ 一　

一

外
内

砂粒、砂礫を多く含む

30号竪穴住雇
土 雨器

両 器高 27.1
デナ

デ
後
ナ

ケ
コ

ハ
ヨ

ナデ
ヨヨナデ

タトー にれ橙ヽ色
内一 潜打

611ull以 下の砂礫、砂粒を多く含む

30号竪穴住居
El二 | 1臣器

瓶 器高 23.5
ナ デ ナ デ ― 橙色

― 潜魯
0.1～ 1.51■ llの 透明の粒及び、0.5～
811H4の 砂粒、砂礫を多 く合む

30号竪穴住届
主 H中希

甑

ハケ後ナデ ナ デ タトー 赤褐色
にぶい粛争符内 一

6.51111n以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

Ⅲ267 30号竪穴住届
土師器

鎌 器高 11.0
ナデ
ユビオサェ

ヘラミガキ グトー

内一
種
橙

砂礫を少量、砂粒を多 く含む

268 〕0号竪穴住居
土師器

鉄
口径
器高

ヘ ラミガキ ヘ ラ ミガキ タトー にぶい
内一 灰宿

絶
■

411ull以下の砂礫、砂粒を多く含む

269 〕0号竪穴住居
土師器

椀
ナ デ ナ デ 一　

一

外
内

髭黄橙色
Ⅲメ時魯

0。 1～ 211ullの透リ
rド  ∩ 民_Rmmの

、黒色、自色透明の粒顔
砂礫、砂粒を含む

〕0号竪穴住居
土師器
言抹

ナ デ ナ デ 色
れ

橙
緒

一　
一

外
内

細砂粒を多く含む

〕0号竪穴住居
土師器
吉抹

ヘラミガキ ナ デ 外― 橙色
内一 緒角

0。 1～ lllullの 辺
51nlllの砂迂をフ

明の粒及び、0.5～ ユ
■す。

〕0号竪穴住居 珊嬬
口径  13.
器高  4.

ナ デ ナ デ 外― にぶヤヽ橙色
内一 緒れ

砂粒を少量、細砂粒を多 く含む ほぼ完形

273 〕0号竪穴住居 鰯建
径
高

口
器

14.E
4.1

ヘラケス リ
ナデ

ナ デ 灰
灰

7.541m以 下の砂礫、砂粒を多く含む

〕0号竪穴住居
須恵器
抹身

口径  12.C
果菖  と F

ヘラケス リ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

青灰
吉匠

0。 1～ 3111111の 自
穫 務締 夕合

土透明の粒及び、砂
F

ほぼ完形

,1号竪穴住居
土師器

碁
′ヽケ後ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

一　
一

外
内

にぶ与ゝ黄橙色
にぶヤ靖 十曳

砂礫を少量、砂粒を多 く含む l甕
く葉底

,1号竪穴住居
」L日

受
器

'ヽ
ケ後ナデ

ヨヨナデ
'ヽ

ケ後ナデ
ヨコナデ

外― にぶヤヽ橙色
内― にぶい黄橙色

砂紅を多 く含む

'1号

竪穴住居
」ヒ日

望
器 ケヽ後ナデ ナ デ タトー

内一 色
色
橙

橙
黄

肺
沖

砂礫を少量、砂粒を多 く含む
底部に線刻

32号竪穴住居 鶴嬬
器高  5.3

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ ダトーー

内一
仄
灰

砂粒を少量含む

33号竪穴住居
土師器

甕
ナ デ ナ デ 一　

一

外
内

i色
「灰色

411Mll以下の砂礫、砂粒を多く含む

33号竪穴住居
土師器 ヨコナデナデ

ユ ビオサエ
ヨコナデ 一　

一

外
内

稔色
にぶい橙色

41nlll以下の砂礫、砂粒を多く含む



出土遺物観察表 9

物
号

遺
番 出土遺構

種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色  調

ム
ロ 土 備 考

外  面 内 面

〕3号竪穴住届
須恵器

奉
ナ デ ナデ

同′ド、円す
色
色

灰
灰

一　
一

外
内

細砂粒を多 く含む
口縁部にヘラ記号

〕3号竪穴住届
須恵器
抹身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

仄色
オリーブ灰 Ⅲ

BllMl以 下の砂礫、砂粒を少量含む

〕3号竪穴住届
須恵器

亜

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 色
色

灰
灰

一
一

外
内

5mll以 下の砂礫、砂粒を含む

〕4号竪穴住届
土師器

甕

ハケつそナデ ハケ4れナデ ぶ
ぶ

一　
一

外
内

橙色
播符

り礫 、υ 枢 を多 く奮 む
埋甕

〕4号竪穴住居
土師器

甕
ナ デ ナ デ 貢

責
灰
灰

一　
一

外
内

3111111前 後の砂礫を多 く含む

34号竪穴住届
土師器

師
ハケ後ナデ ツヽ ケ後ナデ タトー にぶい

内― にぶⅢゝ
4111111以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

35号竪穴住届
土師器

幸
口径  18.1 ナデ   ッヽ ケ後ナデ

ヨコナデ  |ヨ コナデ
タトー 種色
内 一 RH未楊魯

811ull以下の砂礫、砂粒を多く含む

〕5号竪穴住届
土師器

碁
口径  14.0
器高  17.2

ハケ後ナデ け デ
ヨヨナデ  |ヨ ヨナデ

タトー にぶい赤橙色
潜魯内 一

811ull以 下の砂礫、砂粒を多く含む ほぼ完形

〕5号竪穴住届
土師器

甕
口径  18.1 ハケ後ナデ |ナ デ

ヨヨナデ  |ヨ ヨナデ
一　
一

ハ
肉

種 色
潜 名

砂礫、砂粒を多 く含む

〕5号竪穴住居
土師器

甕
ヨヨナデ  iヨ ヨナデ
ナデ   け デ

71・ ― 明筒
内― にぶヤヽ理色

711Ml以 下の砂礫及び、llnlll以下の砂粒
を含む

35号竪穴住居
土師器

奉
ナデ    け デ 一　

一

外
内

にぶい赤褐色
未楊符

7111111以 下の砂礫、砂粒を含む 290の底部

〕6号竪穴住尼
土師器

墓 身単擢
=  27_9

ヘラミガキ ヨコナデ
ハケ終ナデ キガ

一ア
ラ

ナ

ヘ
タトー 明赤褐色

未楊名内 一

511ul以 下の砂礫、砂粒を含む
木葉底

〕6号竪穴住雇
土師器

奉 果 ゼヨ   19
ハ 1戸

ヨ コ
ナゲ
デ

す デ 一　
一

外
内

にぶい摯
EIH未

色
れ

0,1～ lllullの透明、黒色透明の粒及び、0.

氏～R ttmmのあ対 れ藤券%で 合
=|

36号竪穴住雇
土師器

甕
径
高

口
器

17.5
19。 9

ヘラミガキ
ヨヨナデ

ハケ後ナデ
ヨヨナデ

外― にぶい貢
内一 にぶい責

色
色

種
橙

511ull以下の砂礫、砂粒 を多 く含む

36号竪穴住雇
土師器

菱
ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

グトーー

内一
稔
橙

51nHl以 下の砂礫、砂粒を含む

36号竪穴住雇
土師器

幸
ハケ後ナデ
ヨコナデ

ナ デ ダトー
内一

砂蝶 、υ枢 を控 く含 む

36号竪穴住雇
土師器

盛

ハケ後ナデ ヘラナデ タトー
内 一

色嘘
打

酪
潜

砂礫、砂粒を多 く含む
296と 同一個体

36号竪穴住雇
土師器

基
ナ デ ナ デ 外 ― 明黄褐色

内一 楊膚魯
llMll以 下の砂粒をごく僅かに含む

木葉底

36号竪穴住雇
土師器

甕

ハケ後ナデ ハケ後ナデ 一　

一

外
内

にぶ与ヽ褐色
灰trl色

51nlll以下の砂礫 を多 く含む

36号竪穴住圧
土師器

甕
ナデ    け デ ダトー

内一

貢

責
4alln以 下の砂礫、砂粒を含む

木葉底

36号竪穴住居
土師器
甑

ナデ    け デ タトー にぶい
内― にぶい

141nl以 下の砂粒を含み、611ull以下の砂
礫を少量合む 木葉底

36号竪穴住居
土師器

鉢
(口径 24.8) ヘラミガキ |ヘ ラミガキ 一　

一

外
内

砂礫、砂粒を含む

36号竪穴住居
土師器
抹芸 器高  4.9

ヘラミガキ?  け デ 外

一

内 一

色

符

め
と

Ｖ

立を少量含み、キラキラ光 る微糸!

″%暑
「

合すF

36号竪穴住居
土師器
抹身 器高  4.8

γへヽラ ガ キ 吟、フ ガ キ 外 ― にぶい橙色
内一 碍苦潜名

511ul以 下の砂礫、砂粒を僅かに含み、
細れ対夕%で 合す。

36号竪穴住居
狽思希
杯蓋

回径 (13.8)
器高  3.8

ヘラケスリ iナ デ
ナデ   |

一　

一

外
内

灰色
灰色

υ柾 をグ重
~D‐

み、細υ枢 を多 く営 白

36号竪穴住居 鶴嬬
回径 (13.8)
器高  3.9

ヘラクスリ |ナ デ
ナデ    i

外― 黒褐
内一 褐灰

砂粒を含む
自然釉

36号竪穴住居 鰯嬬
器高 (3.7)

ヘラケスリ |ナ デ
ナデ   i

灰
灰

書口圭肖
一　
一

0.5～ 2.511ullの 砂粒、砂礫及び、lllllll

以下の透明の粒を合む

36号竪穴住居
須恵器
抹ウ

口径  12.0
器高  3.8

ヘラケズリ :ナ デ
ナデ    |

外― 暗貢灰
内一 灰オリーブ

6Hl14以 下の砂礫、砂粒を多く含む
自然釉

36号竪穴住居
須恵器
菖抹

ナデ   :ナ デ タトー
内一

‐
黒色
1匠魯

細砂粒を含む

36号竪穴住居
須思希
高郭

ケ デ ゲ ア 外― 青灰色
内一 暗青灰色

Zlllln以 卜のυ枢 を多 く曾 ひ

36号竪穴住居
土師器

休

ヘラミガキ |ヘ ラ ミガキ
ヨコナデ  |

一　
一

務
内

昌
ミ
ユ

砂粒を多 く含む

313 39号竪穴住居
土師器

奉

口

器
17.8
24.3

ナデ   け デ
ヨヨナデ  !ヨ コナデ

一　
一

外
内

砂礫、砂粒を多 く含む

39号竪穴住居
土師器

幸
口
果

ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ
ヨコナデユビオサエ|

一　
一

外
内

にか赤ヽ褐色
潜符

7Hlln以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

39号竪穴住居
土 帥器

碁
ナデ
ヨヨナデ

ナデ
ヨコナデ

外 ― にぶい黄橙色
内一 r式ぃ苦搭魯

6111al以 下の砂礫、砂粒を多く含む

39号竪穴住居
土帥器

幸
径
菖

回
果

ナデ
ヨヨナデ

デ

デ

ナ

ナ

ラ

コ

ヘ

ヨ
色
魯

種
潜

5mlll以 下の砂礫、砂種 を多 く含む
ほぼ完形



出土遺物観察表

遺物
番号

出土遺構
種 類
器 種

量
，ｍ

法
ぐ

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考

外  面 内 面

〕9号竪穴住居
土 器 ナ デ ハケ後ナデ 赤

未

ぶ

式
一　
一

外
内

3nlln以下の砂礫、砂粒を含む

19号竪穴住居
土師器

奉
ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ 灰褐色

にぶヤヽ首楊仁
51nlll以下の砂礫、砂粒を含む

Ю号竪穴住居
須恵器

甕
径
高

口
器

平行 タタキ
カキメ ナデ

同心円文
ナデ

色
任

灰
灰

一
一

外
内

生lHll以下の砂礫、砂粒を便かに含む
自然釉

19号竪穴住居
須 器 径

高
回
器

18.0
27.8

平行 タタキ
カキメ ナデ

同心円文
ナデ

グトー ν(

内一 灰
デ礫、砂粒を僅かに含み、細砂粒を
〉く合む

19号竪穴住居
土師器
甑

口径  24.1
器高 26.7

ハケ後ナデ |ナ デ 一　
一

外
内

71Hll以下の砂礫、砂粒を多 く含む

19号竪穴住居
土師器

舗
ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

外― 明貢
内― にぶ|ヽ増

局色
構角

211M4以 下の砂粒を含む

19号竪穴住居
土自
召

器 ナ デ ハケ後ナデ タトー にぶい程
内 _r犬ぃ濯

色
魯

うlHll以下の砂礫、砂粒 を含む

19号竪穴住居
土師器
高郭

Vヘ ラ ガ キ ナ デ 一　
一

外
内

にぶ与ヽ種色
にぶヤゝ橙色

6111111以下の砂礫、砂粒を含み、微量
の透明な粒を含む

19号竪穴住居
」二H巾君
|ニチュア:

ナデ
ユ ビオサエ

ナデ
ユビオサエ

一　
一

外
内 紳朗盗再q製聟監軒路彬歩γ審学含み、

'326
19号竪穴住居

土師器
椀

口径  12.8 ナ デ 風化の為、
本田

ぶ

Ａ
一　
一

外
内

311ull以 下の砂礫、 砂粒を多く含む

19号竪穴住居
土師器

琢 器高  5。
ヘラミガキ
ヨコナデ

ヘラミガキ
ヨコナデ

一　
一

外
内

2111n以 下の砂紅を含む

19号竪穴住居
土師器
抹身

径
首

口
果

ヘラミガキ
ヨコナデ

Vヘ ラ ガ キ 外― 橙色
内 一 搭 名

1.51111n以 下の砂粒、細砂粒を多 く含
iF

19号竪穴住居 船鶏
器高 (4.7)

ヘラミガキ
ヨコナデ

Vペ ラ ガ キ タトー オ登色
内― にぶい橙色

砂t1/を グ重 、測砂 柾 を多 く営 む

19号竪穴住居 鶴嬬
口ぞと  14.7
器高  4.4

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

暗青灰
暗青灰

1～ 4111111の砂粒、砂礫 を含む

19号竪穴住居 鶴嬬
器高  4.6

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ タトー にhl導
内一 陪灰

灰色
占魯

3.51■ll以 下の砂礫、砂粒 を少 し含み
索冊浄い*ヤ ィ学多みでモ洋す。

19号竪穴住居
須忠器
抹芸

回径  13.6
器高  4.2

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 色
色

灰
灰

一
一

外
内

砂粒、細砂粒を多く含む
ほぼ完形

'7号

竪穴住居
土師器

塞
ハケ後ナデ ナ デ 一　

一

外
内

にぶ七ゝ貢橙色
褐灰色

砂粒 を含む
木葉底

'7号

竪穴住居
」L日

宿
器 ナ デ ナ デ グトー 磯東直色

内― にぶい黄橙色
砂礫、砂粒を多 く含む

フ号竪穴住居
土師器

枕
ナデ    け デ 一　

一

外
内

橙色
にぶい橙色

0.1～ lllullの 透明の粒及び、0.5～ 6硼
の砂礫、砂粒を含む

18号竪穴住居
土師器

幸
ハケ後ナデ |ナデ
ヨコナデ  |ヨ コナデ

外― 橙色
内― にぶ峙彗精往

311ull以 下の砂礫、砂粒を多く含む

10号竪穴住居
土師器

奉
ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ にぶい黄橙色

詩苦潜魯
811ull以 下の砂礫、砂粒を多く含む

11号竪穴住居
土師器

幸
口径
果菖

ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ
ヨコナデ  :ヨ コナデ

外― 橙色
内― にぶい橙色

311ull以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

11号竪穴住居
」L日

整

器 ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ
ヨコナデ  iヨ コナデ

ダトーー ブト邪含抱⊆
内― にぶヤヽ橙色

Э.5～ 5Hllnの 砂粒、砂礫及び、0.lllln

程の透明な粒を合む

11号竪穴住居
土 器 Щ化の為、

不明
凪
不

:の 冷 、 貢
責

ぶ

ぶ
一　
一

外
内

3■llll以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

11号竪穴住居
土師器

甑
ナデ    :ナデ 外― にぶい黄橙色

内― にぶい責袴角
砂粒を多 く含む

11号竪穴住居
土 下器

■

ヘラミガキ :ヘ ラミガキ 外 ― にぶい黄橙色
内 _r式船 魯

砂粒を多く含む

11号竪穴住居
土 器 口径  9.1

器高  4.7
ナ デ ユ ビオサエ

ヘラ■デ
一　
一

外
内

褐灰色
橙色

lllul以下の砂粒を僅かに含む
木葉底

11号竪穴住居
JL日

わ
器 ケ デ す ゲ 一　

一

外
内

赤
灰

動色
争

411111以 下の砂礫、砂粒を多 く含み、
lHul程 の透明な粒を少畳含む 木葉底

11号竪穴住居
な生土器

甕

ハケ    ツ ケ`
ヨコナデ  iナ デ

一　
一

外
内

橙
橙

砂粒を多 く含む
刻目突帯

11号竪穴住居
な生土器

幸
ハケ後ナデツヽケ
ヨコナデ  |

タトーー

内 一
灰
昔 争債

賦 下の砂礫、砂粒を多く含み、
lllull以 下の黒打秀明の対を僅かに含む 刻 目突帯

11号竪穴住居
麻生土器

奉
ハケ   け デ
■デ    |

外― にぶヤヽ橙色
内 一 田 楊 F名

2Hull以 下の砂礫、砂粒 を多 く含み、
黒符、白符務明の締 を合 tr 刻目突帯

11号竪穴住居
な生土器

奉
ナデ   iナ デ 色

色
橙
橙

貢
責

紳
紳

一　
一

外
内

砂粒を多 く含む

11号竪穴住居
な生土器

奉
ハケ   け デ
ナデ   !

タトー にぶい貢橙色
内― にぶヤヽ褐色

Э.5～ 2nllnの 砂粒及び、0.1～ lnllnの 透
明、黒色透明の粒を含む

11号竪穴住居
麻生土器

率
ハケ   け デ 一　

一

外
内

にぶい黄橙色
里打

211ull以下の砂礫及び、lllllll以 下の黒色
透明の粒を含む

11号竪穴住居
な生土器

幸
ハケ   け デ 一　

一

外
内

にぶい責橙色
里符

Э.5～ 211mの 砂粒及び、0.1～ lllullの 透
明、黒色、白色透明の対を含む



出土遺物観察表

物
号

遺
番 出土遺構

類
種

種
器

量
，ｍ

法
ぐ

器 面 調 整
色  調

ム
ロ 土 備 考

外  面 内 面

11号竪穴住届
林生土器

蛮

ケヽ ナ デ 一　
一

外
内

にぶ↓ヽ赤褐色
潜魯

Э.1～ 21unの 透明、黒色透明の粒及
び、砂粒を含む

三角突帝
浮文

11号竪穴住届
称生土器

軍

ナ デ ナ デ 外― にぶ七ヽ赤褐色
内一 潜符

0.5～ 21Hllの 砂粒及び、0。 1～ 3Hunの 黒
打 1秀 明の対 を合す「

口
浮

こ音Бにa居鬱自D【

12号竪穴住居
土師器

幸
ハケ後ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨヨナデ

ぶ
ぶ

一　
一

外
内

橙
黄 き色

砂礫、砂粒を含む

12号竪穴住居
土師器

碁
ハケ後ナデ
ヨ コ ナ デ

ナデ
ヨコナデ

瓜
ぶ

一　
一

外
内

僅色
播角

砂礫、砂粒、透明の粒を多 く含む

生2号竪穴住居
主 H“喬

霊

口径  17.1 ヘ ラミガキ
ヨコナデユビオサエ

ヘラミガキ
ヨコナデ

一　

一

外
内

に熱橙ヽ色
にぶヤヽ橙色

砂礫、砂粒を多く含む

生2号竪穴住居
土師器 ヘラミガキ ケヽ後ナデ 外― にぶい橙色

内一 黄橙色
61111n以下の砂礫、砂粒及び、自色、無
色透明の粒を多 く含む

生2号竪穴住居
土師器
伍

ナデ
ヨヨナデ

ハケ後ナデ
ヨコナデ

色
色

橙
褐

紳
沖

一　
一

卜

Ч
61Ml以 下の砂礫、砂粒及び、透明の
粒を少量含む 牛角把手

生2号竪穴住居
土師器

甑
ハケ後ナデ :ヨ コナデ
ヨヨナデ  i

半― 橙色
町― にhlヽ責橙任

71ull以 下の砂礫、砂粒を含む

42号竪穴住居
土師器
甑

ケ デ ゲ ア

ュ ビオサェ
外 ― 板植色
内 一 潜魯

6111111以下の砂礫、砂粒を多く含む
牛角把手

42号竪穴住居
土師器
甑

ナデ    け デ 色
名

種
潜

一　
一

外
肉

6111111以下の砂礫、砂粒及び、黒色透
田 の 汁 歩 合 す。

42号竪穴住居
土師器
高郭

口径  18.9 梁儀
の為、 狭儀

の為、 一　
一

外
内

残東種色
苦緒角

Z～ 6nIIllのυ味 をグ重営み、Zllun以 卜
の砂粒 を含む

12号竪穴住居
土師器
高抹

口径 (13.8)
器高  8.C

ヘラ ミガキ |ヘ ラ ミガキ
ヨコナデ  |

ぶ

ぷ
一　
一

外
内

31ull以 下の砂礫、砂粒を含む

12号竪穴住居
土師器
菖抹

ナデ   :ナ デ タトー
内一

ぶ

ぶ

31mll以下の砂礫、砂粒を含む

12号竪穴住居
土師器

鉢 器高  6.5
ナデ    :ナ デ 外 ― にれ黄ヽ

内一 rズぃ苦
釜色
舒伍

砂礫、砂粒を少量含む
木葉底

366 12号竪穴住居 鶴癬
器言  4.2

ヘラケスリ iナ デ
ナデ    |

人
灰

一　
一

外
内

3剛荘反の砂礫、細砂粒を多 く含む
天丼部にヘラ記号

12号竪穴住居
須恵器
球芸

分
午
Ｉ
Ｅ
Ｆ

口
器

12.6
3,7

ヘラケスリけ デ
ナデ   |

タトー 青灰色
内一 灰色

砂極 をグ重 、測砂枢 を多 く曾 む
口縁部に刷毛目

12号竪穴住居
須恵器
抹身

口径 (12.3)
怨菖 rと 1ヽ

ヘラケズリ後ナデ |ナデ
ナデ    | 一　

一

外
内

青灰色
陪書扉魯

砂礫 、砂種 を少重含 む

12号竪穴住居
須恵器
抹身 里讐(ヤ吉・骨十

ヘラケズ リ
ナデ

ナ デ タトーー
内 一

灰
Ｆ 智慧層訴繹ぴ歩遷禦ま含

み、0.511u

12号竪穴住居
須恵器

堕

ナ デ ナ デ 明
明

一　
一

外
内

弓灰色
真膚名

lllllll以 下の砂粒を僅かに含む

11号竪穴住居
土師器

墓

ハケ後ナデ 風化の為、
不明

外― にぶヤヽ種色
内一 橙色

Э.5111111以 下の砂粒 を含む
埋甕

372 13号竪穴住届
土師器

幸
ナ デ ナ デ 種

潜
一　
一

外
内

砂種 をグ重 、測υ柾 を多 く営 む

13号竪穴住居
土師器
喜 ?

ナ デ ナデ 外― 橙色
内一 淡責伍

441111以 下の砂礫、砂粒を多 く含み、
2Hull以 下の透明な粒 も少量含む

生3号竪穴住居
須悪器
抹奉

ナ デ ケ ア 色
魯

炊
Ｆ

貢
苦

一　
一

外
内

細砂粒 を僅かに含む
口縁部 |こ 亥」目

生3号竪穴住届
須恵器

甕
ナデ
注繰牢帯刻繰立

ナ デ 一　
一

外
内

東 炊 色
苦 匠 魯

細砂粒を僅かに含む

14号竪穴住届
土師器

甕
ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨヨナデ

外― 浅貢橙色
内一 褐灰色

511ull以下の砂礫砂粒を多く含む
埋甕

14号竪穴住届
須恵器
抹身

ナ デ ナ デ 色
色

灰
灰

一　
一

外
内

砂枢 、測砂枢 を多 く曾 む

15号竪穴住雇
土師器

幸
口径  16.5
器高 27.1

ナデ 擦痕
ヨコナデ

デ
デ

ナ
ナ

ラ

コ
ヘ
ヨ

外― にぶヤ
内― にぶヤ

4111111以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

生6号竪穴住雇
土師器

甕 器高 22.0
ハケ後ナデ
ヨコナデ

ケスリ
ヨコナデ

一　
一

ハ
内

1表東 種 色
溝苦 措 名

611rll以下の砂礫、砂粒を多 く含む
底部に線刻

生6号竪穴住雇
土師器

華 器高 278
ハケ後ナデ Iナデ
ヨコナデ  |ヨ コナデ

グトーー

内一
種
橙

ｇ
二
壁

211Hll以下の砂礫を含み、透明な粒を
僅か |こ 合 tF 木葉底

生6号竪穴住雇
土師器

奉 号旨だ
=  17,7

ハケ後ナデツヽケ後ナデ
ヨコナデ  |ヨ ヨナデ

ダトーー れ言
内一 緒

砂鞣 、υ 柾 を多 く
~3‐U

生6号竪穴住居
土師器

率 興争
の為、 景争の為、タトーー 瑾言色

内 一 癬昔お 魯
0.5～ 81Mlの 砂礫、砂粒及び、透明を
粒を含む

生6号竪穴住居
土 器 口径  13.7 ナデ   iナ デ

ヨコナデ  iヨ コナデ
外 一 橙色
内一 緒魯

311ull以下の砂礫、砂粒を含む

46号竪穴住居
土師

甕
伴 すゲ    iケ ア

iユ ビオサエ
外―

内一
色
色

橙
橙

細砂粒を僅かに含む
木葉底

生6号竪穴住居
土師器

幸
ナデ   iナ デ 一　

一

外
内

にぶい橙色
お待

611ull以下の砂礫、砂粒を含む
木葉底

生6号竪穴住居
土師器

事
ナデ   |ナデ 種

痔
一　
一

外
肉 緒 符

6111111以下の砂礫、砂粒 を少量含む



出土遺物観察表 12

遺物
番号

出土遺構
類
種

種
器

法 量
(cm)

器 面 調 整
色 調

ム
ロ 土 備 考

外 面 内 面

16号竪穴住居
土 器一耐

彗
腐

径
高

口
器

13.3
314

ヘラミガキ
ヨヨナデ

ナデ
ヨヨナデ

一　

一

件

芍
31ul以下の砂礫、砂粒を含む

46号竪穴住居
土師器

中

ナデ   :ナデ 一　

一

牛

荀

Ｒ
ユ

ヨ
う 疋符

3null以 下の砂礫、砂粒を含む

46号竪穴住居
土師器

餌
ナデ    iケスリ ? 一　

一

外
内

空Hlln以下の砂礫、砂粒を含む
木葉底

46号竪穴住居
土言

金
器

器高  7.3
ヨヨナデ ヘ ラ ガ キ 一　

一

外
内

4Hull以 下の砂礫、砂粒を僅かに含む

生6号竪穴住居
却
一民

器
示

風化の為、
不明

ナデ
ユ ビオサエ

一　
一

務
内

橙色
にぶヤヽ責橙色 醐 君縫箸Iみ、偽田

46号竪穴住居
土 顧器

売
口径  12.8
暴菖  民 R

ヘラミガキ iヘ ラミガキ 砂粒を多く含む

生6号竪穴住居
須 器 口径  12.C

落7み
タキ

1星婆
円文 灰

膚
一
一

14ul以 下の砂粒を多 く含む

生6号竪穴住雇 須恵器
提瓶

口径  7.3 メキ
デ

カ
ナ

ナ デ 青灰色
灰任

411ull以 下の砂礫、砂粒を含む 易に界由
状把手

16号竪穴住届 鶴獅
ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

0.5～ 3111111以下の砂礫、砂粒を含む
環状把手

'397

16号竪穴住届
須恵器
高ネ

口径  13.4 ヘラケズリイ盈カキメ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内 朋‰ ぎ弊 杉く含

398 16号竪穴住居 鶴訪
ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

灰色
辰魯

lllllll以 下の砂粒 を含む

16号竪穴住居
須忠器
高抹

ナ デ ナ デ 一　
一

外
内

灰色
贋魯

lllllll以 下の砂粒を少量含む

400 16号竪穴住居
須恵器
掠善 器高 (4.0)

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

人貢色
褐灰色

411anl以 下の砂礫、砂粒を含む

16号竪穴住居 鶴癬
器高 (3.8)

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ タトー 暗オリーブ灰色
内一 灰色

0.5111tll以 下の砂粒 を多 く含む

16号竪穴住居 鶴建
径
高

口
器

14.3
4.0

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 灰
灰

一
一

外
内

41nlll以 下の砂礫、砂粒を多く含む
ほぼ完形

16号竪穴住居
須恵器
抹善 器高  3.

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

q灰
ヨ「雇

211ull以 下の砂粒を少量含む

46号竪穴住居
須恵器
抹身 器高  5_2

ヘラクスリ
ナデ

ナ デ 灰
Ｆ

一　
一

外
内

色
魯

lllull以 下の砂粒を少量含む

生6号竪穴住居
須恵器
抹う

径
高

口
器

12.3
4.1

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 灰
灰

一
一

外
内

色
待

211ull以 下の砂粒を含む
底部にヘラ記号

生6号竪穴住居
須恵器
杯身

径
高

口
器

12.3
3.7

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 外―

内一
灰
灰

511ull以下の砂礫を僅かに含む
底部にヘラ記号

生6号竪穴住居 鶴勅
径
菖

回

果

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ ダトー

内一
炊
灰

lllull以下の砂粒を僅かに含む
完形

生6号竪穴住居 鰯地
ヘラケス リ
ナデ

ナ デ 色
打

火
灰

2111111以下の砂粒を含む

16号竪穴住居
須恵器
抹身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 色自
角

灰
灰

211ull以下の砂粒を含む

16号竪穴住届
土帥器
ミこチュア錫

口径  7.9
器高  4.7

ナ デ ナ デ 外 ― 橙色
搭魯内 一

211un以 下の砂粒を僅かに含む
ほぼ完形

16号竪穴住届
」二H甲

=予工ヽ歳ア餅
径
高

日
器

ナ デ ナ デ 橙
灰

貢
褐

一　
一

外
内 Ⅷ 辞粒、及

び、白色透
完形

16号竪穴住居
土 HW希
ミユチュア参

径
高

口
器

ナ デ ナ デ ダトーー 準
内 一 瑠

211ull以 下の砂粒を少量含む
ほぼ完形

46号竪穴住居
土 H中 :

キ_チュア
径
高

口
器

ナ デ ナ デ 71Hll以 下の砂礫、砂粒を含む
完形

46号竪穴住居
土師器
tエチュア餅

口径  6.4
采菖  R∩

ナ デ ナ デ 辰
癬

一　
一

外
内

橙
精

6nlln以 下の砂礫、砂粒を含む
ほぼ完形

46号竪穴住居
主 H甲 喬
ェヰ■7朝

径
高

口
器

ナデ
ユビオサエ

ナ デ 色
缶

橙
緒

711ul以 下の砂礫、砂粒を含む
ほぼ完形

47号竪穴住居
土 器 ナデ 篠痕 ナ デ タトー にぶい橙色

内一 給魯
4111n以 下の砂礫、砂粒を多く含む

埋 甕

生7号竪穴住居
土師器

甕
ナ デ ナ デ アトーー 殖言

内一 橙
411ull以 下の砂礫、砂粒を含む

48号竪穴住居
土師器

幸
口径  13.4
多里ギ

=  '7 
∩

ア`ケ後ナデ
ヨヨナデ

ハケ後ナデ ぶ

ぶ
一　
一

外
内

色
色

Ｋ
巳
ｋ
ユ

砂礫、砂粒を多く含む
木葉底

生8号竪穴住居
須恵器
抹善

口径  13.C
果菖  R7

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ ― 灰、黒色
― F魯

0.5～ 411ulの 自色透明の粒を含む
自然釉

50号竪穴住雇
土師器

盛
ナデ
ヨコナデ

ナ デ タトー 浅黄色
緒色内 一

砂粒を多 く含む

51号竪穴住居
土師器

碁
口径  13.1 ハケ後ナデ

ヨヨナデ
ナ デ クトー にぶい

内― にぶい
4.51nlll以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

51号竪穴住居
須悪器
抹奉

ヘ ラケス リ
ナデ

ナ デ 一　
一

ハ
内

灰色
灰角

211111以下の砂粒を僅かに含む



出土遺物観察表 13

物
号

遺
番 出土遺構

類
種

種
器 噴 cm戸

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考

外 面 1内 面

51号竪穴住居
弥生土器

甕

ハケ   |ハ ケ後ナデ
ヨコナデ  :

ダトー 綺火色
内 ― にぶヤ船 符

砂粒 を含み、透明、黒色透明の粒 を
そェす|

刻目突帯

51号竪穴住居
弥生土器

幸

ハケ   |ハ ケ後ナデ
ヨヨナデ  i

ぷ

ぶ
一　
一

外
内

金色
き橙色

細砂粒を多量に含み、透明な粒を少
量含む 刻目突帯

425 52号竪穴住居
土師器

幸
日径  17.7
器高 25.5

′ヽケ後ナデ
ヨコナデ 一アナ

ア^

コ

ナ

ヨ
砂礫、砂粒 を多 く含む

52号竪穴住居
土師器

碁
径
高

口
器

ナデ 擦痕 ナ デ 一　
一

外
内

赤
昔

色
色

ユヽ

Ｒ
ユ

0.5～ 611unの 砂礫、砂粒を多 く含み
0.1～ 211ullの透明の粒 を含む

427 52号竪穴住居
土師器 ハケ後ナデ

ヨヨナデ
ナデ
ヨコナデ

一　
一

外
内

橙色
にぶい黄橙色

0.5～ 3.511ullの 砂礫、砂粒 を多 く含
み、01～ lallnの 透明の粒 を含む

,2号竪穴住居
土師器

幸
ケヽ後ナデ ナ デ タトーー 邪言々色

内一 にぶい責橙色
0.5～ 6111111の 砂礫、砂粒を多く含み
0.1～ 2111111の 透明の粒を含む

52号竪穴住居
土師器
菖抹

口径  14.3 ヨコナデ ヨコナデ Ｆ

吉
酪
涛

一　

一

外
内

色

る
一

4111111以 下の砂礫、砂粒を含む

う2号竪穴住居
土師器
高抹

口径  12.2 Vヘ フ ガ キ ヘラミガキ ぶ

ぶ
一　
一

外
内

2111111以 下の砂粒を含む

53号竪穴住居
土師器

甕
ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

ダトーー κtttヨ

内― にぶ与ヽ橙色
5111111以下の砂礫、砂紅を含む

53号竪穴住居
土師器
甑

ナデ   |ナ デ
ヨコナデ  :ヨ ヨナデ

種
活

一　
一

外
内

4111111以 下の砂礫、砂粒を含む

淵号竪穴住居
土師器

甑
ナデ   iナデ 奄

苦

ふ

ぶ
一　
一

外
内 3色

3.511ull程 の砂粒を含み、自色透明の
細砂粒も含む

テ3号竪穴住居
土 HTl器

抹奉
ナデ   iヘ ラミガキ
ヨコナデ  !

一　
一

外
内

〕。1～ lllllllの 透明な粒及び、砂粒、�
砂粒を含む

う3号竪穴住居
主hl喬
ミニチュア釧

口径
器高

ナデ    :ナ デ ― にぶⅢⅢ褐色_お 名
4mln以 下の砂礫、砂粒を含む

木葉底

,3号竪穴住届
須恵器 平行 タタキ i同心円文 り

耐
一　
一

分
内

人

一人
色
色

31nlll以 下の砂粒を含む

437 53号竪穴住届
須恵器
郭身

ヘラケズ リ
ナデ

ナ デ 炊
灰

一　
一

外
内

lllun以 下の砂粒を僅かに含む

34号竪穴住雇
称生土器

幸

ハケ    ツ ケヽ
ヨコナデ  |ヨ ヨナデ

色橙
色

貢
橙

浅
責

一
一

外
内

21nlll以下の砂粒をやや多く含む
刻目突帝

56号竪穴住居
弥生土器

碁
ハケ
ヨコナデ

ハケ
ヨコナデ

タトー にぶヤヽ褐色
里拐名内 一

lllull以下の砂粒を含む
刻目突帯

56号竪穴住居
弥生土器

甕

ハケ    ツ ケヽ
ヨコナデ  !ヨ ヨナデ

一　

一

外
内

浅黄橙色
苦緒魯

2111111以下の砂粒及び、黒色透明の粒
をあく合む 刻目突帯

56号竪穴住居
弥生土器

甕
ナデ   :ハ ケ後ナデ 一　

一

外
内

赤橙色
黒褐色

0。 1～ 2Hllnの 砂粒及び、透明、黒色乏
明の対を含む

56号竪穴住居
弥生土器 ハ ケ ハケ後ナデ グトーー

内一

ハ

ぶ

8111111以下の砂礫、砂粒を多く含む 三角突帯

テ6号竪穴住居
弥生土器

中

ナデ   |ナ デ
ヘラミガキ !

一　
一

外
内

場

字
灰色
責橙色

lllull以 下の砂粒を含む 三角突帯

444 ;6号竪穴住居
な生土器 ヨコナデ ヨヨナデ 一　

一

外
内

掏色
に対 楊ヽ 符

311un以下の砂粒を含む

445 う6号竪穴住届
林生土綿

霊

ナ デ ナ デ 明黄trs色
にぶい昔潜角 朋 皇禁

=少

量、lllull以下の砂
突帯

57号竪穴住居
土師器

甕
口径  19.6
多里ゼヨ  9R ,

ヘラナデ  け デ
ヨコナデ擦痕  |

外
―

内一
明
黄

野
Ｒ
ぷ
軍

身色
白

0.5～ 811ullの砂粒、砂礫及び、0.1～
2_5mmの お明の粒を含む

57号竪穴住居
土師器

甕
径
高

口
器

ナデ
ヨコナデ嘉亀引露

ナ デ 酪
責

一　
一

外
内

絶
色

0.5～ 10111111の 砂粒、砂礫及び、0。 1～

lmullの 透明の粒を含む

448 57号竪穴住居
土師器

塞 蓬ぞ   |ハ
ケ後ナデタトー にぶド

内 一 にぶい 蓼色
砂礫、砂粒を含む

57号竪穴住居
土師器

率
ナデ    :ナデ
ユビオサエ

i

― にぶヤ弯
― にパい呈 色

0.5～ 611ulの 砂粒、砂礫及び、0.1
0.5411nの 透明の粒を含む 木葉底

,7号竪穴住居
土 器

米高  35.E
ハケ後ナデ ツ ケヽ後ナデ
ヨヨナデ  !

外 ― にぶヤヽ橙色
内一 お魯

5111111以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

,9号竪穴住居
土 師器

甕

ヨコナデ  iヨ ヨナデ 一　
一

外
内

橙 色
にぶヤヽ声争お曳

〕。2111111以下の砂粒を含む

う9号竪穴住居 鶴癬
ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 星
樫
〃

一　
一

外
内

311xll以 下の砂粒を含む
自然釉

50号竪穴住居
土師器

馨
ナ デ ナ デ 一　

一

外
内

橙
裕

責
昔

4111111以 下の砂礫、砂粒を多 く含み、
発明の粒を少量含む

50号竪穴住居
土 師器

続
径
高

口
器

ナデ   |ヘ ラミガキ
ヨコナデ  i

外― 橙色
内― にぶ船 角

lllull以下の砂粒及び、透明の粒を少
量含む

455 30号竪穴住居
土Hn器
椀

口径  12.0
器高  7.1

ナデ   |ナデ
ヨコナデ  !

一　

一

外
内

にぶヤヽ橙色
にぶい橙色

311ull以下の砂粒を含む

33号竪穴住雇
」LHtti
ミニチュア

口径  6.2
器高  3_7

ナ デ ナデ
ユビオサエ

一　

一

外
内

味
灰

2111111以 下の砂粒及び、透明の粒を含
すF

ほIF完形

1号 建 物
弥生土器 ナデ   け デ い

瘤
酪
扉

一　
一

外
内

責橙色
1符

5111111以下 の砂礫 、砂れ を含 む



出土遺物観察表 14

物
号

遺
番 出土遺構

類
種

種
器

法 量
(cm)

器 面 調 整
色  調 胎 土 備 考外 面 1内 面

2号 竪 穴 鄭
高

喬
不 器高  11.3

ナ デ ナ デ タトー にぶヤヽ橙色
にぶい橋イ登内 一

生lllln以 下の砂礫、砂粒を含む

2号 竪 穴
土師器
高琢

ヘ ラミガキ ナ デ 一　
一

外
内

211ull以 下の砂粒及び、透明の粒を少
量含む

2号 竪 穴 鰯瓢
ナ デ ナ デ 71・ ―

内一
炊
灰 リー

‐
/色

InMl以下の砂粒を少量含む
釣状把手

1号 土 坑
土師器

碧
ヨヨナデ ヨヨナデ 一　

一

外
内

211m以 下の砂粒をやや多く含み、透
明の粒を少量含む

1号 土 坑
土 器 ナデ

ユビオサエ
ナ デ 橙

縛

ぶ

ぶ
一　
一

色
任

41nln以 下の砂礫、砂粒を含む

1号 土 坑
土師器

薯
ナ デ おヽ ラ ガ キ

外
―

内 一

登

番

白 )粒 を多 く含み、透明の粒 も僅かに
ドすF

1号 土 坑
土師器
高抹 染飴

の為、
 1堺飴

の為、タトー
内一

ぶ

ぶ

lllllll以 下の砂粒を含む

5号 土 坑
土師器

奉
ナ デ ナ デ 外― にぶい赤褐色

内一 黒色
411ul以 下の砂礫、砂粒を含む

木葉底

12号 土 坑
土師器

幸
風化の為、
不明

風化の為、
不明

一 種色
― にぶヤ�争仁

砂粒 を含 む

7 13号 土 坑
土師器

甕
ナデ
ヨコナデ

ナ デ ぶ

ぶ
一　
一

外
内

橙色
昔播符

7mm以下の砂礫、砂粒を含む

1号周溝状遺構
土師器

蛮

ハケ後ナデ ナ デ 一　
一

外
内

莞黄橙色
局灰色 習醗栃馳縄醜肇丸皇義

=多

く含み、

2号周滞状遺構
須 t器 格子 日タタキ |ナ デ 一　

一

外
内

オリヴ灰色
灰魯

砂粒を含む
自然禾由

3号周溝状遺構
祢生土器

馨
ハケ後ナデ ハケ後ナデ 一　

一

外
内

色
苗構色

511ull以下の砂礫、砂粒及び、lllun以 下
の透明の粒 を含む

三角突帯

3号周溝状遺構
弥生土器

甕
径
一島

回
器

風化の為、
不明

ハケ後ナデ 一　
一

外
内

橙色
にぶヤⅢ瀬争お町

砂粒 を多量 に含む
刻目突帝

472 3号周溝状遺構
赤生土器

甕
ナ デ ナ デ 外 ― 浅黄褐色

灰昔伍内 一
511ull以下の砂礫、砂粒及び、黒色透
明の粒 を合む 刻目突帯

473 3号周溝状遺構
称生

翠
二為 ナデ   ッヽ ケ後ナデ

ヨ ヨ ナ デ  |
外

―

内 一

赤
赤

0.5～ 211111の砂粒及び、0,1～ 2.5HllllC

金色の壮を合む
1形突言
}逐皆り

474 3号周溝状遺構
な生上器 ハケ後ナデ ツヽ ケ後ナデ 一　

一

外
内

橙色
にぶサ∬声争ね軋

611ull以 下の砂礫、砂粒を多く含む
台形突帯

475 3号周溝状遺構
林生土器 ミガキ   !ナ デ 黄

構
浅
責

一
一

外
内

色ｋ
ユ

缶

．

lllllll以 下の砂粒を多く含む
丹塗 り

3号周溝状遺構
添二 二 る

霊

径
一島

口
器

ミガキ  :ナ デ 赤
田

一　
一

外
内

色
角

lllull以 下の砂粒を少量含む 丹塗 り
牟杉

3号周溝状遺構
称生土恭

軍

ナ デ ナ デ 色種
色

貢
黄

311ull以 下の砂紅を多 く含む

3号周溝状遺構
上器 ハケ後ナデ |ナ デ

ヨコナデ  |
一　
一

外
内

ぶい赤褐色
ぶい橙色

砂礫、砂粒を多 く含む 夕突言
蛍り

〕号周溝状遺構
な4 上器 ヨヨナデ  iナデ グトーー

内 一

示

Ａ
毒任 佑難盟振壇雪留警ヽ砂粒及び、透明三角突帝

浮寸

〕号周溝状遺構
な生土器
菖抹

ミガキ   !ミ ガキ 赤
未

明
田

一
一

色
打 隊軽慈多藝倉客計

211ull以上の透明
丹塗 り

吐3号溝状遺構
須 器 平行 タタキ :同心円文

ナデ   |ナ デ
灰色
F名

lllull以下の砂粒を含む

A15号溝状遺構 球r 径
高

回
器

8.2
1.2

ヨヨナデ ナ デ 外一 種色
内一 橙色

砂粒、透明の粒を少量含む 糸切 り底
宇形

A15号溝状遺構
土師器
小皿

口径
果言

ヨコナデ  け デ 一　

一

外
内

、砂粒を少量含み、透明の粒を
に含む

底切
形

糸
完

貶6号溝状遺構
土師器

盛
口径  17.4
果菖  198

デナ
デ

後
ナ

ケ
コ

ハ
ヨ

ナ デ 一　

一

外
内 ］舶

ぶ

完
81nlll以 下の砂礫、砂粒を含む

A26号溝状遺構
土師器

碁
ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

外― にぶい黄
内― にぶい昔

色
任

К
己

箕
ヨ "礫

、砂粒 を多 く含み、透明の紅 を
》畳合 tr

A26号溝状遺構
土師器

甕
ナ デ ナ デ 外― にぶい黄

内― にぶい音
色
行

橙
緒 611ull以 下の砂礫、砂粒を多量に含む

A26号溝状遺構
土師器

甕
ナ デ ナ デ タトー 橙色

にぶ与ゝ精得内 一
0.5～ 411ullの砂粒、砂礫を含み、
0。 1～ lllllllの 透明の新を含む

A26号溝状遺構
土師器

甑
ナ デ ケヽ後ナデ 外

―

内一

ぶ

ぶ

611Hll以下の砂礫、砂粒を多量に含む

A26号溝状遺構
須恵器
郭身

ヘラケス リ
ナデ

ナ デ 炊
辰

一　
一

外
内

lllull以 下の砂粒を含む

A27号溝状遺構
土師器

払
径
一島

回
器

ナデ
ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ

一　

一

外

内
211ull以 下の砂粒を含む

A28号溝状遺構
土師器
嵩抹

ヘラミガキ ナ デ タトー にぶヤヽ橙色
船魯内 一 1穏

を少量含み、透明の粒を多量に

A28号溝状遺構
土帥器

続
ヘ ラミガキ ヘ ラミガキ クトー にぶい植色

内 一 r式耐番魯
砂桓 を

~3‐
ひ



出土遺物観察表 15

物
号

遺
番 出土遺構

種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色 調

ム
ロ 土 備 考

外  面 内 面

A29号溝状遺構
土師器

碁
ナ デ ナ デ 一　

一

分
内

色Ｒ
弘

占

“

4111111以下の砂礫、砂粒を多く含む

磁9号溝状遺構
土師器

率
ナデ
ヨヨナデ

ナデ
ヨヨナデ

一　
一

外
内

明赤
FIH未

511uxl以下の砂礫を含む

A29号溝状遺構
土師器

甑
ナ デ ナ デ クトー にぶい程

内一 にぶヤ建
i色
!精

色 孫鶏彎修髯暫盟警ヽ砂粒及び、透明
牛角把手

2ヽ9号溝状遺構
須恵器

奉
平行 タタキ 同心円文 仄

Ｆ
一　
一

lllllll以 下の砂粒を少量含む

噴29号溝状遺構
須恵器
抹書 器高 (4.3)

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 灰
灰

一　
一

外
内

31nnl以 下の砂粒を少量含む

聰9号溝状遺構
須悪器
抹身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 外 ― 暗灰
内一 吉扉

牛lHll以下の砂礫、砂粒 を少量含む

υ9号溝状遺構
土師器

殷騎
の為、

 |ナ
デ 一　

一

外
内

暗灰色
r犬ぃ苦魯

llMll以 下の砂粒を少量含む

螂2号溝状遺構
布反土零

欽
ナ デ 布痕 タトー 色

仁
橙
沿内 一

24ull以下の砂粒を少量含む

螂2号溝状遺構
須恵器

奉
僑十 日タタキ 1同 心 円文 一　

一

外
内

オリーブ
黄灰

色巳
い
白
コ

砂粒を少量含む

昭2号溝状遺構
須恵器
抹書 器高  9_5)

ヘラケス リ Iナ デ
ナデ    !

炊
灰

一　
一

外
内

7111111以 下の砂礫、砂粒を少量含む 日

Ч

里1号溝状遺構
//R思喬

郭
径
高

口
器

12.7
4.6

ナ デ ナ デ 外― 青灰色
内一 青灰伍

lllull以下の砂粒を少量含む
ほぼ完形

里1号溝状遺構
土師器

幸

ハ ケ ナ デ 外 ― 炊 貢褐色
内 一 陪楊 名

411Ml以 下の砂礫、砂粒を多量に含む

A45号溝状遺構 鶴燿
器高 (3.5)

ヘラケズリ :ナ デ
ナデ 'え線 |

一　
一

外
内

灰褐色
オリヴ万鷲イる

3硼程の砂粒を少量含む

A49号溝状遺構
土師器

基

ハケ後ナデ :ナ デ
ヨコナデ  :

グトー 種色
内一 浅黄橙色

61Hll以 下の砂礫、砂粒を含む

A49号溝状遺構
土師器

甕
ナデ   iナ デ
ユビオサエ

|

一　

一

外
内

色
色

6111tll以下の砂礫、砂粒を多量に含む

A49号溝状遺構
上 H印 喬
高郭

径
高

口
器

17.8
12.4

ナデ   |ナデ
ヨヨナデ  |

ゼ

押
一　
一

色
れ

橙
潜

211ull以 下の砂粒を含む

A49号溝状遺構
土師器
高抹

ナ デ ナ デ タトー 色
名

橙
潜肉 ―

2Hull以 下の砂粒を多量に含む

A49号溝状遺構
須恵器
抹善 器高 (4.6)

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ グトー
内一

殊
灰

311ull以下の砂粒及び、自、黒色透明
の粒を含む

A49号溝状遺構
須恵器
抹身 器高 (3.7)

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　

一

外
内

灰
灰

3nun以 下の砂粒を含む

512 A49号溝状遺構
須悪器
抹身

ナ デ ナ デ 一　
一

外
内

色
缶

灰
灰

0.5～ 21nlnの 砂粒、0.1～ llmnの 透明の
粒を合む

B5号溝状遺構
土師器

甕
径
高

口
器

15。 3
28.6

デ

痛

ナ

爆
ナデ
ユビオサエ

ぶ

ぶ
一　
一

外
内

色
伍

褐
褐

6111111以 下の砂礫、砂粒を含む

B5号溝状遺構
土師器

甕
ナ デ ナ デ 外 ― にぶい黄橙色

陪灰魯内 一

1～ 5111111の 砂粒、砂礫を含む
木葉底

B5号溝状遺構
土師器

鉄
口径
暴菖

ナデ    |ヘ ラナデ
ヨコナデ  :

タトー にぶいヨ
内― にぶい道

4111111以 下の砂礫、 砂粒を含む 木葉底
牟杉

B5号溝状遺構
± 1

オ
F器 日径  15.7

暴菖  A,
ナデ
ヨヨナデ

ナデ
ヨコナデ

ぶ
ぶ

一　
一

外
内

411ull以下の砂礫、砂粒を含む
ほぼ完形

517 B5号溝状遺構
土HIIl器

椀
径
一局

口
器

風化の為、
不明

風化の為、
不 HFl

タトー にぶヤ|
内一 港選

毛
る
“

411ull以下の砂礫、砂粒を多く含む

B5号溝状遺構 珊絣
ヘラ ミガキ ナ デ 一　

一

外
内

色
打 糾魅誓y誓智警砂粒を含み、透明

B5号溝状遺構 鶴嬬
器高 (4.0)

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 灰
圧

一　
一

外
内

1～ 211Hllの砂粒 を少量含む

520 B5号溝状遺構
須恵器
抹身

ナデ ナ デ 日
白

火
灰

一　
一

外
内

0.5～ lllullの 砂粒及び、0.1～ 21nlllの黒
色透明の対を合む

B5号溝状遺構
須恵器 デ

線
ナ
沈

ナ デ 一　
一

分
内

灰
灰

細砂粒を少量含む

522 B5号溝状遺構
須悪器

麺 洗晟   iナ
デ 灰

灰
一
一

外
内

砂柾を含む

523 B14号溝状遺構
須恵器 格子 ロタタキ 剥

不
の為、

待
色
楊

灰
灰

一
一

外
内

制砂粒を微量含む

B23号溝状遣構
土師器

甑
アサ後ヘラミガキ |ナ デ 外 ― にぶい言

BH苦 !内 一 髄施
砂礫、砂粒を多 く含む

525 B23号溝状遺構
土師器
高抹 采高  8.8

ナ デ ナ デ 一　
一

外
内

橙色
にぶい黄橙色

3.5111111以 下の砂礫、砂紅を含む

B23号溝状遺構
須悪器

爾 器 稽評(14_R)
ナデ
潅線 刻練ヤ

ナ デ 炊
灰

一　
一

外
内

1～ 4111111の砂粒、砂礫を含む
自然釉

31号溝状遺構
土帥器
高抹

口
果

14,9
lz1 1

キガミヽラ

デ
ヘ
＋

ヘ ラミガキ
十 デ

一　

一

外

内
種 色
にぶい責椅侮

411Hll以 下の砂礫、砂粒を含む



出土遺物観察表 16

遺物
番号

出土遺構
種 類
器 種

法 量
(cm)

器 面 調 整
色 調 胎 土 備 考外 面 内 面

Cl号溝状遺構
土帥器
高抹

キガミヽラ

デ

ヘ

ナ
ナ デ タトー 橙色

lFズ い力きイと内 一

6HMl以 下の砂礫、砂粒を含む

C2号溝状遺構
土

望
際
轡

ハケ後ナデ ナ デ 酪
浅

一　
一

外
内

登色
橙色

611un以 下の砂礫、砂粒を含む

C2号溝状遺構
土 師器

未
径
高

口
器

17.5
13.0

ナデヨコガ
ユビオサエ

ナ デ ぶ

ぶ
一　

一

叫

勺
31nlll以下の砂礫、砂粒を含む

木葉底

C2号溝状遺構 珊訪
風化の為、
本順

ヘラミガキ ― リ
ー IIr

i褐色
t楊魯

lnull以 下の砂礫、砂粒を含む

532 32号溝状遺構
土師器
高抹

粗いラミ溝 ナ デ 稚
器

一　
一

外
内

色
色 1～ 2nMl以 下の砂粒を含む

533 32号溝状遺構
ヨ
漕

希
爪

ナ デ ナ デ ぶ
ズ

一　
一

外
内

橙色
1色

4.511xll以 下の砂礫、砂粒を含む

32号溝状遺構 鶴粒
器高  3.8

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 灰
灰

一　

一

2111111以 下の砂粒を含む

535 C4号溝状遺構 軒訪
風化の為、
不明

風化の為、
不明 色

色
褐

衡
赤

亦
明

一
一

外
内 細財鍵葺q罫聟称灘 賞試

み、
C10号溝状遺構

土師器
幸

日
器

15.4
RR ∩

ハク後ナデ ツ ケヽ後ナデ
ヨヨナデ  :ヨ ヨナデ

一　
一

外
内

にぶい黄橙色
播魯

811ull以 下の砂礫、砂粒を多 く含む ほぼ完形

C10号溝状遺構
土師器

奉
ナ デ ヘラミガキ

ナデユ ビオサエ
茂黄橙色
寝昔緒任

31111n以下の砂礫、砂粒を含む
木葉底

C10号溝状遺構
土師器 口径  13.5 ヘラミガキ

ヨコナデ
ヘラミガキ
ヨヨナデ

外― にぶい黄
内― にぶい苦 智盤切啄叩謬物駐禦瀑

びヽ自色、舞
C10号溝状遺構

三LF下器
間

ナ デ ナ デ
外

―

内一

ぶ

ぶ

41nln以 下の砂礫、砂粒を含む

C10号溝状遺構
主 H中希
高係

口径 Vペ ラ ガ キ ヘ ラ ガ キ 一　
一

外
内

色
色

0.5～ 311xllの砂粒、砂礫及び、
0.1～ 2111tllの 透明の粒を含む

C10号溝状遺構 珊訪
キガ

デ
ミ
ナ

ラ

ラ
ヘ
ヘ

r、 フ
ナデ

ガ キ 外― にぶい
内― にぶい 魯

色
希

Ｋ己
な彗

制砂粒、透明の粒を多 く含む

C10号溝状遺構
土師器
高抹

ヘ ラミガキ ヘラミガキ
ナデ

ぶ
ぶ

一　
一

外
内

色
任

陵
時

2.511Hll以 下の砂粒 を含む

310号溝状遺構
土帥器
高抹 器高  8.0

ナ デ ヘラミガキ
ナデ

外 ― にぶい橙
内― にぶいお

2111111以 下の砂粒を少量含む

910号溝状遺構
土 日

令
器

器高  8.4
粗lNAラ ミ舛
ヨヨナデユビオサエ

ナ デ ― にぶP
― にぶ′

1～ 3111111の砂粒、砂礫を含む
木葉底

310号溝状遺構
土師器

鉢 器高  7.C
ナデ ヨヨナデ
ユビオサエ

ナデ
ヨコナデ

外― にぶヤヽ橙色
内― にぶヤ婚 缶

5111111以下の砂礫、砂粒を含む
木葉底

〕10号溝状遺構
土師器

椀
回
器

ヘラミガキ
ナデ

ヘ ラミガキ 外 ― にぶヤヽ橙色
内― にぶし船 魯

砂種 、測砂枢 を含 む

'10号

溝状遺構
土 雨器

鳶
ナ デ ハケ後ナデ 外― にぶ与ヽ橙

内― にぶい播 彗慾
粒を多く含み、透明の粒を少握

C10号溝状遺構
土師器

満
径
高

回
器

11.6
4.7

ナ デ ナ デ 外 ―
内一

浅

潜

澤

窪

橙
緒

5111111以下の砂礫、砂粒を少量含む

9 C10号溝状遺構
」二H中

=予ミニチュ7朝
径
高

日
器

7.2
3.2

ナデ
ユ ビォサェ

ナデ
ユ ビオサエ

ぶ

ぶ
一　
一

砂粒を多 く含む

550 C10号溝状遺構
」二Htti

ミエチュア
口径
器高

ナデ
ユビオサエ

ナデ
ユビオサエ

― にぶ与ヽ橙色
― 潜名 解 張畠畠窮琴が期せ蒼著件砂粒ほぼ完形

C10号溝状遺構
」L‖巾i

ミニチュア
回径  7.8
器菖  R∩

ナ デ ナ デ 一 褐灰色
― 里魯 黙

の砂粒及び、透明の泣を少 ほぼ完形

C10号溝状遺構 瑠訪
口
果

来
と
許

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 色
任

灰
灰

lllun以 下の砂粒を少量含む
長方形の透か し

553 310号溝状遺構
須恵器
抹芸

径
高

回
器

13.5
4.5

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

灰
灰

0.5～3.5mmの 1

0。 1-3.5mmの i

び
む

友
含

蝶
を

υ
粒のヽ

柾
明 完形

310号溝状遺構
須恵器
抹奉 器高  4.0

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　
一

分
内

4.511ull以 下の砂礫、砂粒を含む

555 C10号溝状遺構
須恵器
抹善 器高  4.0

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

暗青灰色
吉扉打

211m以 下の砂粒を含む

C10号溝状遺構 鶴勅
口
器

ヘラケズ リ
ナデ

ナ デ 暗
扉

一
一

外
内

F灰色
挽あて撃客慾粒及

び、0.1～ lllullの 透
完形

C10号溝状遺構 鰯勅
口径  11.G
器高  4_1

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 色
色

灰
灰

砂粒 を多 く含む
ほぼ完形

C10号滞状遺構
須恵器
抹身

口径 (12.5
器高 (3.8

ヘラケズリ
ナデ

ナ デ 外― オリーブ灰
内一 オリツ灰

lllllll以 下の砂粒を含む

C10号溝状遺構
須恵器
抹身

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ グ

〆
炊
灰

一　
一

lalal以 下の砂粒を少量含む

D3号溝状遺構
土師器

節

ナデ
ヨコナデ

ヘラナデ
ナデ

ク

〆
一　

一

811ull以下の砂礫、砂粒を多く含む
刻目突帯

D2号溝状遺構
須悪器
琢身 器高  3.6

ヘ ラケス リ
ナデ

ナ デ
ク

メ
灰色
匠魯

1～ 3Hullの 砂粒を含む
底部にヘラ記号

D6号溝状遺構 瑠粒
口
器

9.8
3.8

ヘラクス リ
ナデ

ナ デ タ

メ
灰
辰

一　

一 ]や軋
り枢 をグ重、測υ種 を多量 に含む

完形



出土遺物観察表 17

物
号

遺
呑 出土遺構

種 類
器 種

里

cm)

器 面 調 整
色  調

ム
ロ 土 備 考

外 面 i内 面

D6号溝状遺構
取 瓶

口
器

4.4
4.6

ナ デ ナ デ 一　
一

外
内

こ灰黒43J色

身戻 打
6.5Hlln以下の砂礫、砂粒を含む

D6号溝状遺構
取瓶

ナ デ ナ デ 外― 灰貢色
内一 昔Ir5色

21nlll以下の砂粒を含む

D6号溝状遺構
取瓶

口径  4.0 ナ デ ナ デ グトー

内一
色
色

灰
褐

ま
、ま
、

砂粒を含む

D6号溝状遺構
須恵器
抹身

ナ デ ナ デ 外― 青灰
内一 青灰

0.1～ 2.51nlnの 砂粒を含む

D16号溝状遺構
弥生土器

奉
風化の為、
不明

風化の為、
不明

外― 橙色
内― にぶい責橙色

2111n以 下の砂粒を多く含む
刻目突帯

D16号溝状遺構
土師器

馨
ナ デ ナ デ 外 ― 橙色

内一 陪苦匠魯
341m以 下の砂礫、砂粒を多 く含む

569 1号 建 物
主帥喬
ミニチュア鉢

口径
器高

ナデ   |ナ デ 色
色

褐
褐

貢
昔

灰
灰

一　
一

外
内

2HHl以 下の砂粒及び、lllull以下の透映
の締 を合む

木葉底

570 B-78号 ピツトホ生土器
甕

ハケ    ツ ケヽ
ヨヨナデ  |

色橙
色

貢
黄

浅
淡

一

一

外
内

2nlm以 下の砂粒及び、llnlll以下の透跛
の粒を含む

刻目突帯

B-78号 ピツト
旅生土器

節

口径  15。 7 ナ デ ナ デ 外― に熱種ヽ色
内一 赤褐負

3Hlln以下の砂礫、砂粒を多く含み、
透明の粒を僅かに含む

三角突帯

572 B-78号 ピツト
土師器

墓

ナデ
ユビオサエ

ナ デ 一　
一

外
内

にムい貢橙 色
潜魯

4dlln以 下の砂礫を少量含み、211m以 下
の砂粒を多く含む 1

3号 建 物
称生土器

暉

ヨコナデ ナ デ 一　

一

外
内

に熱褐ヽ色
にぶい褐色

5■lm以下の砂礫、砂粒を少量含む
口唇部に刻目

Bl18号 ピット須恵器
抹奉

ヘラケスリ
ナデ

ナ デ 一　
一

外
内

言人色
にれ 昔ヽ褐色

6Hllll以下の砂礫、砂粒を少量含む
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